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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に無存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたつては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業国埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、経営体育成基盤整備事業八重畑地区に関連して平成16年度に発掘調査された石′鳥谷町

大西遺跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査では、縄文時代の陥し穴状遺構や上坑、弥生時

代の遺物包含層、平安時代の竪穴住居跡が見つかったことから、当時の狩猟の場及び集落の一部という、

時期及び性格の複合した遺跡であることが明らかになりました。本県の北上川左岸流域における調査

例は近年増加しており、新知見も多く発表されてきておりますが、今回の調査においても地域の歴史

に新たな一ページを書き加えることができました。本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心

や理解につながると同時に、その保護や活用、学術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました岩手

県花巻地方振興局農林部農村整備室、石`鳥谷町教育委員会をはじめとする関係各位に対し、深く感謝

の意を表します。

平成18年 2月

財団法人岩手県文化振興事業国

理事長  合 田   武
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調査にいたる経過

大西遺跡は、ほ場整備事業 (担い手育成区画整理型)八重畑地区の実施に伴い、その事業区域内に

存することから、発掘調査を実施することになったものである。

本事業は、石鳥谷町南東部に位置し平成 9年度より進められている、区画整理面積369haを行う事業

であり、大区画 l haを造成し大型機械による低コスト農業を目指すことはもとより、農地流動化を図

り担い手農家を育成し、地域全体として高生産性農業と安定経営を目的としている。

(花巻地方振興局農林部農村整備室)

Ⅱ 立 地 と 環 境

1 遺跡の位置 と立地 (第 1・ 3図 )

大西遺跡は岩手県稗貫郡石鳥谷町八重畑に所

在する遺跡である。石鳥谷町は、岩手県のほぼ

中央部に位置し (第 1図 )、 北は紫波郡紫波町、

東は稗貫郡大迫町、南は花巻市・和賀郡東和町、

西は岩手郡雫石町の 1市 4町に接している。東

西約49.5km、 南北約17.5km、 総面積118.夕匝を測り、

人口約16,300人 (平成17年 1月 末現在)を有する

町である。遺跡は、JR東北本線花巻空港駅の東

及び花巻空港の北東約 2 kmの ところに位置し (第

4図 )、 南西側は花巻市に接する。北上川左岸

の沖積地に形成された段丘状の微高地上に立地

する。国土地理院発行の25,000分の 1地形図「石

驀谷」NJ-54… 13-16■ (盛岡16号-1)の図幅に含

まれ、北緯39度 26分32秒、東経141度 9分付近に

あたる。標高は約80～ 81m、 現河道との比高は

8～ 9mを 測る。調査開始前の状況は水田及び

転作が行われている旧水田である。

2 遺跡周辺の地形

地形的に見ると、遺跡の所在する石鳥谷町付近は東方の北上山地と西方の奥羽山脈に挟まれた北上

平野のほぼ中央に位置し、町域の大半は北上川とその支流による沖積面およびこれらの河川によって

形成された段丘面で構成されている。町域中央のやや東寄りを緩やかに蛇行しながら南流する北上川は、

本遺跡が所在する石鳥谷町人童畑付近で急激に屈曲して東方に流れを変え、石鳥谷町五大堂の添市川
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2 遺跡周辺の地形

合流点付近に接した後、再び屈曲して南西へと向きを変える。 2つの屈曲′点の間を東流する北上川の

ラインは石`島谷町と花巻市との境界をなしている。

急峻で起伏の大きな奥羽山脈から急勾配で下る河川が合流する北上川右岸においては、段丘は扇状

地性の台地として発達している。少なくとも新旧の異なる3段以上に区分され、特に中位 。低位の段

丘が広面積によく残されている。

一方、北上川の左岸では、北上山地に源流を持つ数本の河川が、山地・丘陵地からの出口付近にや

や顕著な段丘を形成しており、特に稗貫川・添市川の両岸にその発達が認められる。こうしたやや大

きな河川の出口付近に発達する段丘はそのほとんどが平坦な低位の段丘であり、小規模ながら比較的

広範囲に分布する。中位段丘はそのまま河岸段丘面として断片的に分布し、山側では麓屑面などの緩

傾斜地となっている場合がある。北上川左岸の段丘は小規模な河岸段丘面として残されたものであり、

一般にその発達は不良である。北上川右岸に広く発達する段丘との対称性はあまり認められない。

なお、周辺地形の詳細については、『北上山系開発地域土地分類基本調査 花巻』 (岩手県 1976)
を参照願いたい。

3 基 本 層 序 (第 2図、第1表、写真図版 5)

野外調査では、遺跡内に堆積する土層の新旧関係及び各層の時期を把握するよう努めた。第2図は

大西遺跡の基本層序模式図である。

各区の上層は次のとおりである。

<A区 >
た Ia層 …■ONl_3 黒褐色シルト。車恨やや多く含む。

(現耕作土)

A― Ib層 ―・A―Ⅱ～Ⅵ層土ブロックの混合層。 (現水田

造成時盛土)

A―Ⅱ層…■OYR3/3～ 3/4 暗褐色シルト。 (盛土前の旧

表土)

A―Ⅲ層…・lCIYR3/3 暗褐色シルト。A― Ⅱよりわずかに

暗い。A区西端部にのみ残存。 (古代遺構埋土主体土)

A―Ⅳ a層 ―・10YR4/4 褐色シル ト。A区西端部にのみ

残存。 (汗Ⅲ～Ⅳ bの漸移層。上面が古代遺構検出面)

A―Ⅳ b層 ―・10YR4/6 掲色～loⅥも/6 黄褐色シルト。地点により粘土質または砂質を帯びる。 (洪

水堆積層)

A―V層―・10YR2/2 黒褐色粘土質シルト。上・下面付近で砂質を帯び明るくなる。上部に縄文土器 (主

に晩期)を含む。

A―Ⅵ層―・lCIYR5/6 責褐色砂質シルト。締まっている。

<B区 >
B― I層…Ⅲ10YR2/3 黒掲色シルト。締まり密。粘性なし。草根やや多い。 (現耕作土)

B― Ⅱ層―・10YR3/3 暗褐色シルト。締まり密。粘性なし。細分されて上部が旧耕作土となる可能性

があるが、観察地点では不明である。A区古代遺構の埋土によく似る。

第 1表 各区における土層堆積と時期の関係
A区 B区 C区

現表土 A‐ la
B‐ 1

C‐ l a

盛土 A― ib な し

漸移層 な し な し C― i b

旧表土 A― II
B‐ ‖

C― ‖

暗褐色土 (平安時代) A― I‖

削平漸移層 A― iV a な し

黄褐色土 (洪水堆積層) A‐ iV b B‐ iV

暗褐色土 (弥生時代)

A―V
B‐ V

C‐ 1‖

黒褐色土 (縄支時代) B‐Ⅵ a

漸移層 B‐ VI L C― iV

黄掲色土・砂礫層 (地山構成層) A― VI B― V‖ C― V

-2-
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B―Ⅲ層…■OYR3/4 暗褐色砂質シルト。締まりやや密。粘性なし。掲色細砂を全体に斑状に含み、

黄味・砂質強い。炭粒 (径 5 mm程度)極微量含む。A・ C区では見られない層である。

B―Ⅳ層…。10YR5/6 黄褐色シルト。締まりやや密。粘性ややあり。 (洪水堆積層。古代遺構検出面)

B―V層 ―。1鋭く鴻 黒褐色粘土質シルト。締まり密。粘性あり。上部に炭粒目立つ。縄文土器片 (主
に晩期)を希薄に包含する。

B…Ⅵ層…・10YR2/2 黒褐色粘土質シルト。締まり中。粘性あり。水分多 く含み、乾くとクラックが

入る。下部に向かって明るくなる。遺物・炭化物は入らない。

<C区 >
C― Ia層 …■鋭く鴻 黒褐色シルト。締まり弱。粘性なし。 (現耕作土 )
C― Ib層 …。10YR2/2 黒褐色シルト。締まり強。粘性なし。

C―Ⅱ層…。10YR2/3 黒褐色シルト。締まり強。粘性あまりなし。 (旧表土 )

C―Ⅲ層―・10YR2/2 黒褐色シルト。締まりやや強。粘性あり。 (縄文遺物包含層 )

C―Ⅳ層…■CIYR3β  暗掲色シル ト。締まりやや強。粘性ややあり。C―Ⅲ層と地山との間の漸移層か。

大西遺跡における基本層序の構成は、黒褐色土 (現代の耕作土)、 暗褐色土 (平安時代 )、 黄褐色

シルト (洪水堆積層)、 黒褐色～暗褐色土 (縄文～弥生時代)、 地山構成層 (粘土及び砂礫層)の 5

つに大きく分けられる。上述の層序を各区に当てはめると、対応は表 1の ようになる。

なお、B区 とC区の境界付近に露出していた断面では、東から西へ下つて傾斜する縄文・弥生時代

の黒褐色土・暗褐色上の上を洪水で堆積した黄褐色シルトが覆つている様子が観察される (巻頭カラ

ー写真 2下 )。 B区からA区に向かうにつれ、洪水堆積の責褐色シル トは厚 くなる。洪水堆積層の上

面には平安時代の遺構確認面が存在することから、弥生時代後期から平安時代までの間に北上川で発

生した洪水が大量の上砂を供給し、大西遺跡周辺の原地形を一変させたことがうかがえる。

一方平安時代の暗褐色土及びに決水堆積層である責褐色シル トがC区では確認できない。後世の人

類の活動によって削平を受けたことにより、確認できなかったものと考えられる。

82 0rn―

C― Ib
C― Ia

C― Ⅱ

C―Ⅲ

C―V

C―凸た

A区 北辺中央      B区  北東隅
(I A17 f付近)     (I B24 c付 近)

第 2図 大西遺跡における基本層序 (S=1/40)

C区 西側
(Ⅱ B3 p付近

B― I

闘
一瑚
瑚
イ
画
B― 1ヽ

B区 北東隅
(I B24 c付 近)

A―関「b

A区 北辺西端
(I A12 f付 近)
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4周 辺 の 遺 跡

4周 辺 の 遺 跡 (第 3図、第 2表 )

岩手県教育委員会のまとめによると、平成16年 3月 末現在で、岩手県内には11,786ケ 所の遺跡が確認

されている。そのうち、石′鳥谷町内には、188ケ所の遺跡が、また、大西遺跡の所在する人重畑地区に

隣接する花巻市では、310ケ 所の遺跡が登録されている。大西遺跡周辺を概観すると、縄文時代 。古代

ともに北上川左岸に沿った段丘上や北上川に注ぐ各支流の両岸に迫る丘陵上にまとまった分布が認め

られる。大西遺跡周辺の主な遺跡の位置及び一覧表が第2表、第3図である。

なお、大西遺跡の所属する主な時期が縄文時代及び平安時代であることから、今回掲載したものは

縄文時代・古代が関係する遺跡のみに限定している。

このうち、大明神遺跡 (遺跡番号24)では、昭和49年に東北新幹線建設に伴う発掘調査が行われ、

弥生時代の遣物包含層及び平安時代の竪穴住居跡などが見つかっている。

大明神遺跡の南に隣接する貝の淵 I遺跡 (遺跡番号27)では、平成14年に一般国道456号地域活性化

支援道路整備事業に伴う発掘調査が行われ、縄文時代の陥し穴状遣構、平安時代の竪穴住居跡、灰釉

陶器の長頸瓶などが出土している。

大西遺跡の南東1.5～ 3 kmの ところに位置する稲荷遺跡 (遺跡番号34)、 宿遺跡 (遺跡番号39)、

蛇蠅岨遣跡 (遺跡番号40)、 高畑遺跡 (遺跡番号41)の発掘調査は、人重畑地区のほ場整備に伴う一

連の調査であり、平成13～ 14年にかけて実施されている。

稲荷、宿の両遺跡では平安時代の竪穴住居跡が、高畑遺跡では縄文時代前期～中期の竪穴住居跡が

見つかっており、それぞれ当該期の集落跡と考えられる。また、宿遺跡は、中世稗貫氏の執権であっ

た人重幡氏の居館である宿館の東隣に位置しており、その関係においても注目される。

蛇虻岨遺跡では非黒色処理系土師器が多く見つかっている。これらは11世紀代のものかと推定され

ており、岩手県内では数少ない11世紀代にかかる調査例の1つである。

大西遺跡の対岸に位置し、官衡・駅家の可能性を指摘されている方八丁遺跡 (遺跡番号44)では、

今までに4度の調査が行われており、平安時代の堀跡や集落跡が見つかっている。

5過 去 の 調 査

大西遺跡では、岩手県教育委員会が平成12年に、花巻空港整備事業に伴い、県道羽黒堂二枚橋線、

県道八重畑小山田線の交差′点周辺の470∬を対象として、緊急発掘調査を実施している。今回の調査に

おけるC区の南で時期不明の土坑 1基を確認し、縄文土器、土師器が出土した。

この調査の成果は、平成13年に『岩手県文化財調査報告書第112集 岩手県内遺跡発掘調査報告書 (平
成12年度)』 として、刊行されている。



第 2表 大西遺跡周辺の遺跡一覧

No 市町村名 遺跡名 よみがな 種 別 時代 所在地 調査歴・備考

1 鳥谷RT 島岡Ⅲ しまおかⅢ 散布地 電文 幸人幡

2 百鳥谷 町 番屋 ばんや 散布 地 古代 ■人幡

3 百鳥谷町 島岡 I しまおか I 散布地 電文・古代 ■人幡

4 鳥谷町 島岡Ⅱ しまおか] 窯落跡 古代 ■人幡 13県埋

5 鳥谷町 西中島 にしなかしま 散布地 蠅文 ■人幡

6 鳥谷 町 種森 たねもり 散布 地 平安 手新堀

7 百鳥谷 町 広 野 ひろの 散布 地 蠅文 ■新堀

百鳥谷 町 旧 は ば 散布地 電文・平安 芋新堀 S49県教

鳥谷町 百 目木 どうめき 散布地 蠅文・平安 ■新堀

鳥谷町 上十 日市 かみとおかいち 散布 地 平安 子関 口

鳥谷町 幅欠 イま′ぎか1) 散布地 蠅文・平安 ≠戸塚

百鳥谷 町 野沢川 I のざわがわ I 散布地 蠅文・平安 ■新堀

百鳥谷 町 野沢川 Ⅱ のざわがわ] 散布地 蠅文・平安 ■戸塚

百鳥谷町 上野 々 つたのの 散布地 電文・平安 芋新堀

鳥谷町 大 曲 おおまがり 来落跡 平安 ■戸塚 S49県教

鳥谷町 江 曽 え そ 散布地 蠅文 芋江 曽

百鳥 6町 関 日 せきぐち 散布地 古代 手関 日

百島谷町 大 西 おおにし 襄落跡 縄文・弥生・平安 字′(重畑 112県 教

百鳥谷町 荒 野 あらの 散布地 古代 ■人重畑

鳥谷町 大西 Ⅱ おおにし] 散布地 蠅文 ■人重畑

鳥谷町 馬場田Ⅱ ばばた] 散布地 電文 芋人重畑

百鳥谷町 中村 なかむら 散布地 電文 ■人重畑

石鳥谷町 塚 の森 I /Dかのもり 1 散布地 電文・平安 ■関口

百鳥谷町 大明神 だいみょうじん 来落跡 電文、弥生、平安 ■関日 49県教

鳥谷町 塚の森Ⅱ つかのもり] 散布地 平安 ■関日

R島谷町 七ツ森 ななつもり 散布地 蠅文 ・古代 手関 日

石鳥谷町 貝の淵 I かいのふち 1 集落跡 罐文・平安 ■関日 14県埋

百鳥谷町 猪 鼻 いのはな 散布地 蠅文・古代 ■関日

鳥谷町 貝の淵Ⅱ うゝいのふちⅡ 散布地 蝿文 ■人重畑

百鳥谷町 下館 I しもだてⅡ 散布地 古代 ■関日

百鳥谷町 関 日 ビきぐち 散布地 古代 ■人重畑

鳥谷町 猪鼻I の`はな] 散布地 古代 ■人重畑

百鳥谷町 馬場 田 ずばた 散布地 蠅文 芋人重畑

百鳥谷町 稲荷 なヽり 集落跡 蠅文・平安 芋人重畑 13県埋

百鳥谷町 新 田 しんでん 散布地 蠅文 ■人重畑

百鳥谷町 反 町 そりまち 古墳群・余 祀跡 蠅文・古墳 書人重畑

百鳥谷 町 大西橋 Ⅱ おおにしばし] 散布地 蠅文 ■人重畑

鳥谷町 大西橋 おおにしばし 散布地 蠅文 ■人重畑

百鳥谷町 宿 しゅく 集落跡 蠅文・古代・中世 芋人重畑 14、 116県埋

石鳥谷 町 蛇虹岨 じゃのめり 散布地 平安 手五大堂 116県埋

百£谷町 高畑 とかばたけ 集落跡 蠅文。中世 ■五大堂 S49県教。H14県埋

鳥谷町 安堵屋敷 ] らんどやしき] 散布地 蠅文 手五大堂

百鳥谷 町 安堵屋敷 らんどやしき 集落跡 蠅文 , 古代 芋五大堂 S55県埋

陀巻市 方人丁 ようはつちょう 城館跡 平安 島第1地割 S31,S41岩大。S42県教。■13県埋。
H15花教。旧宮野目方人丁。

花巻市 上 ノ山 うえのやま 散布地 健文・古代 葛第2地害1

屹巻市 上ノ山館 うえのやまだて 戒館跡・ 散布 地 健文・古代～ 中世 葛第 1地割

屹巻市 源 明 I ずんめいよ 散布地 平安 菖第6地害1

に巻市 葛 くず 散布地 罐文・古代 菖第18地割

陀巻市 馬立 I まだて I 集落跡 古代 田力第4地害1 18県教

修巻市 馬立 ] まだて] 散布地 古代 葛第 11地割

修巻市 庫 理 く り 集落跡 蠅文・古代 田力劣 7地割 18県教。H9県埋。H10花教。

修巻市 東野袋 とのふくろ 散布地 古代 田力第8地割

Ⅱ 立 地 と 環 境

※調査歴の略号  S・ …昭和 H・ ・・平成 県埋…・岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 県教・・・岩手県教育委員会
花教・・・花巻市教育委員会  岩大…・岩手大学学芸学部       (2004年 3月 刊行の岩手県遺跡基本図を一部加筆・修正)
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Ⅲ 野外調査と室内整理

1野 外 調 査

(1)調 査 区 (第 4図①)
大西遺跡は、北西から南東に向かって長軸が延びた不整楕円形状の形をした範囲をもつ遺跡である。

長軸660m、 短軸340m、 面積にして約14万∬に及ぶ広大なものである。今回の調査では、経営体育成基

盤整備事業によって削平を受ける範囲のうち、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課による試掘調

査の結果から本調査を要すると判断された3,800∬が当初対象となった。県道羽黒堂 。二枚橋線及び県

道八重畑・小山田線の交差点の北側がこれに当たる。調査前の現況は、水田及び転作が行われている

旧水田である。ほ場整備に伴う土の盛り切りの関係で、調査区は3地点に分かれていることから、北

西から南東に向かってA区・B区・C区 とした。

(2)調 査 経 過 (第 4図②)
今回の発掘調査は、平成16年 1月 16日付け教生第1667号文書に基づいて、期間は平成16年 4月 9日 (金)

から8月 18日 (水)までの予定で開始した。その後、調査の進展に伴う指導や協議等により、最終的

に5,300∬を調査対象とすることとなった (面積については試掘調査のみの部分を除く)。

指導・協議及び面積変更の経過については下記のとおりである。

なお、田面標高や構造物の位置により、精査を実施した部分、確認調査にとどめた部分があるため、

当該区域における工事計画図も付した (第 4図②)。

A区 (当初予定面積1,920∬、最終調査面積2,070∬ )

調査開始直後の4月 14日 に平安時代の遺構面の下に縄文時代の遺構面の存在が判明した。この結果

を踏まえて、生涯学習文化課より「切土による掘削が及ばない範囲については調査不要」との指導を

受けた。A区の縄文時代遺構面は標高80m以下にあるが、工事計画標高が81.Omであり、保護層分とな

る20cmを差し引いた標高80.8mよ りも遺構確認面が低いため、平安時代遺構面のみの調査となった。

7月 に入り、A区で確認された溝跡が当初調査区の東狽1に延びることが判明した。このため、 7月 13

日の部分終了確認の際に取り扱いが協議され、翌14日 に溝跡を追跡するための試掘調査を実施したと

ころ、溝跡の延長が確認された。その結果を踏まえて、生涯学習文化課より「溝跡が確認された部分

について、田面部分は本調査、道路部分は確認調査とする」旨の指導を受けた。これにより、当初面

積より150∬対象面積が増え2,070∬の調査となった。本文では当初調査区をAl区、追加になった調査

区をA2区 とした。

B区 (当初対象面積310ゴ、最終調査面積380∬ )

A区 と同様に、調査開始直後の 4月 14日 に平安時代の遺構面の下に縄文時代の遺構面の存在が判明し

た。この結果を踏まえて、生涯学習文化課より「切土による掘削が及ばない範囲については調査不要」

との指導を受けた。B区の縄文時代遺構面は80.3m付近にあるが、工事計画標高が80.5mと 80.Omの 部分

がある。保護層分となる20cmを差し引いた標高80.3m及び79,8mよ りも北側は遺構確認面が低いが、南

側は高くなってしまうことから、北側部分については平安時代遺構面のみの調査、南側部分について

は縄文時代遺構面まで調査を行うこととなった。
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1野 外 調 査

②ほ場整備工事計画・調査経過

第 4図 調査区 。大グリッド配置 。ほ場整備工事計画

①調査区・大グリッド配置図
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Ⅲ 野外調査と室内整理

7月 に入り、B区で確認された溝跡が当初調査区の北側に廷びることが判明した。このため、A区で

前述した部分終了確認の際に取 り扱いが協議され、翌14日 に溝跡を追跡するための試掘調査を実施し

たところ、溝跡の延長が確認された。その結果を踏まえて、生涯学習文化課より「溝跡が確認された

部分について、田面部分は本調査、道路部分は確認調査とする」旨の指導を受けた。これにより、当

初面積より70∬対象面積が増え380∬の調査となった。本文では当初調査区をBl区、追加になった調

査区をB2区 とした。

C区 (当初対象面積1,570だ、最終調査面積2,850∬ )

5月 6日 に陥し穴状遺構13が当初調査区の東端で確認され、遺構が東側隣接水田 2面 (約2,600∬ )

へ広がる可能性が出てきた。これら田面は工事計画標高81.6mよ りも現標高が高く、掘削の対象にあた

ることから、当センターと生涯学習文化課で協議のうえ、 6月 24日 に試掘調査を実施した。対象区域

内に7本のトレンチを設定し、T2、 T5の東端で溝状の陥し穴状遺構を 1基ずつ確認した。

地山の標高は、南側田面 (Tl～T4)比べて北側田面 (T5～T7)が低 くなっている。このことは

地盤が北に向かうにつれて下がつていることを示している。さらにT6で地盤が北に向かって一気に下

ってゆく様子が確認された。T7の表土の下はグライ化しており、湿地状の様相を呈していた。試掘調

査で遺物は出土しなかった。

この結果を踏まえ、 6月 29日 に生涯学習文化課・委託者 。当センターによる協議を現地で実施した。

協議の結果、当該部分の工事計画標高が81.6mのため、保護層の20cm分を差し引いた81.4mよ りも遺構

検出標高が高い範囲及び水路部分は本調査を行うこととなった。ただし、水路部分にかかる陥し穴状

遺構20、 陥し穴状遺構21の西半分は水路から外れることから、確認調査にとどめ、精査は行わないこ

ととなった。調査期間は延長せず、当初予定どおりで行うこととなった。

上述の面積変更については、 6月 29日 および7月 13日 の現地協議を踏まえ、8月 4日付け教生第667

号文書として生涯学習文化課から通知があった。

終了確認については、委託者の事業進行の関係で、Al区西端部とC区最東端の水路部分について 7

月13日 に行い、8月 5日 に調査対象範囲全域の終了確認を受けた。

8月 18日 に野外における全ての調査を終了し、撤収した。

(3)グ リッドの設定 と基準点 (第 4図①、第5図、第3表 )
検出される各種遺構・遺物の詳細な座標値を記録するため、調査区を覆う碁盤目状のグリッドを設

定した。

今回の調査区は広大な遺跡範囲の中に点在している。そのため、各調査区の位置関係を明確に示し、

かつ調査区で大グリッドを跨がないように、また、本遺跡範囲において将来同様の調査が行われる際

にそのまま用いることができるように配慮して、今回の調査区全域を網羅するグリッドを配置した。

グリッドの設定は、平面直角座標 (第X系)【世界浪1地系〕に従い、基準点を2点、補助点を4点設

定した。グリッドは、100m四 方を単位にして等分した大グリッドを設定する。大グリッドは、X=―

61880m、 Y=-2712Chを基準とする。西から東へ I、 Ⅱ―・、】ヒから南へA、 B、 C・ …とし、数字と英字

の組み合わせによって名称を付与する (第 4図①)。 その後、大グリッドを4m単位で等分し、西か

ら東へ 1～ 25ま での名称を、北から南へa～ yま での名称を付与し、小グリッドを設定した。グリッ

ドの基準は北西隅に置くこととする (第 5図 )。 すなわち、基準点のグリッド名称は、 IAl aと なる。

現地では各小グリッドの北西隅に位置する杭にその小グリッドの名称を表記して用いた。本書中のグ
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Ⅲ 野外調査と室内整理

リッド表言己では、原則として、月ヽグ

リッドの北西隅に位置する杭を表記

している。しかし、遺構平面の位置

が小グリッドの杭から著しく離れて

いる場合があるため、この場合、小

グリッドの北西隅を aと し、時計の

反対周 りで b、 c、 dと さらに細分

第 3表 基準点・補点一覧 (世界測地系による)
対応グリッド杭 X Y H

基準点 1 <IA16 h> -61903.000 27180000 81.220

基準点 2 <IA16 w> -61968000 27180000 80.635

補 点 1 <I B20 b> -61984000 27196.000 81561

補 点 2 <I B25 b> -61984000 27216000 81497

補 点 3 <‖ B2n> -62032000 27224,000 80318

補 点 4 <‖ B13n> -62032000 27268,000 81561

し、Ⅱ B13n―dの ように名称を付している場合がある。すなわち北西隅力朔 グヽリッド名で対応できる場

合は、小グリッドを細分した名称については表記していない。上記のグリッドを実際に調査区に割り

付けるため、現地には基準杭とこれを補う区画割付杭を打設した。

基準点測量業務は慶長測量設計 (株)に委託した。基準杭及び区画割付杭の第X系座標値 (X、 Y)

と標高値 (H)、 及び対応するグリッド杭名は第3表のとおりである。

(4)試掘・表土除去
調査は、調査区をA、 B、 Cの 3区に分け、試掘トレンチを設定し、土層の堆積状況を確認後、A、 C、

B区の順で表土を重機で除去した。岩手県教育委員会が実施した試掘調査の際の深掘リトレンチ等で基

本層序の確認を行うとともに、人力による遺構検出を行った。

調査では、まず対象区域に任意のトレンチを設定し、人力掘削によって土層の堆積状況と遺構の存

否を把握した。試掘により遺構・遺物が確認されなかった範囲については、これをもって調査終了とし、

一方、遺物包含層や遺構が確認された場合は、その上面を面的に広げるように土層を除去した。この際、

バックホー。キヤリアダンプ等の重機を積極的に用いたが、検出面までの土層が薄い場合や遺物が集

中的に出土する場合など、重機の使用が適当でないと判断した区域では、人力による掘削を行った。

(5)遺構検出 。精査
表土除去の後、鋤簾 。両刃草削り。移植ベラを用いて、遺構検出を行い、必要に応じてスプレー塗

料による白線で遺構プランにマーキングを施した。

精査では遺構の規模に応じて2分法 。4分法を使い分け、土層断面を観察しながら、埋土を除去した。

検出時に遺構の重複が認められた場合、なるべく平面観察で新旧関係を把握するように努め、原則と

して新期のものから順に埋土の掘削を行つた。この場合、両者を縦断する断面を設定し土層の堆積状

況からも併せて新旧関係を検討した。また、平面プランの確定や埋上の解釈が困難な場合には、積極

的にサブトレンチを活用して、これらの確認に努めた。これにより、完掘段階には平面プランの一部

がサブトレンチで壊された状態になったものも多い。出土した遺物は、遺構名やグリッド名及び出土

層位を記録して取り上げ、必要に応じて出土状況記録として実測・撮影を行った。

(6)遺 構 の 名 称
①野外調査中の仮名称

遺構名は、遺構の種類毎に、次のような記号を定め、数字をつけ、遺構名の前に調査区名を付して

仮番号とした。

SKl、 SK2、 SK3、 ～ :土坑 (陥 し穴状遺構を含む) SDl、 SD2、 SD3、 ～ :溝・堀

SBl、 SB2、 SB3、 ～ :掘立柱建物跡  S11、 S12、 S13、 ～  :竪穴住居跡
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1野 外 調 査

SXl、 SX2、 SX3、 ～ :その他遺構

(例 )A―S1l A区の 1号竪穴住居跡

以上の仮名称は、室内整理段階でも作業用遺構名 としてそのまま使用 した。

②本書中の掲載名称

遺構は掲載にあたって仮名称を変更し、調査区毎に調査区名・遺構種別を冠した 1か らの連香とし

た (A区住居跡 1、 C区土坑 1な ど)。

(7)実   測
遺構 。出土状況等の平面実測は、小グリッドを再細分した lm方眼を基準に実測・作図する「簡易

遣り方測量」で行った。縮尺は1/20を基本とし、必要に応じて、1/1o図 を作成した。この他、平板・光

波トランシットを用いて、 トレンチ位置図・遺構配置図・現況地形図等の作成を行った。
断面図は水平に設定した水糸を基準にして実測・作図した。縮尺は1/20を基本とし、細部表現を要す

る場合には、1/1o図 も作成した。

(8)土層断面の分層 と注記
遺構やトレンチなどの上層断面は慎重に観察し堆積状況を把握するように努めた。分層は堆積過程

を表現するのに必要と思われた場合は細部にも配慮したが、薄層が連続的に互層をなす吉【分や、偶然

の結果と思われる混入物の偏りなどは徒に細分せず、有意と思われるまとまりの境界を表現するよう

に努めた。

この分層の根拠を示すため、各層の性状を記録した。土層は主体となる土「主体土」と混入された

土 (物)「混入土 (物 )」 によって構成されるものと考え、色調・土性・混入物・粘性・締まりの程

度等を記載した。また、解釈可能な場合は、その層の持つ性格を想定し付記した。

遺構埋土や捨て場堆積層の「主体土Jに は、認識可能な場合、その層が堆積した時点で周辺の表土

を形成していたと思われる土 (埋没開始時点における最新期の上)を あてた。例えば、地山上のブロ

ックが大半を占める遺構の壁の崩落層であつても、当時の表土と思われる黒色土がわずかに含まれて

いる場合は、後者を主体土とし、「地山が大量に混入している状態」と解釈している。主体土と基本

土層の対比から、その層の堆積時期を推定することが可能だと考えたからである。

土色の表記は新版標準土色帳 (農林水産省農林水産↓支術会議事務局)に準じたが、調査員が受ける

層間の印象の差が土色名の違いとして反映されない場合も多くあった。このため、各層の記録には調

査員個人の主観による相対的な層全体の印象 (明暗や色味の差)も併記した。例えば、「○層よりも

明るい」 。「焼土含み全体に赤味」 。「炭化物多く黒み強」 。「地山含み黄味がかる」等の表現がこ

れにあたる。また、混入物の量について「極微」 。「やや多」等の表記を行っている場合があるが、

調査員の主観的基準を上色帳に示されているパーセント表記に置き換えれば、概ね下記のとおりとなる。

極微 (1～ 2%)。 微 (3～ 50/0)。 少 (5～ 10%)。 やや多 (15～ 200/0)。 多 (30～ 50°/0)。 大量

(500/O以上)

(9)写 真 撮 影
野外調査では、6× 7 cm半Jカ メラ (モノクロ)、 3511un判 カメラ (カ ラーリバーサル・モノクロ)、

デジタルカメラを用い、各種遺構の全景・土層断面・遺物出土状況等を撮影した。撮影に際しては、

撮影状況を記したカードをその都度写し込み、現像後これを元に整理した。なお、一部の遺構ではい
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Ⅲ 野外調査と室内整理

ずれかのカットを省略した場合がある。また、不手際により必要なカットを撮影できなかったものも

含まれる。また、これらとは別に、 8月 7日 (土)にセスナ機による遺跡の空中写真撮影を行つた。

(10)広 報 活 動

埋蔵文化財に対する啓家活動の一環として、平成16年 8月 7日 に調査成果を公開する現地説明会を

開催した (参加者数80名 )。 また、現場見学については、随時受け付けた。団体では、人重畑小学校

6年生の現場見学を2回受け入れている (6月 2日 27名、 7月 28日 13名 )。

2室 内 整 理

(1)作 業 手 順
出土遺物の洗浄と地点別の仕分け作業、土器を除く各遺物の分類は、野外調査と並行して現地で行

った。野外調査終了の後、室内において土器の接合・復元作業を開始し、随時掲載資料の選別
。登録

を行つた。その後写真撮影、実測図作成・拓影作成・トレースの順に作業を進めた。調査員はこれら

の作業の統括と並行して図面合成 。遺物観察表作成 。原稿執筆を行った。

(2)遺   構
各遺構は必要に応じて第 2原図を作成し、これをもとにトレースの後図版を作成した。図中には縮

尺を示すスケールを付し、また、方位マークにより座標北を示した。

(3)遺   物
土器は出土地点 。遺構別に分けた後、それぞれの集合の内容を代表させる資料を選抜し、実測等の

作業対象資料とした。

石器は、いわゆる定形的な石器に加え、細部加工剥離または微細な剥離をもつ剥片類、及び遺構に

伴う石核類に対しては全点に番号を付して登録し、実測等の作業対象資料とした。微細な剥離をもた

ない剥片類及び焼けた礫類等については番号を付して登録するものの、写真掲載のみとした。

土製品。石製品・陶磁器については、全′点実測掲載とした。

全ての遺物には掲載番号・仮番号・出土地点・層位 。計測値 。その他観察事項等を記載した一覧表

を作成した。本来であればあらゆる観察事項を網羅すべきではあるが、実測図から読みとれる属性に

ついては、時間的制約から記載を省略したものも多い。また、表中に項目を設けながらも未記入にな

ってしまった部分もある。

実測図の縮尺は、土器・陶磁器幣、石器・鉄製品・土製品・石製品1/2を原則とし、図版毎にスケー

ルを付した。写真図版は土器・陶磁器・石器・鉄製品・土製品・石製品は実測図と同縮尺を原則とし

ている。写真掲載のみのものがある石器剥片及び礫については、礫は1/3、 石器剥片類は1/2を原則とし

た。ただし、法量の大小等により、原則の縮尺とは異なる場合は、遺物の脇に当該スケールを記して

いる。

図表の表記方法については、次ページの凡例を参照願いたい。
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例凡

2室 内 整 理

1 本書に記載の遺構実測図に付した方位は平面直角座標第X系 (世界測地系)による座標北を示す。
2 土層注記は基本土層にローマ数字、遺構埋土にアラビア数字を用いた。
3 表中の法量について、反転実測により算出した推定値については ( )、 破片実測のため推定値
が出せないものについて、石器・鉄製品は残存値を示した。土器の器高については残存値よりも高

くなるという意味合いで不等号を用いた。
‐
(3.0< であれば、3.Ocmよ りも高いことを示す。)

4 石器 。礫類の材質・産地・産出年代については以下の略号を使用した。
KO 頁岩・奥羽山脈産 。新生代新第二紀、ICK 買岩・北上山地・古生代、SEK 閃緑岩・北上山地産・中生代白亜紀

A04 安山岩・奥羽山脈産 。新生代第四紀、A03 安山岩・奥羽山脈産・新生代第三紀、

GZO 玉髄・奥羽山脈産 。新生代第三紀、DO デイサイト・奥羽山脈産 。新生代第三紀

HK ホルンフェルス・北上山地産・古生代堆積岩が中生代白亜紀に変成したもの、

GKO 凝灰岩・奥羽山脈産・新生代新第二紀、SGK 砂岩・北上山地産・古生代

5 挿図中に使用した網掛け、実測図の表現方法は以下のとおりである。

<遺構>

焼土 |||||||li 焼土 (強変部)にけけ鰯

カヤ束状炭化材‖棚叶‖棚鮒‖ 粉末状炭化物藝韓攀撃羹:

<遺物>

敲打痕饉鯵蔭阿

赤色塗彩障韓彗:::導∃

木質匡≡≡電

黒色処理

Vヘラ
ナデ

ヨヨナデ

-14-



Ⅳ 検出遺構と出土遺物

1調 査 の 概 要

本遺跡は、面積にして約14万∬に及び、岩手県遺跡台帳には縄文時代の遺物を包含する遺跡として

登録されている。今回調査対象となった3地点 (A～ C区)は、広大な遺跡範囲のごく一部に過ぎない。

しかし、今回の調査では、地点によって地形的環境や主体となる時期、遺構分布状況等に著しい差異

があることが明らかになった。

A区 (Al区 。A2区) 地形は、表土の下に弥生時代～平安時代の間に北上川の氾濫等によって堆
積した洪水堆積の黄褐色土があり、この下に縄文時代～弥生時代に堆積した黒褐色～暗褐色上で構成

される。遺構の検出面は氾濫等によって堆積した黄褐色土が遺構検出面となる。後述するB区の成果

を踏まえると黒褐色～暗褐色土でも遺構 。遺物の出る可能性は高いが、ほ場整備の工事計画では掘削

が及ばないので調査は行っていない。

遺構としては、平安時代の竪穴住居跡 6棟、方形周溝 5基、溝跡 l条、土坑 5基などを検出した。

上師器大コンテナ (42× 32× 30cm)2箱分、鉄製品26点、灰釉陶器片 3点などが遺物として出土して

しヽる。

実測等の登録点数は、土器43点、灰釉陶器片 3点、鉄製品26点である。土師器は奏・杯を主体 とす

る。

A区で特記すべき点としては、①当時食器として一般的には土師器と須恵器が使用されていたが、

大西遺跡では須恵器が全く見られない一方、現在の愛知県・岐阜県周辺でしか生産されていなかった

灰釉陶器が出上していること、②一般的な集落では見られない多くの鉄製品が出土し、これらが出土

した住居跡には煮炊きのカマドのほかに炉跡が認められること、③住居跡については、焼失したもの

が多いこと、④方形周溝は集落があつた時期よりも少し後に造られたことが確認されており、居住域

から墓域へ土地利用が変化していること、などがあげられる。

B区 (Bl区・B2区) 地形の構成はA区 とほぼ同じである。ただし、B区の調査については、ほ場
整備の工事計画により、北半分は洪水堆積による黄掲色土面 (上位面)ま ででとどめ、南半分は洪水

堆積による責褐色土を掘り下げた縄文時代～弥生時代面 (下位面)ま で掘り下げて調査を行っている。

遺構は、上位面では住居跡 1棟、溝跡 1条、土坑 1基を検出し、下位面では弥生時代後半の遺物包

含層を検出している。上位面では土師器小コンテナ (42× 32× 10cm)0.5箱、下位面では弥生式土器

を大コンテナ (42× 32× 30cm)1箱分、石器類を小コンテナ (42× 32× 10cm)1箱分が遺物として

出土している。なお、この区では、 9～ 10世紀頃の越州窯系の青磁の小碗または小杯が表採されてい

る。

B区で特記すべき点としては、①A区で見つかつている溝とは方向を異にしており、A区の溝とB区

の溝は別であること、②弥生式上器が分布する範囲は下位面の中でも若干高まりをもっていることな

どがあげられる。

-15-



1調 査 の 概 要

C区 地形の構成力沈区・B区とは異なり、弥生時代から平安時代にかけての洪水堆積層が認められ
ない。従って、表土除去によって確認することができる遺構は縄文時代の遺構が中心となる。遺構は

決水堆積に伴う黄褐色シルト堆積前の段丘崖から西へ向かう緩斜面上に多く検出されているが、段丘

上の平坦面にも溝状の陥し穴状遺構を主体とする遺構が検出されている。

遺構は、土坑16基、陥し穴状遺構32基 (内訳 :溝状21基、円形状11基)な どを検出し、縄文土器コ

ンテナ中コンテナ (42× 32× 2CLm)及 び小コンテナ (42× 32× 10cm)各 1箱分、石器類 (剥片を含む)

小コンテナ (42× 32X10cm)0.5箱分、土製品 1点、石製品4点、陶器片 1点、焼礫などが出土して

いる。実測等の登録点数は土器49点、陶磁器 1点、石器・礫類30点 (う ち図化したもの10点 )、 土製

品 1点、石製品4点である。土器・陶磁器は破片のものがほとんどで、復元に至らないものが多い。

土器は縄文時代前期及び晩期のものがほとんどである。

C区で特記すべき点としては、①土坑については、出土する遺物から縄文時代晩期中葉 (大洞Cl
～C2式)の ものが多く、周辺に集落跡の存在の可能性を示唆すること、②陥し穴状遺構は、円形・

溝状の双方が見つかつており、円形が古く、溝状が新しいこと、さらに陥し穴状遺構2と 陥し穴状遺

構23を土坑 1が切つていることから、陥し穴状遺構は縄文時代晩期中葉より古いことが確実であるこ

と、③円形の陥し穴状遺構は弥生時代～平安時代までに堆積した洪水堆積層が形成される前の緩斜面

上に多く分布するが、溝状の陥し穴状遺構は緩斜面のさらに東側にも分布していること、等があげら

″ιる。

次節以下ではその内容について詳述する。

なお、計測値の ( )については、残存値を示す。攪乱によって計測できないものもあるが、一部

掘り過ぎによって計測できなかったものもある。

(戸根 )
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

(1)竪 穴 住 居 跡
住居跡 1(第 8～ 10図、写真図版 6)

【位置・検出状況】 Al区北西部、 I A13hグ リッド付近に位置する。調査区全体の表土除去に先立

ち堆積状況の把握を目的としたトレンチを設定したところ、焼土・災化物の集中する地点が確認され

た。観察の結果、住居跡に付属するカマドである可能性が高いと思われ、表土除去の後、この地点の

周辺を重点的にクリーエングしたところ、A―Ⅳ層上面において、周囲よりわずかに暗く炭化物粒が希

薄に分布する不整形な範囲として検出された。

【規模・形状】 平面形は5.5× 4.5mの 隅丸方形を呈するものと思われるが、西壁側が失われており

原形・規模は不明である。検出面から床面までの残存深度は30cm前後である。

【埋土と堆積状況】 埋上の主体土はA―Ⅲ層相当の暗褐色シルトだが、地山構成層A―Ⅳ層の再堆積土

を多量に含むため、特に壁面の識別が困難であった。λ化物の混入がなくなり締まりが密になる点を

識別の根拠とし、その後サブトレンチによる再確認を行った。

床面直上には大量の炭化物が集積している。上屋の部材と思われる棒状材、繊維方向の揃つたカヤ

束状の炭化物のほか、半土壌化したモヤモヤした炭化物が広がっていた。炭化物は床面中央付近に最

も集中し、南壁側及び東壁側に広がりを持つ (第 10図 )。 壁際では炭化物層の上位に壁の崩落土が堆

積しており、その後、順次自然の流入土によって埋没したものと思われる。

【壁・壁清・床面・柱穴など】 検出面は西に向かって傾斜しており、四辺のうち斜面下方の西壁が
失われている。他の残存する壁面はほぼ直立に近い立ち上がりをのこしているが、いずれの壁下でも

壁溝は確認できなかった。床面は全体に平坦であるが、中央部に不整楕円形 (1.6× 1,3m)の浅い凹

部が認められる。凹部の底面は周囲の床面より堅く締まっている。また西壁中央部付近では、開口部

が隅九方形～楕円形 (2.0× 1.6m)を呈する土坑が確認された。直立する壁と平坦な底面を有し、住

居床面から土坑底面までの深さは約50cmと 深い。前者 (凹部)の底面には住居床面に堆積している炭

化物層が連続して流入していること、後者 (土坑)には住居の埋土が連続して流入している状況が認

められることから、両者とも住居廃絶の時点で開口し伴っていたものであることが理解される。柱穴

状ピットは、住居中央部・南壁際・カマド付近などで検出されている。これらには杭穴状の小ピット

も含まれ、南壁際や住居中央部を南北に横断するような列状の配置も看取されるが、上屋を支持する

のに十分な柱配置を確認・復元するには至らなかった。

【カマド・炉跡】 カマドは東壁南部に設置されている。しかしながら、本住居跡に重複する溝跡 1
がちょうどカマド燃焼部を横断していたため大半が破壊され、極めて残存状態が悪かった。断面観察

等から燃焼部焼土の規模はおよそ90× 70cmほ どであることがわかり、袖部も大半が失われているが北

側袖部の一部で芯材とされた礫が確認された。煙道は登り勾配で東の壁外に約1.2m延び、その先端

部付近に煙出しピットをもつ。このピットは煙道の軸線上からは北側にずれて接しており、本来割り

貫き式の煙道であったことを示唆していると思われる。

床面からはカマドとは別に4箇所の焼土が見つかつている。このうち、前述の床面中央凹部の北東

隅付近に形成された焼土 (断面 d― d')と 、カマドの南に隣接する焼土 (断面 e_e')は 、被熱の

度合いが強いことから、住居内部に付属する炉跡であつた可能性が高い。

前者の上面からは炭化したトチノキ種子 (ト チの実)が塊となって出土した。 2分の 1以上残存す

る個体47個 を含む多くの破片個体からなり、重量は251.lgで あった。可食部である胚ごと炭化してお

区
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2 A

り、採集・保存されていたものが何らかの原因により火を受けたものとみられる。トチノキ種子と焼

土上面との間には径 l cmに満たない細長い笹竹状の災化物の広がりが認められたことから、これを素

材とした何らかの容器もろともに保存場所であった炉の上部空間から転落し、そのまま炭化したもの

である可能性があろう。調理・加工を目的に炉内に入れられたものではなく、住居の焼失と同時に他

の材と共に炭化したものとおもわれる。

【重  複】 溝跡 1に切られる。
【遺構の時期】 出土遺物等から平安時代 (10世紀初頭)に帰属するものと思われる。

(村上)

【出土遺物】 (第21図 1～ 8・ 第24図51～ 56、 写真図版14・ 16)

土師器 (1～ 8)、 鉄製品 (51～ 56)が出上している。

1～ 4はロクロ成形の上師器の杯である。 1・ 4は内面を黒色処理した上、ヘラミガキが施されて

いる。 1,2は底部まで残存しており、底部は回転糸切りである。いずれも口縁部は若干外反してい
る。

5～ 8は甕である。いずれもロクロで成形したものである。口縁～体部の残存であり、底部は残っ

ていない。 5,8に は体部の外面にヘラケズリ、内面にヘラナデの調整が施されている。 6は体部の

内外面にヘラナデ、日縁部にヨコナデの調整が施されている。

51・ 52は刀子である。いずれも長さ20cm前後、幅 3 cm前後、厚さ2 cmの ほぼ完形の状態で見つかつ

ている。一部木質も残っている。木質は鞘の部分として使われていた可能性がある。

53・ 54は穂摘み具である。53は ほぼ完形で残っているが、54は左端部が欠損している。穿了し部に木

質状の痕跡がある。

55'56は棒状の製品である。55は外形が角型である。用途については不明である。

なお、当遺構では床面で材の形で残った炭化材が出上しており、樹種同定を行っている。樹種は 1・

2がクリ、 3・ 5がナラ、 4がホウノキである。

(戸根 )

住居跡 2(第 11,12図、写真図版 7)

【位置・検出状況】 Al区北西部、 I A13jグ リッドに位置する。A―Ⅳ層上面において、周囲より
わずかに暗く炭化物粒の希薄な分布が認められる不整形な範囲として検出された。周囲の他の遺構の

例から、竪穴住居跡の可能性が高いと判断し精査に着手した。

【規模・形状】 平面形は南北3.6m、 東西3.Om以上の隅丸方形を呈するものと思われるが、西壁を
失っており原形 。規模は不明である。床面までの残存深は最大18cmである。

【埋土と堆積状況】 埋上の主体土はA―Ш層相当の暗褐色シルトである。地山を構成するA―Ⅳ層の再

堆積土を多量に含むため、地山層と埋上の識別は難しい。炭化物の混入がなくなり上層の締まりがや

や密になる点を壁面の識別根拠とし、にぶい責橙色砂ブロックが広がる水平な硬化面を床面と判断し

た。

【壁・壁清・床面 。柱穴など】 立ち上がりをのこすのは東壁と北壁東半部のみで、方形周溝に隣接
する南壁は緩斜面状を呈し、西壁は失われている。壁溝は、カマドの設置された南壁の西部に部分的

に認められるほかは認識できなかった。床面は平坦で堅く締まり上面ににぶい黄橙色砂ブロックが広

がるが、西半部は床面以下まで流失し西方に下る斜面となっている。北壁の西部には隅九方形～精円

形土坑 (1.8× 1.5m)が重複している。地山ブロックを多く含みやや締まりを欠く埋上で、直立した

壁とほぼ平坦な底面をもつ。土層断面の観察では土坑の埋土 (3層 )が住居跡埋土 (1層 )を切つて
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

いると思われたが、他の住居で検出された同様の土坑がそれぞれの住居跡に付属するとみられること

から、本住居の例も本来は住居付属の施設と考えたい。柱穴状ピットはこの上坑の底面で 1個、南壁

中央部 (カマ ド右脇付近)で 2個の計 3個が検出されたのみである。

【カマド・炉跡】 カマドは南壁東部に設置されている。燃焼部には径約40cmの円形の焼上が生成し
ている。焼上の上面はやや硬化が認められるが、もとが砂質を帯びた上であり緻密さを欠く。カマ ド

の内部からは、径10～ 40cmの礫が燃焼部を覆うようにまとまって出上した (第 12図・上)。 カマドの

上部 (袖～天丼部)構築材として用いられたものと思われ、被熱による赤色変化面を持つが、その向

きはまちまちである。掘り方をもち袖部に据えられた状態をのこしている礫も一部に認められる。そ

の一方、カマド構築土は完全に流失しており、袖部には高まりすら残存していなかった。煙道は燃焼

部から南の壁外に向かいわずかに下りながら廷び、燃焼部からおよそ40cmの ところで近接する方形周

溝の北辺に切られている。

床面からはカマドとは別に 1箇所の焼土が検出されている。平面形は40× 20cmの IFAね楕円形である

が、中央にわずかなくびれをもち雪グルマ形とも見える。他の住居跡からも雪グルマ形～瓢箪形の平

面形を呈する焼土が複数検出されておりそれらに類似するものである。カマド燃焼部に比して被熱の

程度は弱く、ごく一時的な利用と推測される。鍛冶炉など、カマドとは異なる用途・性格が想定され

るが、判断材料に乏しく詳細は不明と言わざるを得ない。

【重  複】 方形周溝に切られている。
【遺構の時期】 出土遺物等から平安時代 (10世紀初頭)に帰属するものと思われる。

(村上 )

【出土遺物】 (第 21図 9～ 13、 写真図版14)

土師器 (9～ 13)が出土している。

9～ loは ロクロ成形の土師器の杯である。いずれも底部は残存しており、底部は回転糸切りである。

口縁部は若干外反している。

H・ 12はロクロ成形の婉である。いずれも底部は残存しており、回転糸切りである。12については

中央部に窪みがあり、底部をさらに削りだしているようである。Hは内面を黒色処理した上、ヘラミ

ガキが施されている。

13は甕である。口縁～体部の残存であり、底部は残っていない。体部タト面にヘラケズリ、内面にヘ

ラナデ、口縁部にヨコナデの調整が施されている。

(戸根 )

住居跡 3(第 12図、写真図版 7)

【位置・検出状況】 Al区北西部、 I A121グ リッドに位置する。方形周溝―区画①内部のA―Ⅳ層上

面において、 2箇所の焼土生成範囲と礫や土器片を含む不整形な溝状掘り込みが近接して検出された。

床面前後まで削平を受けた住居跡の残片と判断し精査に着手した。

【規模・形状】 住居跡の北東隅付近が残存したものと考えられるが、全体の形状や規模は不明であ
る。溝状の掘り込みは長さ180cm。 幅25～ 70cm・ 深さ20cmほ どのもので、おそらく東壁側の壁溝とみ

られる。

【埋土と堆積状況】 床面あるいはそれ以下まで削平を受けているため、観察可能な堆積土は溝状掘
り込みの内部と焼土付近に限られた。溝状掘り込みには土器片と礫を多量に含む砂質シルトが密に堆

積していた。 2箇所見つかつている焼上の上面には、炭化物と焼土粒を多く含む土層の堆積が認めら

れる。この層は焼土周辺の床面にも観察され、カマドの崩壊に伴って住居内に散らばったものと推測
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される。

【壁・壁清・床面・柱穴など】 上述の通り、全体的な削平により壁面は残存せず、壁溝の一部と思

われる溝状掘り込みが認められるのみである。床面とみられる硬化面は北側焼土の南側にわずかに認

められるがこれより西側でははつきりしない。付近は西に下るように削られており南側焼土付近はす

でに床面以下まで失われているようである。柱穴として認識できたものはないが、溝状掘 り込みの北

端部では遺物や礫が入らない径30cmほ どの範囲が認められた。住居の北東隅部と推定される箇所でも

あることから柱痕跡の可能性もあろう。

【カマド・炉跡】 焼上の生成範囲は2箇所確認されており、このうち北側のものがカマ ド燃焼部に

相当すると考えられる。80× 70cmの楕円形で赤変深度は最大14cm、 上面はガリガリに硬化し明赤褐色

を呈する。袖部や煙道部は確認できなかった。一方、南側の焼土は60× 35cmほ どの不整楕円形で赤変

深度は 6 cmで ある。上面のレベルは北側焼土付近よりも低く硬化面も残存しないことから、上部を削

平されている可能性が高い。他の住居跡でも検出されている屋内炉とみられる。

【重  複】 他の遺構との重複はない。方形周溝―区画①の内部に位置し、人骨出土地点に近接し
ている。

【遺構の時期】 出土遺物等から平安時代 (10世紀初頭)に帰属するものと思われる。
徘寸上)

【出土遺物】 (第22図 14～ 17、 写真図版14)

土師器 (14～ 17)が出土している。

14・ 15はロクロ成形の土師器の杯である。底部は残存しており、底部は回転糸切りである。口縁部

は若干外反している。内面は黒色処理の上、ヘラミガキが施されている。

16・ 17は甕である。日縁～体部の残存であり、底部は残っていない。16は ロクロ成形である。体部

外面にヘラケズリ調整が施されている。17は粘土紐による成形である。口縁部内外面にヨコナデ、体

部外面にヘラケズリ、内面にヘラナデの調整が施されている。

(戸根)

住居跡 4(第 13。 14図、写真図版8)

【位置・検出状況】 Al区中央部、 I A15 n～ 15oグ リッド付近に位置する。A―Ⅳ層上面において、

周囲よりわずかに暗く炭化物粒の希薄な分布が認められる不整形な範囲として検出された。この範囲

をさらに下げたところ、炭化物の密度が若干増し、その範囲の外形が隅丸方形を呈するに至ったこと

から、竪穴住居跡の可能性が高いと判断し精査に着手した。

【規模・形状】 平面形は4.1× 3.5mの 隅九方形、床面までの残存深は40cm前後である。

【埋土と堆積状況】 埋上の主体土となるのはA―Ⅲ層相当の暗褐色シルトであるが、地山を構成する
A―Ⅳ層の再堆積上を多量に含むため、地山層と埋上の識別は難しかった。壁面は「炭化物の混入がな

くなり上層の締まりがやや密になる」点を、床面は「炭化材分布面直下の水平にひろがる乳白色硬化

面」を識別の根拠とした。床・壁面については、サブトレンチを設定して断面観察による再確認を行

った。

床面直上には大量の炭化物が集積しており、上屋の部材と思われる棒状材に加え、繊維方向の揃つ

たカヤ束状の炭化物や半土壌化したモヤモヤした炭化物が広がっていた (第 14図 )。 特に南・西壁寄

りの床面に集中しており、上屋が概ね北東方向に向かって倒壊した様子を示している。炭化物層の上

位には壁際に崩落土が堆積し、その後、漸次自然の流入土によって坦没したことが理解される。

【壁・壁清・床面 。柱穴など】 四方の壁面は、やや外傾するもののほぼ直立に近い立ち上がりをの
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こしている。各壁直下には幅15cm前後 (7～ 18cm)の 壁溝が巡っている。壁溝は東壁中央部～カマド

～南東隅の間で途切れている。これと対応するように東壁中央部にはテラス状の張り出しが認められ、

この壁溝断絶部に他と異なる壁面構造を有していた可能性 (出入口施設等の存在)を示唆している。

床面は地山ブロック土 (7層 )に よって平坦に均され、上面は堅く締まっている。床面中央付近か

らは2基の柱穴状ピットが検出され、また、南・北および西壁際では壁溝の内縁に接して杭穴状小ピ

ットが各 1基確認されている。このほかに柱穴は検出されず、上屋を支持するのに十分な柱配置を確

認・復元するには至らなかった。

【カマド・炉跡】 カマドは東壁南部に設置されている。燃焼部焼土は特に中央部の被熱変化が著し
く、明赤褐色を呈してガリガリに硬化している。袖部は壁際に痕跡的に残存するのみでほぼ全体が失

われている。燃焼部焼土上面を被覆する炭化物層が床面全体に広がるそれと連続していることから、

カマドの上部構造部は住居の倒壊以前にすでに破壊・除去されていた可能性が高いと思われる。煙道

は東壁外部に約30cm延びているが、上部を大きく削平されているらしく痕跡的な残存である。煙出し

部は確認出来なかった。

カマドとは別に、本住居跡では床面中央部に炉が設けられている。大小 2つの円形焼土が結合した

ような、雪グルマ状の平面形が特徴的である。径の大きい方の焼上の中央部が、カマド燃焼部と同様

に明赤褐色に硬化していることから、この部分が主たる燃焼部であつたことが理解される。鍛冶炉な

どの用途を想定できるが、出土遣物等に恵まれず性格は不明とせざるを得ない。

【重  複】 他の遺構との重複はない。南側に住居跡 5,6が近接して所在する。
【遺構の時期】 出土遺物等から平安時代 (10世紀初頭)に帰属するものと思われる。

(村上)

【出土遺物】 (第22図 18～ 22・ 第24図57～ 58・ 第25図59～ 60、 写真図版14・ 16)

灰釉陶器 (18)、 土師器 (19～ 22)、 鉄製品 (57～ 60)が出上している。

18は灰釉陶器の碗の破片である。釉薬は漬け掛けによって施されている。口縁部は外反している。

住居跡 5、 住居跡 6で出土している灰釉陶器と同一個体の可能性がある。

19は ロクロ成形の上師器のネである。底部は残存しており、底部は回転糸切りである。口縁部はあ

まり外反していない。

20～ 22は土師器の甕である。20は口縁～体部にかけての残存である。口縁部にヨコナデ、体部外面

にヘラケズリ、内面にヘラナデの調整が施されている。21は体部～底部にかけての残存である。体部

外面にヘラケズリ、内面にヘラナデの調整が施されている。22は ロクロによって成形されたものであ

る。回縁～底部にかけての残存である。体部外面下部約3/4にヘラケズリ、内面下部約1/3にヘラナデ

の調整が施されている。底面は砂底である。なお、201ま住居跡 6で出上した破片と、22は住居跡 6、

住居跡 5で出土した破片とそれぞれ遺構間接合している。

57は棒状製品である。用途については不明である。58は紡錘車である。59'60は 鈴である。59と 60

はセットになった状態で出土した。

なお、当遺構では床面から材の形で残った炭化材が出土しており、樹種同定を行っている。樹種は

1がクリで、 2がナラである。

(戸根)
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住居跡 5(第 15'16図、写真図版 9)

【位置 。検出状況】 Al区中央部、 I A15 p～ 15qグ リッド付近に位置する。A―Ⅳ層上面において、

周囲よりわずかに暗く炭化物粒の希薄な分布が認められる不整形な範囲として検出された。この範囲

をさらに下げたところ、炭化物の密度が若千増し、その範囲の外形が隅九方形を呈するに至ったこと

から、竪穴住居跡の可能性が高いと判断し精査に着手した。

【規模・形状】 平面形は5。 1× 4.lmの隅九方形、床面までの残存深は最大38cmである。
【埋土と堆積状況】 埋上の主体土となるのはA―Ⅲ層相当の暗掲色シルトであるが、地山を構成する

A―Ⅳ層の再堆積土を多量に含み、地山層と埋土の識別は難しい。壁面は「災化物の混入がなくなり上

層の締まりがやや密になる」点を、床面は「炭化材分布面直下の水平にひろがる硬化面」を識別の根

拠とした。床・壁面については、サブトレンチを設定して断面観察による再確認を行った。

床面直上には炭化材片を多く含む層が広がり、その上をA―Ⅳ層類似の褐色土層が厚 く覆つていた。

炭化物は埋上下部ほど多く上部に向かうにつれて減少し、検出面付近では見いだすのが難しいほどの

わずかな量となる。埋上の堆積状況はほぼレンズ状を呈しており、焼失・倒壊後、漸次自然の流入土

によって埋没したことが理解される。

【壁・壁清・床面 。柱穴など】 壁面の識別は難しく、図示のとおり、北東及び南東隅付近で壁を掘

りすぎてしまったが、断面の観察からほぼ直立する壁面が確認できた。壁溝は検出されなかった。

床面は、断面 a_a'の ラインから東側では硬化面の広がりとして明瞭に確認される一方、西側で

は埋土との層界として認識されるのみで上面の硬化はみられず判然としない。

柱穴の可能性を持つ径30～ 40cm大のピットは東壁際に2個、北壁際に 1個が検出されているが、配

置や埋土からみて本住居跡の主柱穴とするには躊躇がある。南壁～東壁際では径10cmに満たない杭穴

状の小ピットが並んでおり、このほかにも床面からは複数の杭穴状小ピットと小溝状の掘り込みが見

つかっている。特に床面中央付近で検出された炉跡 (後述)の周囲に集中する傾向がみられ、埋土は

多量の炭片を含む点で共通している。

北西及び南西隅では本住居跡に付属すると思われる土坑が検出された。北西隅部の上坑は100X40

cmの楕円形を呈し、床面からの深度は22cmである。椀形の断面形を呈し底面は平坦でなく九底気味で

ある。底面付近の埋土には炭化物をやや多く含み、径10cm前後の礫がまとまって出土した。一方、南

西隅部の上坑は200× 150cmの 隅丸方形を呈し、直立する壁と平坦な底面を持つ。当初埋土上部下面に

炭化材・礫の集中がみられたためこれを底面と誤認したが、その後の精査でさらに下部の埋土にも炭

化材片を含むことが判明しこれらを完掘した。いずれの土坑においても、周囲の床面から連続して炭

化物や礫が流入している状況が確認されたことから、住居跡に付属する施設であり廃絶時には開口し

ていたことが理解される。

【カマド・炉跡】 カマドは北壁東部に設置されている。燃焼部には76× 60mの楕円形の焼上が生成
しており、特に中央部は明赤褐色を呈してガリガリに硬化している。燃焼部焼上の直上や周辺からは

径10cm強の礫複数と土師器甕が出土した。これらの礫はカマド上部の構築材であった可能性が高く、

袖部には礫を据えた痕跡 (抜石痕)と思しき掘り方が並んで確認されている。煙道部は北壁の外部ヘ

延びていたものと考えられ検出に努めたが結局確認できなかった。浅い掘り込みであったならばすで

に削平によって失われていた可能性もあろう。

本住居跡ではカマドのほかに床面中央部から炉跡 1基が検出されている。径40cmの 円形焼土の東側

外縁に径20cmの円形焼土が連結し雪グルマ状の平面形を呈する。径の大きい方の焼土の中央部は、カ

マド燃焼部と同様に明赤褐色に硬化しており、この部分が主たる燃焼部であったことが理解される。
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上述したが、この炉跡付近の床面からは径10cmに満たない杭穴状ピットがまとまって分布している。

このことはこの炉跡にの何らかの上部構造が存在したことを暗に示している可能性があろう。特にこ

れらのうち3つのピットは斜めに打ち込まれた杭状材の痕跡とみられ、炉の上部で先端が交わるよう

な角度となっていることは興味深い。具体的な上部構造や炉跡の性格については、根拠に乏しく不明

と言わざるを得ない。多量の鉄製品の出土を考慮に入れれば、簡便な屋内鍛冶炉などが想定されよう。

【棒状礫の集積】 南西隅部の隅丸方形土坑の東縁に接する床面から、長さ9～ 12cm。 幅 3～ 4 cm程
の細長い礫が多量に集められた状態で出土した。出土総数は75個で、基本的には5～ 6本が一束とな

つて揃えられているようであり、各束それぞれがやや向きをずらしながらも全体的には東西方向に長

軸を揃える傾向が看取された。上部は崩れて向きが乱れたり、土坑内部に転落したりしているが、床

面に近い下部では整然と並べ置かれている様子がはつきりと確認でき、本来は俵積み (小口積み)の

ように幾段かに重ねられていたのであろう。これらの礫には被熱の痕跡を残すものも多く含まれてい

るが、赤変部位は一様でなく被熱の度合いも個体間でムラがあることから、出土地点において恒常的

に熱にさらされたとは考えにくい。火熱を伴う使用を示すものではなく、住居の焼失時に受けた被熱

痕跡と考えるのが妥当であると思われる。用途としては漁網や編物の錘などが推測されるが、これを

裏付ける根拠は精査からは得られていない。いずれにせよ、規格のそろった礫を収集し住居内部に保

管していたことは明らかである。

【重  複】 他の遺構との重複はない。北側に住居跡 4、 東に住居跡 6が近接して所在する。
【遺構の時期】 出土遺物等から平安時代 (10世紀初頭)に帰属するものと思われる。

(村上)

【出土遺物】 (第22図 23～ 28。 第23図 29。 第25図61～ 62・ 第26図 63～ 66、 写真図版15。 17)

灰釉陶器 (23)、 土師器 (24～ 28・ 29)、 鉄製品 (61～ 62・ 63～ 67)が出上している。

23は灰矛由陶器の碗の破片である。釉薬は漬け掛けによって施されている。口縁部はやや外反してい

る。住居跡 4、 住居跡 6で出土している灰釉陶器と同一個体の可能性がある。

24・ 25は ロクロ成形の土師器の杯である。24の底部は残存しており、底部は回転糸切りである。口

縁部はあまり外反していない。体部にやや明瞭な稜がある。25は 口縁～体部の残存である。口縁部は

やや外反している。

26・ 27は土師器の甕である。26は体部～底部にかけての残存である。ロクロによって調整されてい

る。体部外面にヘラケズリ、内面にヘラナデの調整が施されている。内面のヘラナデが施された部分

は僅かである。底部には木葉痕がある。27は回縁～体部にかけての残存である。日縁部内外面にヨコ

ナデ、体部外面にヘラケズリ、内面にヘラナデの調整が施されている。

28は杯の高台部である。

61は短刀である。ほぼ完形である。柄の部分に一部赤色塗料の塗布されている状況が認められる。

岩手県立博物館における分析の結果、酸化第二鉄 (ベンガラ)と考えられる。62は袋状鉄斧である。

ほぼ完形である。63・ 64は刀子である。65は不明鉄製品である。66は板状の鉄製品である。全外にや

や湾曲気味である。67は鉄滓である。椀状の形をしたものである。67については実測図を省略し、写

真のみ掲載している。

(戸根)

住居跡 6(第 17図、写真図版10)

【位置 。検出状況】 Al区中央部、 I A16p～ 16qグリッド付近に位置する。A―Ⅳ層上面において、

周囲よりわずかに暗く炭化物粒の希薄な分布が認められる隅丸方形の範囲として検出されたことから、
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竪穴住居跡の可能性が高いと判断し精査に着手した。

【規模・形状】 平面形は3.3× 3.Omの 隅九方形、床面までの残存深は30cln前後である。
【埋土と堆積状況】 埋上の主体土となるのはA―Ⅲ層相当の暗褐色シルトであるが、地山を構成する
A―Ⅳ層の再堆積土を多量に合み、地山層と埋土の識別は難しい。壁面は「炭化物の混入がなくなり上

層の締まりがやや密になる」点を、床面は「炭化材分布面直下の水平にひろがる明責褐色粘土ブロッ

クの広がる面」を識別の根拠とした。床・壁面については、サブトレンチを設定して断面観察による

再確認を行っている。戊化物は床面直上付近に集中するが、上部に向かうにつれて減少し検出面付近

では見いだすのが難しいほどのわずかな量となる。床面直上からは材の形状を部分的にのこす木炭片

も出上していることから、本住居跡も焼失したものである可能性が高いと考えられる。埋土の堆積状

況はほぼレンズ状を呈しており、焼失・倒壊後、漸次自然の流入土によって埋没したものと理解され

る。

【壁・壁溝・床面・柱穴など】 四方の壁面は、やや外傾するもののほlF直立に近い立ち上がりをの
こしている。壁溝は平面では把握できなかったが、断面 c― ct(1層)で痕跡が確認された。床面は

掘り方に生じた凹部を地山ブロック土 (5層 )で均すことにより平滑化され、上面は堅く締まってい

る。南壁中央部付近では、廃絶段階における床面の下位からカマド燃焼部と思われる焼土が検出され

た。このことは、この付近の床面が古いカマドを壊したあとに凹部に土を入れ平坦化されたものであ

ることを示している。住居内からは柱穴は検出できなかった。

【カマド・炉跡】 カマドの燃焼部と思われる焼土は東壁南部付近で検出された。焼土は径40cmの円
形で、中央部の被熱変化が著しく明赤褐色を呈してガリガリに硬化している。天丼部～袖部として認

識される高まりなどは全く残存しないが、焼土の南北両縁には、袖部の芯材として据えられた石の痕

跡と思われる不整形で不明瞭な掘り込みが認められた。煙道および煙出し部は、削平により失われた

可能性があり、繰り返し検出を試みたが結局確認できなかった。カマド付近からは2点の土師器奏が

出土している。33は燃焼部焼土の西側に近接した床面で、34は南東隅の壁側からカマド内部側に向か

つて滑り落ちたような状態で出土した。

先にも触れたが、上述の東壁設置カマドとは別に、南壁中央部付近の床面下位では古期のカマド燃

焼部と思われる焼上が検出された。焼土は径50～ 60cmの不整円形で、赤変深度は最大 8 cmである。本

来の燃焼面はカマドの廃絶時に上方から攪乱を受けたものとみられ硬化面は残存しない。袖部の痕跡

は確認できなかったが、南壁外に約60cm延びる煙道が検出され、さらに壁からH5cmの ところで径45

cmの煙出しピットが検出された。燃焼部焼土と煙道の間はカマド移設に伴う壁面の改修により掘削を

受け断絶している。

【重  複】 他の遺構との重複はない。北側に住居跡 4、 西側に住居跡 5が近接して所在する。
【遺構の時期】 出土遺物等から平安時代 (10世紀初頭)に帰属するものと思われる。

(村上)

【出土遺物】 (第23図 30～ 34・ 第26図 68～ 70、 写真図版15。 17・ 18)

灰釉陶器 (30)、 土師器 (31～ 34)、 鉄製品 (68～ 70)が出土している。

30は灰釉陶器の碗の破片である。釉薬は漬け掛けによって施されている。口縁部はやや外反してい

る。住居跡 4、 住居跡 5で出土している灰釉陶器と同一個体の可能性がある。

31・ 32は ロクロ成形の上師器の杯である。いずれも底部は回転糸切りである。32の底部付近の外面

にヘラナデの調整がある。口縁部はやや外反している。住居跡 5の破片と遺構間接合している。31は

体部～底部の残存である。ヘラケズリ等の調整は認められない。

区
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

33・ 34は土師器の奏である。いずれも口縁～底部の残存である。33は粘土紐によって成形された後、

ロクロによって調整されている。34は 口縁部内タト面にヨコナデ、体部外面にヘラケズリ、内面にヘラ

ナデの調整が施されている。底面には網代痕がある。部分的に赤色塗料の塗布されている状況が認め

られる。岩手県立博物館における分析の結果、酸化第二鉄 (ベ ンガラ)と考えられる。住居跡 5、 住

居跡 2の破片と遺構間接合している。

68は釘である。ほぼ完形である。L字型に曲がっている。69は不明鉄製品である。70は刀子である。

上部が欠損している。

(戸根)

(2)土   坑
土坑 1(第 18図、写真図版11)

【位置 。検出状況】 Al区北西部、 I A13iグ リッドに位置する。A―Ⅳ層上面において、周囲より

わずかに暗く炭化物粒の希薄な分布が認められる不整な円形の範囲として検出された。

【規模・形状】 平面形は1.9× 1.5mの楕円形で、開口部から底面までの残存深度は26cmである。断
面形は皿形を呈し壁は緩く内弯して立ち上がる。壁面に露出した地山層は砂質を帯びており、本来直

立していた壁面が崩落によって現況を呈する至った可能性が高い。底面は全体として平坦であるが小

規模な凹凸が目立ち硬化面は認められない。

【埋土と堆積状況】 付近に所在する住居跡の埋土上部に類似した褐色砂質土を埋土とする。繊維が
やや明瞭にのこった炭化物片を含み、全体的に締まりを欠く。

【重  複】 他遺構との重複はない。北側に住居跡 1、 南側に住居跡 2及び土坑 2が近接して所在
する。

【出土遺物】 土師器細片数点 (掲載資料なし)。
【遺構の時期】 埋上の様相が周辺の住居跡に類似し土師器細片を含むことから、平安時代に帰属す

るものである可能性が高いとおもわれる。

(村上)

土坑 2(第 18図、写真図版11)

【位置・検出状況】 Al区北西部、 I A13j～ 14jグリッドに位置する。A―Ⅳ層上面において、周

囲よりわずかに暗く災化物粒の希薄な分布が認められる円形範囲として検出された。

【規模・形状】 平面形は90× 75cmの楕円形で、開口部から底面までの残存深度は18cmである。やや
外傾して直線的に立ち上がる壁面と、平坦に整った底面を持つ。

【埋土と堆積状況】 埋上には拳大の礫と地山土の小ブロックを含む。地山土ブロックは埋上下部に

多い。底面には灰白色を呈する面が水平に広がる。

【重  複】 重複遺構はない。北側に土坑 1、 西側に住居跡 2が近接する。
【遺構の時期】 出土遺物や埋土の様相から平安時代に帰属するものと思われる。

(村上)

【出土遺物】 (第23図 35・ 36、 写真図版15)

土師器 (35。 36)が出土している。35・ 36と もロクロ成形の杯である。35は底部が残っている。回

転糸切りである。36は口縁～体部の残存である。口縁はあまり外反していない。

(戸根)
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土坑 3(第 18図、写真図版H)

【位置・検出状況】 Al区 中央東部、 I A17 qグ リッドに位置する。A―Ⅳ層上面でほぼ円形を呈す
る黒褐色土の広がりとして検出された

【規模・形状】 平面形は径1.4mの略円形で、開口部から底面までの残存深度は60cmである。壁は内
弯しながら立ち上がる。

【埋土と堆積状況】 埋土の主体は黒褐色シルトで下部ほど地山土ブロックを多く含む。埋土上部の

1層は地山土をはじめとする数種のブロック層であり、人為的に埋め戻された上である可能性が高い。

底面には基本土層A―Ⅳ層の下位に位置づけられる黒褐色粘土質シルト層があらわれている。半裁時に

底面に露出した黒褐色粘土質シルトを埋土と誤認して掘りあげてしまい、このため東狽1半分の下端は

不明となった。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし
【遺構の時期】 周囲の平安時代遺構と同一面で検出されたものであるが、帰属時期の詳細を決定づ
ける根拠は見いだせなかった。

(村上)

土坑4(第 18図、写真図版11)

【位置・検出状況】 Al区南端部、 I A16wグ リッドに位置する。A―Ⅳ層上面で土器片・炭化物を

含む暗褐色土の円形範囲として検出された。

【規模・形状】 平面形は径1.Omの円形で、開口部から底面までの残存深度は20cmである。壁は内弯
しながら立ち■がる。

【埋土と堆積状況】 埋土には土師器細片や炭化物・焼土粒子を含んでいる。底面直上には大きな木

炭片が広がっている。IRAね レンズ状の堆積状況を呈している。

【重  複】 なし。
【遺構の時期, 出土遺物から平安時代に帰属するものと考えられる。

(村上)

【出土遺物】 (第23図 37、 写真図版15)

ロクロ成形による土師器の高台のあるネ (37)が出上している。内面に黒色処理の上、ヘラミガキ

の調整がある。

(戸根)

(3)方 形 周 溝 (第 19図、写真図版1の
【位置・検出状況】 Al区中央部西端、 I A13 k～ 15nグリッドに位置する。A―Ⅳ層上面において、

周囲よりやや暗くわずかに炭化物を含む数条の帯状の影が、平行または直交する状態で確認された。

【規模・形状】 溝跡が展開するのは14.6× 11.8mの方形範囲で、この範囲の北辺 。東辺及びその内

部を格子状に区画している。これにより内部には5つの区画 (区画①～⑤)が形成されている。

溝跡の横断面は外傾する壁とほぼ平坦な底面により概ね倒台形を呈し、上幅は150cm前後 (60～ 210

cm)、 残存深度は60cm前後を測る。壁面上部がさらに外傾し立ち上がりに屈曲部が生じて薬研堀状と

なる箇所も認められるが、砂質の度合いが強い壁面上部が崩落した結果と思われる。

区画①～③では南辺溝一北辺溝の間 (南北長)力W。5～ 8.6mを測り、各区画の東辺溝はいずれも北東・

南東隅が隅九状で、西側を解放したコ字状溝が連結したような形態となっている。一方、区画④ o⑤
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は分布範囲の南部に位置しており、南辺側が後世の削平で失われ残存するのは原形の一部とみられる。

区画④・⑤は区画①東辺溝の延長上に位置する南北走行の溝により分断されている。区画⑤の東辺溝

は南東隅が丸味を帯びる一方、北東隅は東辺がそのまま直線的に③の東辺溝へと連続していることか

ら、北側を解放したコ字状を呈していたものと推測される。

【埋土と堆積状況】 埋土の主体はA―Ⅲ層相当の暗褐色シルトだが、周辺の他の遺構と同様に、地山

を構成するA―Ⅳ層の再堆積上を多量に含むため、地山層と埋土の識別は難しい。当初より、各区画は

一定の時間差を持って繰り返し構築されたものだろうと考え、平面での新旧関係の把握を試みたが判

然としなかった。断面観察箇所を計 5箇所 (a_ai～ e_e')設定して埋上の状態を観察したところ、

区画①東辺溝 (a_ai)を 除く4箇所で 1～ 2度の再掘削が行われていることが確認された。このこ

とは各区画 (区画を形成する溝)が同時的に構築されたものではなく、最終形態は数度の増築によつ

て累積したものであることを示しているといえよう。しかしながら各区画の新旧関係については詳細

な復元ができなかった。

【人骨出土地点】 区画①の内部から80× 50cmの不整楕円形の掘り込みが確認され、人骨頭部の一部
が出土した。上部が削平を受けていたため検出面には頭骨の断面が環状に現れた。

掘り込みの埋土は周囲の地山土に酷似しプランの確定は困難であったが、周囲より若干締まりの度

合いが疎になる範囲として点で識別した。検出面からの残存深度は10cmに満たない。埋上の識別が困

難なのは掘り上げた上をそのまま埋め戻しているためと思われ、埋葬された人骨であることを示唆し

ている。

出土した人骨は、非常に脆弱であり取 り上げの際に多くの部分を破損してしまったが、鑑定の結果、

出土骨片は全て頭骨で右側頭骨外耳子L周辺の部位であること、骨片のほかに右下第一大臼歯、右下第

三大臼歯が含まれること、が判明した。このことから、本人骨は頭部右側を下にした状態で埋没して

おり、その後の削平により左側頭部を失ったものと考えられる。大臼歯の摩耗の度合いから、壮年期

の人物とみられるが性別は不明である。

埋葬施設とみられるこの掘り込みが方形周溝に伴うものと判断する明瞭な根拠は得られていないが、

周溝内部に埋葬施設と思しき土坑をもつ類例が知られることから、区画①に葬られた被葬者である可

能サLがあろう。

【重  複】 区画①北辺溝が住居跡 2を切り、同じく区画①内部の南部に住居跡 3が位置している。
【遺構の時期】 10世紀初頭と思われる住居跡群より新しい時期に位置づけられるが、埋上の様相な

どから大きな時期差は無いと思われる。概ね平安時代～中世と考えたい。

(村上)

【出土遺物】 (第23図 38～ 40。 第26図 71、 写真図版15'18)

土師器 (38～ 40)、 鉄製品 (71)が出土している。

38は ロクロ成形による杯である。体部～底部の残存である。底部は回転糸切りである。39は土師器

杯または椀の高台である。40は甕である。体部～底部の残存である。体部外面にヘラケズリ、内面に

はヘラナデの調整がある。

71は鉄鋼の底部破片である。

(戸根)
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(4)溝   跡
溝跡 1(第20図、写真図版13)

【位置・検出状況】 Al区北西隅部～A2区に位置する。A―Ⅳ層上面付近において、Al区北西部か
ら東部中央にかけて斜めに横断する帯状の暗いしみとして検出された。当遺構を当初予定調査範囲 (A

l区)の東側に追跡するため、新たに拡張した範囲がA2区である。
【規模・形状】 Al区北西隅部 (I A12 fグ リッド付近)から南東側に向かってほぼ直線的に走行し、
B2区南東隅部に至る。両端はそれぞれ調査区外へと続くため全体の形状・規模は不明であるが、両
調査区内に現れた部分の全長は80mを測る。開口部の幅は100cm前後で、上半部は本来の開口部が崩

落したためか緩やかな壁面となっているが、下半部は概ね倒台形の断面形を呈し急角度の壁面を持つ。

底面標高は80。 1～ 80.4mで 、いずれか一方への傾斜は見られない。

【埋土と堆積状況】 坦上の主体土はA―Ⅲ層相当の暗褐色シルトで、埋土中部には壁崩落土とみられ

るA―Ⅳ層類似土層が厚く堆積する。南東部ではこの層の上部に径20cm程度の礫が′点在する。堆積状況

から流水の痕跡は認められず、水路としての機能は想定されない。

【重  複】 】ヒ西部で住居跡 1を切る。
【遺構の時期】 10世紀初頭と思われる住居跡群より新しい時期に位置づけられるが、埋上の様相な
どから大きな時期差は無いと思われる。概ね平安時代～中世と考えたい。

(村上)

【出土遺物】 (第23図41～ 44・ 第26図 72、 写真図版15。 18)

土師器 (41～ 42)、 縄文土器 (43～ 44)、 鉄製品 (72)が出上している。

41・ 42は ロクロ成形の土師器の杯である。41は 口縁～体部にかけての残存である。口縁はあまり外

反していない。42は底部のみの残存である。回転糸切りである。

43・ 44は縄文土器の体部破片である。

72は S字状の棒状製品である。用途については不明である。

(戸根)

(5)遺構外出土遺物 (第 23図45～ 46。 第26図73～ 76、 写真図版 15・ 18)
遣構外からは縄文土器 (45～ 46)及び鉄製品 (73～76)が出上している。

45は 回縁～頸部が残存したものである。口縁部に刺突状の切込みがある。46は頸部が残存したもの

である。文様の構成等から、縄文時代晩期のものと考えられる。

73・ 74は釘である。ほぼ完形のものである。75は棒状の製品であるが、用途については不明である。

76は刀子と考えられる鉄製品である。

(戸根)
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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2 A 区

ど`ど5!

Ⅷ♀

カク乱   
′     °

a‐ど,b‐b'

1 10YR4/3に ぶい黄褐色～10YR4/43色砂質シル ト 締まり密  炭粒 (径 2～ 5 ntI)極微
2 10YR5/6黄褐色シル トプロック層
3 10YR4/31こ ぶい責褐色～10YR4/43色 シル ト 1に 似るが地山黄褐色土含み責味帯びる 炭粒 (径 5～ 201ua)少 量
4 10YR守 9に ぶい黄褐色～10YR4/4褐色シル ト 地山黄褐色土を多量に含み責味強い  炭化物の薄層数枚挟む
5 10YR4/3に ぶい責褐色～10YR4/43色 シル ト 炭化材 (物 )を大量に含む 床面直上層
6 10YR4/3に ぶい黄褐色～10YR4/4褐色シル ト 炭化物 焼土ブロック多量含む 床面に食い込んだ層
7 10YR5/4に ぶい黄褐色砂質ンル トプロック層  堅 くしまっている
8 5YR4/4にぶい赤褐色シル ト 床面上に形成された焼土層
(9)lCIYR5/6黄 褐色シル ト 以下地山
(10)10YR4/4掲 色粘土質シル ト
※1～ 5:埋±  7:貼 床 .掘方埋土

I :40                2m

⑥

-36-

第13図 A区 住居跡 4(1)



Ⅳ 検出遺構と出土遺物

ド C‐。上d‐ d'

10YR3/3暗褐色シル ト 炭粒微量
10YR3/3暗褐色ンル ト 黄褐色土ブロック大量
全体黄味強 (ほぼ黄褐色土ブロック層 )

lCIYR3/3暗褐色ンル ト

炭片多量 (住居床面に分布する炭化物層に連続 )

4 10YR4/6褐色シル トプロック層
5 10YR4/6褐色シル ト

6 10YR3/3褐色シル ト

5YR3/6暗 赤褐色シル ト (焼土)プロック多量
7 10YR3/3暗褐色シル ト

焼土ブロック 地山黄褐色土プロック多量 [カ マ ド袖石痕 ?]
8 5YR5/8赤褐色シル ト 強変焼土
9 5YR4/6赤褐色シル ト 弱変焼土
※カマ ド袖部はほぼ消減 してお り、燃焼部直上面も住居全体の埋土

から連続する黄褐色土ブロック層及びλ化物層に被覆されている

Ｇ

【
＜
■

十宝

-808m

■803m

カマ

1

2

3

d.

炉 e―e'

1 5YR5/8明 赤褐色 ンル ト (強変焼土 )

2 5YR4/6赤褐色シル ト (弱変焼土 )
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2 A

生 808m

な‐ゴ,b‐bl        
｀′

1 lllYR3/4賭 掲色シルト やや砂質 地山黄掲色土ブロック少 廃位極粒 〔埋土上部の被攪乱部?ユ
2 10YR3/4暗褐色シル ト 1よ りやや黄味帯びる 炭粒極地
3 10YR4/3に ぶい責褐色～10YR4/44B色 ンル ト
全体黄味強く、地山土 ((8)層 )と の識別困難 炭少量含む (1 2層 より径大きい)
4 10YR4/3にぶい黄褐色～10YR4/4褐色ンル ト 炭片大量  床面直上層
5 10YR3/4暗掲色シル ト 地山黄褐色土プロック少量  南西側壁際付近に堆積

6 111YR5/6黄 褐色シルトと10YR3/4暗掲色シルトの混土層 上面に10YR6/6黄掲色砂質シルト
ブロックの薄層あり東半部で硬化面としての広がりを持つ (西半部には認められない)

7 10YR5/6黄 褐色ンルトとloYR3/4暗掲色シルトの混土層 部分的に大きな炭片入る
(8)10YR5/6黄 褐色シル ト
(9)10YR4/4褐 色粘土質シル ト
※1～ 5:埋±  6:貼 床  7:掘 方埋土

-805m

北西隅土坑 g‐ヴ
1 10YR5/6黄 褐色～10YR4/6褐色砂質シルト 炭片 (径 5～ 10ata)微量
2 10YR3お暗褐色シルト 炭片 (径 5～ ЮIm)微量
3 10YR313暗 褐色シルト 地山黄掲色土ブロック少 炭片 (径 5～ 10m)少 (2よ り多)
※廃絶時には開口 径10cn前後の礫まとまって出土

区

ｂ

一

皇 80 5rn
ザ
一

カマド c‐ c'
1 7 5YR3/4暗褐色ンルト 焼土ブロック多 炭粒やや多 カマド袖石の痕跡 ?
2 7 5YR5/6明 褐色シルト (焼土) 燃焼面中央部、強度の被熱部
3 5YR4/6赤掲色シルト (焼土) 平面では2を 中心に同心円状に分布

d
―- 80 4rn

ど

炉 d‐」

1 5YR5/8明赤褐色シル ト (強変焼土 )
2 5YR4/6赤褐色シル ト (強弱焼土 )

その他   0
断面c～d O
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

南西部土坑 e‐ず,f‐ f'

1 10YR3μ暗褐色～10YR4/4掲 色砂質シル ト

炭片 (径 10～ 20mm)微 量 締まり疎
下面に沿つて形状残す尺化棒状材等力゙入る

※住居跡 5床面南西部で検出

住居構築材と思われる炭化材が住居床面から

本土坑底面に連続して入ることから、廃絶時

に開日していた住居付属の施設と判断される
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2 A 区

その他  0          1:40         2m
断面c・ d 0          1:20         1m

ｇ長
ギ

わ

⊆ ⊃

ミ'

針al b― b'

1 10YR4/3に ぶい黄掲色～10YR4/4褐色ンル ト やや砂質 締まり密 炭粒 (径 2～ 5 1dm)極 微
地山黄褐色土 ((7)層 )よ り若千暗い程度であ り層界 (壁面)の識別困難
2 111YR3/4暗 褐色シル ト 1よ りやや締まり欠き粘性に富む 炭粒微 (1よ り多 )
3 111YR3/4暗 褐色シル ト lllYR5/6黄 褐色砂質ンル トブロック ((7)層 相当)多  焼土ブロック
やや多 [カ マ ド付近の堆積土 ]

4 10YR4/31こ ぶい黄褐色～10YR4/4褐色シル ト 1に似る 床面直上層であ り壁際に厚い 下面に炭化物集中
5 10YR3/4暗 掲色シル ト lllYR5/6黄 褐色砂質シル トブロック多 濃微  上面に沿って明黄褐色粘土ブロックが部分的に広がる lF占床面 ]
6 10YR3/4暗褐色ンル ト
(7)10YR5/6責 褐色シル ト 以下地山
(8)10YR4/4褐 色粘土質シル ト 炭粒極微
※1～4:埋± 5:貼 床  6:掘 方埋土

南壁カマ ド c‐ざ
カク乱

1 10YR4/6褐色シルトブロック層 〔新期住居 (?)埋土 左 :壁溝 右 :壁面 ]
2 10YRv8暗 褐色シルト 地山黄掲色土プロック (径 5～ 10m)少 量
3 10YR3/3暗 褐色シルトプロック 地山黄褐色土プロック 焼土ブロックの混合層 炭粒微量
4 3層 に似るが炭化物の混入なし 全体黄味強い
5 10YR4/6褐 色シルトブロック層
(焼上の直上層だが下面層界は不明瞭 新期住居の貼床上の可能性高い)

6 5YR4/6赤 褐色ンル ト (カ マ ド燃焼部焼土層 )
※古期床面に伴う旧カマ ド 炭化材のる新期床面の下位から検出 焼成面に硬化は認められず、
斑状に攪乱されている

東壁焼土 (新期カマ ド?)dd
l lCIYR3/3暗褐色ンル ト 炭粒 焼土粒やや多  カマ ド袖石の痕跡 ?
2 7 5YR5/6明 掲色ンル ト (焼土) 燃焼面中心部、強度の被熱部
3 5YR4/6赤 褐色シル ト (焼土) 平面では2を 中心に同心円状に分布
※住居跡 6東壁際南寄 り床面に生成した焼土 (炉 カマ ド)である。煙道 煙出し穴等は
未検出であり、他の住居跡との対比からこれらが削平によって失われた可能性は否定できない

南壁中央部のカマ ド焼土は炭化物層がのる床面のさらに下位から検出されたものであり、これ
を古期カマ ドと見れば、当該焼土は新期カマ ドのものである可能性が高いと判断される

第17図 A区 住居跡 6
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

土A18r

七A勁

土坑 2 土対6w
(基 2)

げ

一

生 810m

千

が
一

」Ltt l   a‐ al b‐ b'
1 10YR4/4褐 色砂質シルト 炭片 (径 5～ 10nta)少量 粘性なし 締まりやや密
※住居跡の上部堆積層によく似る 底面やや凹凸有り硬化面もなく不明瞭

土坑 2 c‐c'
1 10YR4/4掲 色砂質シルト 地山黄褐色土小ブロックやや多 炭粒極微 径10～ 20clll礫混入
2 10YR4/31こ ぶい黄掲色砂質シルト 地山責褐色土小ブロック多量
(3)10YR4/6褐 色砂質シルト
※2 3層 の下面には水平に連続する灰自色面が認められる 住居床面に類似するので土抗と
して一旦記録したのち再確認する必要有

土坑 3 d‐ d'
1 llJYR2/2黒 褐色シルト ЮYR2/3黒褐色ンルトブロック・loYR5/8黄褐色砂質シルト
ブロック (いずれも径5～ 10cllの 大きなもの)やや多量に含む
2 10YR2/3黒 褐色ンルト loYR5/8黄褐色砂質シルト小ブロック多量
3 111YR2/3黒 褐色シルト 10YR5/8黄褐色砂質シルト小ブロック大量
(4)10YR3/4暗褐色粘土質シルト 炭粒極微 以下地山
(5)10YR3/4黒褐色粘土質シルト
(6)10YR4/4掲色砂

土坑 4 e‐ e'
1 10YR3/3～ lllYR3/4暗 褐色シル ト 炭粒極微
2 10YR2/3黒 褐色シル ト 地山責褐色土プロック
3 10YR2/3黒 褐色シル ト 底面上に大形炭片入る

0

締まり密

焼土ブロック 炭粒微量  土器リキ含む

1 :40                  2m

第刊8図 A区 土坑
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奪

「
く

∵

償選
下

予琢
~

-810m

澄5ミ
主
人骨 (頭吾)出 土地点

三   二 810m

o             l :100           4m

―-810m

皇 810m

0                  1 :40                  2m
|

A‐方形周溝 d‐ d'

1 10YR3/4暗 褐色ンル ト (新期濤跡 近現代か )
2 10YR3/4暗 褐色シル ト 締まり密
3 10YR3/3暗 褐色ンル ト 2よ り黒味強 く、締まり疎
4 10YR3μ暗褐色ンル ト 地山黄褐色土プロックやや多  全体やや砂質

A方形周溝 e et
l 10YR3/3暗 褐色シル ト 締まり密
2 1に 地山黄褐色土少量含む 締 まり密
3 10YR3/4暗 褐色シル ト 地山責褐色土ブロック少  全体やや砂質
1 2よ り締まり疎
4 3に似るが地山黄褐色土多量含む

方形周溝

Ｊ
一

d'd
-810m

A‐方形周清 a― at

l 10YR3/3暗褐色シル ト 土師器片 決化物極微  2よ り黒み強 く、締まっている
2 10YR3/4暗褐色砂質シル ト 責褐色土プロックやや多

A‐方形周溝 b‐ b.

1 10VR3/3暗 褐色シル ト 締まり密  下位の2 3よ り黒味強 く層界明瞭
2 10YR3/4暗褐色砂質シル ト 全体に黄褐色土ブロックやや多
3 10YR3/4暗褐色シル ト 黄褐色土小ブロック少量  炭化物粒極微

A‐方形周溝 c―げ

1 10YR3/4暗 褐色シル ト 下面に沿つて地山黄褐色土ブロック入る
2 111YR3/4暗褐色シル ト 1よ り締まり密
3 10YR3/3暗褐色シル ト 1 2よ り黒味強 く、締まっている
4 10YR3/4暗褐色シル ト 地山黄褐色土プロック少  全体やや砂質
5 4に似るが、地山黄褐色土ブロック多量含む
6 10YR3/4暗褐色粘土質シル ト 地山責掲色土ブロック少  下部ややグライ化

-42-
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溝跡 l a‐ゴ

1 10YR3/4暗 褐色シル ト
下部に黄褐色砂質シル トプロック多量

2 10YR4/6褐 色砂質シル ト 壁崩落層
3 10YR3/3暗褐色粘土質シルトプロック・

10YR4/6褐 色砂質シル トブロックの混各曙

4 2層 に同じ
5 3層 に同じ
6 2層 に同じ
(7)10YR4/4褐 色シル ト やや砂質
以下地山

(8)lllYR3/3暗 褐色粘土質シル ト

(9)10YR2/2黒 褐色粘土質シル ト
(10)10YR3/4暗褐色粘土質シル ト

溝跡 l b」
※記載漏れ

(5)

(6)

(7)

(8)

×
亀

二 81 lm
bI

溝跡 1(A2区 分)c‐ ci
l lllYR3/4暗 褐色シル ト

地山責褐色土プロック (径 5～ 20mld)少 量

2 10YR4/6掲 色粘土質シル ト 5層 の流入 再堆積層
3 10YR3/4暗 褐色シル ト 5 6層土ブロックやや多
4 10YR3/4暗褐色シル ト 3層 に似る力W層土プロック含み黒味強
下面付近に砂粒多

10YR4/6褐色粘土質シル ト (以下地山)
lllYR3/4暗 褐色粘土質シル ト (縄文時代土器片含む)

10YR2/2黒 褐色シル ト

10YR4/44B色 粘土  上面付近に砂粒含む

第20図 A区 溝跡 1

断面 0
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

1 :100 4m
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第21図 A区 出土土器 (1)



Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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19

住居跡 4

~ 28

0      1:3     1 0cm

o                   l : 4                  20cm

*片
~~~~~~辟 ~―

― ― ― 引住居跡 5

第22図 A区 出土土器 (2)
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第25図 A区 出土鉄製品 (2)
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第26図 A区 出土鉄製品 (3)

溝跡 1



第
4表
 A
区
 
出
土
土
器
一
覧

載 号

掲 番
仮
No

出
土
地
点
(遺
構
名
)・
層
位
等

新
遺
構
名
登
録
遺
構
種
別
・
器
種

部
位
略 師
醒 鰤
編 師

観
察
事
項
等

備
 
考

版 号

図 番

1
S1
04
カ
マ
ド
付
近
,S
10
4N
01
,S
10
4西
部
上
坑
埋
土
A区
住
居
跡
1

土
師
器
・
杯

日
～
底

(1
わ
 Z
,
(5
6)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
底
部
回
転
糸
切
り
 
内
面
黒
色
処
理
の
上
、

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

14

2
A-
16
S0
4カ
マ
ド

(1
40
)
(7
0)
37
ロ
ク
ロ
ナ
デ

3
S0
4埋
土

A区
住
居
跡
1

口
～
休

(1
25
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

14

4
A-
15
S1
04
埋
土
.S
10
4N
03
,S
10
4方
マ
ド
周
辺

,
A区
住
居
跡
1

土
師
器
・
外

日
～
体

(1
43
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
底
部
回
転
糸
切
り
 
内
面
黒
色
処
理
の
上
、

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

5
A-
13
S1
04
N0
 4

土
師
器
・
誕

`1
26
Ⅲ

14
 3
く
ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
体
部
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
ヘ
ラ
ナ
デ

6
S1
04
カ
マ
ド
周
辺

A区
住
居
跡
1

土
師
器
・
霊

口
～
体
(1
70
)

8 
7〈

14

A-
21

A区
住
居
跡
1

土
師
器
・
菱

日
～
休

ロ
ク
ロ
ナ
デ

14

8
A-
20
S1
04
埋
土

A区
住
居
肺
1

上
節
器
・
甕

日
～
体

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
体
部
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
ヘ
ラ
ナ
デ

14

9
S1
06
カ
マ
ド

A区
住
居
跡
2

日
～
戊

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
底
部
回
転
糸
切
り

14

A-
31
S1
06
カ
マ
ド
N0
5・
N0
3

A区
住
居
跡
2

口
～
底

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
底
部
回
転
糸
切
り

14

S1
06
カ
マ
ド
N0
1,
S1
06
カ
マ
ド
付
近

A区
住
居
跡
2

55
底
部
回
転
糸
切
り
 
内
面
黒
色
処
理
の
上
、
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

14

A-
28
S1
06
カ
マ
ド
N0
6 
S1
06
カ
マ
ド
付
近

A区
住
居
跡
2

口
～
底

(1
50
)

6 
0<
ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
底
部
回
転
糸
切
り
 
付
高
台
 
高
台
部
剥
落

S1
06
婢
上
 S
10
6カ
マ
ド
N0
4・
N0
5

A区
住
居
跡
2

上
師
器
・
甕

口
～
体

14
 9
く
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
 
休
部
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
ヘ
ラ
ナ
デ

14
SI
05
カ
マ
ド
N9
2,
S1
05
カ
マ
ド

A区
住
居
跡
3

主
師
器
・
不

口
～
底

13
 1

デ キ
ナ ガ

カ と フ

ロ ヘ

底
部
回
転
糸
切
り
 
内
面
黒
色
処
理
の
上
、

A-
23
S1
05
カ
マ
ド

A区
住
居
跡
3

上
師
器
・
杯

口
～
底

(1
40
)
(5
8)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
底
部
回
転
糸
切
り
 
内
面
黒
色
処
理
の
上
、

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

14

S1
05
埋
■

A区
住
居
跡
3

土
師
器
・
霊

日
～
体

(1
42
〕

ロ
ク
コ
ナ
デ
 
体
部
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

14

17
A-
25
S1
05
埋
土

A区
住
居
跡
3

(5
3

口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
 
体
部
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
ヘ
ラ
ナ
デ

14

S1
01
陶
器
No
 l

A区
住
居
跡
4

天
鶏
陶
器
・
続

釉
薬
は
漬
け
掛
け
東
濃
窯
産
(大
原
2号
窯
期
)

23
、
30
と
同
一
個
体
の
可
能
性
あ
り
。

A-
04
S1
01
カ
マ
ド
付
近

A区
住
居
跡
4

(1
20
)
52

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
底
部
回
転
糸
切
り

14

A―
02
S1
01
カ
マ
ド
付
近
,S
10
Z床
面
直
上

主
師
器
・
甕

口
～
体

`1
50
】

14
 8
く
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
 
体
部
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
ヘ
ラ
ナ
デ
置
構
間
接
合
(住
居
跡
4・
住
居
跡
6)

14

21
S1
01
カ
マ
ド
付
近

A区
住
居
跡
4

7 
6く
体
部
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
ヘ
ラ
ナ
デ

S1
01
カ
マ
ド
南
側
土
坑
.S
10
1埋
土
上
部

,

S1
01
N0
1 
N0
2,
S1
02
N0
2.
S1
02
カ
マ
ド
.S
10
3埋
土

A区
住
居
跡
4

土
師
器
・
墾

口
～
底

ロ
ク
ロ
 
体
部
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
下
部
ヘ
ラ
ナ
デ

底
部
砂
底

底
構
聞
接
合
(住
居
跡
4・
住
居
跡
6

・
住
居
跡
5)

14

S1
03
 
陶
器
No
 l

A区
住
居
跡
5

庚
釉
陶
器
・
碗

釉
栗
は
漬
け
掛
け
票
濃
票
屋
(太
原
2号
雫
期
'

8、
30
と
同
一
個
体
の
可
能
性
あ
り
。

A-
12
S1
03
N0
 4

土
師
器
・
不

口
～
底

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
底
部
回
転
糸
切
り

A-
14
S1
03
N0
3 
S1
03
北
西
隅
土
坑
埋
■

A区
住
居
跡
5

土
師
器
・
杯

11
2

ロ
ク
ロ
ナ
デ

S1
03
N0
 1
  
N0
 2

A区
住
居
跡
S

土
師
器
 
甕

体
～
底

(9
0)
12
 8
<
ロ
ク
ロ
 
体
部
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
下
部
ヘ
ラ
ナ
デ

底
部
木
葉
痕

27
S1
03
N0
 2
,

A区
住
居
跡
5

12
 0
く
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
 
体
部
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
ヘ
ラ
ナ
テ

S1
03
埋
土

土
師
器
 
高
台
不
自
(高
台
)

1
2 
2く
ロ
ク
ロ

A―
09
S1
03
カ
マ
ド
周
辺
,S
10
3N
02

A区
住
居
跡
5

土
師
器
・
甕

19
 4
く
体
部
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
ヘ
ラ
ナ
デ
 
底
部
木
葉
痕

S1
02
埋
土

灰
釉
陶
器
 
碗

釉
薬
は
漬
け
掛
け
東
濃
窯
産
(大
原
2号
窯
期
)

18
、
23
と
同
一
個
体
の
可
能
性
あ
り
。

31
S1
02
カ
マ
ド

A区
住
居
跡
6

土
師
器
 
杯

床
～
庇

2 
7〈
ロ
ク
ロ
 
底
部
回
転
糸
切
り

S1
02
カ
マ
ド
 S
10
3埋
土

土
師
器
・
坪

(1
45
)

ロ
ク
ロ
 
底
部
回
転
糸
切
り
 
底
部
付
近
外
面
ヘ
ラ
ナ
デ

自
構
間
接
合
(住
居
跡
6・
住
居
跡
S

S1
02
N0
1・
N0
2 
S1
02
床
面
首
上

A区
住
居
跡
6

口
～
底

13
7

11
4
粘
土
紐
成
影
、
ロ
ク
ロ
鯛
肇

SI
02
床
面
直
上
.S
10
2N
01
,S
10
3埋
土

,

S1
06
カ
マ
ド
付
近

A区
住
居
跡
6

土
師
器
・
露

口
～
慮

(1
13
)

口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
 
体
部
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
肉
面
ヘ
ラ
ナ
デ

底
部
網
代
痕
 
赤
色
顔
料
付
着

遺
構
間
接
合
(住
居
跡
6 
住
居
跡
5

・
住
居
跡
2)

A-
39
SK
03
埋
土
上
部

と
坑
(S
K0
3)
SK
03

土
師
器
 
杯

休
～
底

(5
6)

1 
2〈
ロ
ク
ロ
 
底
部
回
転
糸
切
り

SK
03
埋
土
上
部

土
坑
(S
K0
3)
SK
03

土
師
器
・
坪

ロ
ク
ロ
 
胎
上
が
赤
み
が
か
つ
て
い
る

5

A-
40
SK
05
埋
土
―
括

土
坑
(S
K0
5)

SK
05

土
師
器
・
高
台
杯
体
～
底

(7
6)

1 
7く
ロ
ウ
ロ
 
付
I十
吉
台
 
肉
面
黒
伍
極
岬
の
上
、
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

A-
36

▲
形
周
蒲
(S
D0
2
SD
02

土
師
器
・
不

体
～
底

11
く
ロ
ク
ロ
 
底
部
回
転
糸
切
り

5

A-
37
SD
02
東
辺
部
埋
土
一
括
(東
辺
ベ
ル
ト
内
)

忘
形
周
溝
(S
D0
2
SD
02

土
師
器
・
高
台
杯

(7
8)

1 
7〈

A-
38
5D
04
埋
土
―
括

i形
周
蒲
(S
D0
4

土
師
器
・
贅

体
～
底

体
部
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
ぬ
面
ヘ
ラ
ナ
デ

5

SD
01
理
上
一
倍

土
師
器
・
杯

口
～
休

(1
50
)

A-
35
SD
01
埋
土
―
括

蒲
跡

土
師
器
・
イ

宮
1 
1く
ロ
ク
ロ
 
底
部
回
転
糸
切
り

5

SD
01
虞
面
～
壁
面
黒
i上

縄
文
土
器

体
単
節
RL

A-
33
SD
01
底
面
～
壁
面
黒
色
上

礎
文
土
器

体
無
飾
RL

5

SX
01
黒
福
色
土

遺
構
外

置
構
外
縄
文
土
器

口
～
重

刺
突
痕
あ
り

5

A-
42
SX
01
黒
褐
色
土

遺
構
外

底
構
外
鰻
支
上
器

霞
ミ
ガ
キ
 
単
釘
RL

5
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第
5表
 A
区
 
出
土
鉄
製
品
一
覧

当 瑠 口 巧

日 番
仮
No
.
新
遺
構
名
出
土
遺
構

地
点

層
位

器
種

残
存
部
位
酵 くｃ
ｍ＞

幅 ｃ
ｍ
酷 く ｃ
ｍ＞
襲 ①

備
考

版 号

図 番
図 号
車 膊

A-
24
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落
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2 A 区

第 6表 A区 住居跡 5出土棒状礫一覧
袋N。

別

号

個

番 新還構名 登録遺構 位置・ 層位 日付 曇
⑫

長 さ 幅

ｃｍ

厚さ
(cm)

材質 産地 備考

A区住居跡 5 A―S1  3 南西部床面集中レキ

'10 31
A区住居跡 5 A―SI  S 商西部床面集中レキ 141 45 20

3 A区住居跡 5 A―SI  S 南西部床面集中レキ 87 64 1 75 KO

A区住居跡 5 A―S1  3 南西部床面集中レキ 154 93 2 25

5 A区住居跡 5 A― S1  9 南西部床画集中レキ 04 06 115 19

6 A区住居跡 5 A―S1  9 南西部床画集中レキ 04 06 11116

A区住居跡 5 A―S1  9 高西部床画集中レキ 04 06

'0 85

3'

A区住居跡 5 A― S 南西部床画集中レキ 04 06

9 A区住居跡 S 南西部床面集中レキ 04 06 (61)

A区住居跡 S A― S 南西部床画集中レキ 04 06

11 A区住居跡 6 南西部床面集中レキ 04 00

A区住居跡 6 南西部床面集中レキ 04 06 (148) 39

A区住居跡 5 南西部床面集中レキ 04 06

A区住居 DII S 商西部床面集中レキ 04 06 154 65 35 (3 05)

A区住居跡 5 南西部床面集中レキ 04 06 11 45 残破片 12588
A区住居跡 5 南西部床面集中レキ 167 38 37

A区住居跡 5 南西部床面集中レキ 141 03

8 A区住居跡 5 南西部床面集中レキ i00 69

A区住居跡 5 南西部床面集中レキ 183 11

5 A区住居跡 5 南西部床面集中レキ 04 06 125 54

0 A区住居跡 5 A―S1  9 南西部床面集中レキ 04 06 123 90

A区住居跡 5 A―S1  9 南西部床面集中レキ 04 06 ,1160

A区住居跡 5 南西部床画集中レキ 04 06 10 15

A区住居跡 S 南西部床画集中レキ 04 06

A区住居跡 5 南西部床面集中レキ 04 06

11 A区住居跡 5 南西部床面集中レキ 04 06 ,3 75 残破片 2598
A区住居跡 5 商西部床面集中レキ 04 06

A区住居跡 5 南西部床面集中レキ 04 06

A区住居跡 5 蘭西吉[床 面集中レキ 04 06 2 65

A区住居跡 5 南西部床面集中レキ 04 06 10 85 35 2 55

A区住居跡 5 南画部床面集中レキ 3 55 25

A区住居跡 5 南西部床面集中レキ 32

3 A区住居跡 5 南西部床面集中レキ

A区住居跡 5 A―S1 3 南西部床面集中レキ 04 06 1 75

A区住居跡 5 南西部床面集中レキ 04 06

A区住居跡 5 A―S1 3 南西部床面集中レキ 1404

A区住居跡 5 南西部床面集中レキ 04 06

A区住后跡 5 A―S1 3 南西部床面集中レキ 04 06 (6 65) 3 45

A区住居跡 5 A―S1  3 南西部床面集中レキ 04 06 (7 05) (375) (19)

A区住居跡 5 A―S1  3 南西部床画集中レキ 04 06 (315) (215) 残破片 2794g
A区住居跡 5 A―S1  9 商西部床面集中レキ

2 A区住居跡 5 A―S1  9 商西部床面集中レキ 29

3 A区住居跡 5 A―S1  9

A区住居跡 5 A―S1  9 南西部床面集中レキ 97 02

5 A区住居跡 5 A―SI  e

A区住居跡 5 A―S1  3 商西部床面集中レキ 211 46

7 A区住居跡 5 A―SI  S 商西部床面集中レキ

A区住居跡 5 A―SI  S 南西部床面集中レキ

A区住居跡 S A―S1  3 南西部床面集中レキ

A区住居跡 5 A―S1  3 荷西部床面集中レキ

A区住居跡 5 A―S1  3 商西部床面集中レキ 2 75

12 A区住居跡 5 A―S1  3 南西部床面集中レキ 1 55

13 A区住居跡 5 A一S1  3 南西部床面集中レキ

A区住居跡 5 A―S1 3 南西部床面集中レキ 04 06 14

15 A区住唐跡 5 A―S1 3 笥西部床面集中レキ

A区住居跡 5 A―S1  9 (235)

17 A区住居跡 5 A―S1  9 葛西部床面集中レキ (785) (305) (115)

A区住唐跡 5 A―S1  9 商西部床面集中レキ (47) (205)

19 A区住居跡 5 A―S1  3 南西部床面集中レキ (645) (315) (145) 残破片 152
A―S1  9 莉西部床面集中レキ 32

5 A―S1  9 南西部床面集中レキ 139 58

6 A―S,  3 南西部床面集中レキ

6 A―S1  3 南西部床面集中レキ

5 A―S,  3 南西部床面集中レキ 174 85

5 A―S1 3 南西部床面集中レキ 102 67

5 7 A区住居跡 5 A―S1 3 南西部床面集中レキ 11101 97

5 A区住居跡 5 ハーS1  3 南西部床面集中レキ

A区住居跡 5 A―S1  9 南西郡床面集中レキ 142 2?

5 A区住居跡 5 南西部床面集中レキ A03

A区住居跡 5 A―S1  9 南西部床画案中レキ 122 12 10 65

5 A区住居跡 5 南西部床面集中レキ 103 35

A区住居跡 5 南西部床面集中レキ 207 48 1371

A区住居跡 S 南西部床面集中レキ

A区住居跡 5 南西部床面集中レキ ,2871

A区仁居跡 5 南西部床面集中レキ 97 12 (105)
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Ⅳ 検出遺構 と出土遺物

3 B区 上位面の調査

(1)竪 穴 住 居 跡
住居跡 1(第27図、写真図版19)

【位置 。検出状況】 Bl区南西部、 I B20 d～ 21eグ リッド付近に位置する。B―Ⅳ層上面において、

周囲より若千暗く、焼土ブロック・炭化物等が希薄に分布する不整形な範囲として検出された。

【規模・形状】 平面形は3.9× 3.5mの概ね隅丸方形を呈する。床面までの残存深は最大 8 cmである。

【埋土と堆積状況】 埋土の主体土はB―Ⅲ層相当の暗褐色シルトである。B―Ⅳ層類似のブロックを多
く含むため黄色味が強く、埋土と壁面・床面の識別は困難だった。全体が床面近くまで削平を受け、

さらに耕作による溝状・土坑状の攪乱が床面を部分的に破壊していた。

【壁・柱穴・周清・床面など】 床面中央は概ね平坦で硬化が認められるが、部分的に攪乱による凹

凸をもつ。外周側に緩やかに高まって上端へと連続するため、壁面の明瞭な立ち上がりは認められな

い。北壁沿いには壁溝状の細長い掘り込みが検出されている。住居内部からは7基の柱穴状ピットが

検出され、うち6基 (pp2～ 6)は住居中央部を横断するように東西方向に列状に並んでいる。p
p5に は拳大の礫が充填されていた。これらのピットのうち明らかに住居跡に帰属するものを抽出す
ることはできなかった。

【カマド・炉跡】 床面からは計 3箇所の焼土を検出した。三者のうち最大の規模を持つのは北東隅

に位置する焼土 (炉 1)であり、平面形が90× 60cmの楕円形を呈する。中央～北部が攪乱を受けてお

り、本来の燃焼面と思われる硬化面は南部に残存するのみである。断面観察から中央部が皿状にくぼ

んだ燃焼部を持っていたものと推測され、当住居跡に伴うカマドの痕跡である可能性が高い。A区の

住居跡と同様、煙道部は確認されなかった。住居内出上の僅かな遺物はこの付近に集中しており、周

辺の床面には焼土ブロック・焼粘土塊及び被熟した角礫片が広がっていた。

南東部に位置する焼土 (炉 2)は、平面形が長さ54cm・ 幅28cmの雪グルマ形を呈する。硬化面が認
められないのは上部を削平されているためであろう。一方、南西隅の焼土 (炉 3)は径32cmの 円形を

呈し、環状に形成された硬化部の中央が椀状に窪んでいる。両者とも、A区住居跡の床面に見られる

炉跡に類似する。

【重  複】 南壁東部で土坑2と重複する。床面で検出されたものであるが、互いの埋土は類似し
ており、同時 (住居に付属)の可能性が高い。詳細後述 [→ (2)土坑 土坑 2]。
【出土遺物】 (第28図、写真図版23) 北東部焼土 (カ マド?)周辺から、土師器の小形奏片 (101・
102)、 内面黒色処理の土師器杯小片、回転糸切痕を持つ土師器杯底部小片が出上している。

【遺構の時期】 埋土および出土遺物から、平安時代 (10世紀初頭)に属するものと考えられる。

(2)土   坑
土坑 1(第27図、写真図版20)

【位置・検出状況】 Bl区南西部、 I B20 eグ リッドに位置する。B―Ⅳ層上面において、焼土ブロ

ツク・炭化物を含み、根攪乱と重複する不整形な範囲として検出された。

【規模・形状】 平面形は径80cm程度の円～楕円形を呈するものと思われるが、精査段階で東半部を

掘りすぎたため本来の形状は不明となった。開口部から底面までの深さは18cmである。底面は中央部

がやや窪み、いったん広がって内弯しながら立ち上がる。南壁が急な立ち上がりであるのに対し、北

壁側開口部は若干広がって緩い傾斜となっている。
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3 B区上位面の調査

【埋土と堆積状況】 底面中央のくぼみには多量の焼土ブロック・炭化物に加え、青みを帯びた黒色

ブロックが埋積しており、一見、住居跡のカマド煙道部や煙出部に見られる埋土に類似している。こ

の上位を、黄褐色土ブロックを多量に含む暗褐色土が覆っている。断面観察等から、埋土は開口部が

広がる北側上方から流入したものと判断される。

【重  複】 重複遺構はない。東側に住居跡 1が近接している。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 時期を示す出土遺物がなく詳細は不明であるが、埋上の様相が平安時代竪穴住居跡
に類似することから当該期に帰属する可能性が高いと判断される。

土坑 2(第 27図、写真図版20)

【位置・検出状況】 Bl区南西部、 I B21 eグ リッドに位置する。住居跡 1の埋土を除去した後の

床面上において、周囲よりやや暗い範囲として検出された。

【規模・形状】 平面形は120× 90cmの 隅丸長方形で、開口部から底面までの深さは17cmである。四

壁は外傾して立ち上がり、底面はほぼ平坦に整っている。

【埋土と堆積状況】 底面上には焼土ブロックを含む暗掲色上が流入し、その上を住居跡 1埋土類似

の土が覆っている。焼土ブロックは、住居跡 1の床面上に形成された焼上のいずれかを起源とするも

のと考えられる。

【重  複】 南壁側を除く大半が住居跡 1の内部と重複する。平面・断面による新旧関係の確認は
できていないが、堆積状況から住居跡 1に付属の施設である蓋然性が高い。

【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 住居跡 1と 同様、平安時代 (10世紀初頭)に属するものと判断される。

(3)溝   跡
清跡 1(第 28図、写真図版20)

【位置・検出状況】 Bl区東部～B2区に位置する。B―Ⅲ層上面付近において、Bl区東部を南北方

向に縦断する幅 3mほ どの帯状の暗いしみとして検出された。当遺構を当初予定調査範囲 (Bl区 )

の北側に追跡するため、新たに拡張した範囲がB2区である。

【規模・形状】 Bl区南端 (I B22 fグ リッド付近)か ら北側に向かってほぼ直線的に走行し、Bl

区北部でやや西に傾く。そこから再び北側に廷びてB2区北部 (I A23 xグ リッド付近)で屈曲し、

走行方向を東向きに変える。両端はそれぞれ調査区外へと続くため全体の形状・規模は不明であるが、

調査区内に現れた部分の全長は31mを 測る。南半部 (Bl区側)では検出時の幅が 3m程度と広かつ

たが、精査を進めたところ周囲の上面が溝に向かって緩やかに下つているためであることが半J明 し、

結果、開田部の幅は60～ 80cmほ どに落ち着いた。北半部 (B2区側)ではこれよりやや広くなり、100

～120cmの幅をもつ。上半部は本来の開口部が崩落したためか緩やかな壁面となっているが、下半部

は概ね逆台形の断面形を呈し急角度の壁面を持つ。底面標高は80.2～ 80.3mで、いずれか一方への傾

斜は見られない。全体的な形態はA区で検出されたA区溝跡 1に類似している。

【埋土とjt積状況】 埋上の主体土はB―Ⅲ層相当の暗掲色シルトで、埋上下部には壁面崩落に伴うと

推測されるB…Ⅳ層の黄褐色土ブロックが多量に入る。北半部ではこの層の上面に径20cm程度の礫が点

在する。堆積状況から流水の痕跡は認められず、水路としての機能は想定されない。

【重  複】 重複遺構はない。
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

上B20c

∞ヽ

∞
/

主
|

一-809m

三 808m

カク舌し

4

住居跡 l  a‐ al b‐ bl

l 10YR4/4褐 色シル ト 粘性やや有  締まり密  全体に地山プロック含み黄味強
2 10YR3/4暗褐色シル ト 地山ブロックやや多 [柱穴掘 り方埋土 ]
3 10YR3/4暗 褐色 シル ト 〔柱穴柱痕 ]
4 10YR4/4褐 色シル ト 地山ブロックやや多 住居整際に平行する溝状の掘 り込みの埋土
壁溝の可能性あるが、住居中央を切る溝状機乱 とも平行 し埋土も似ることから住居に

伴 う確証なく不明

炉 l c‐ c'

1 5YR5/8ン ル ト (強変焼土 )
2 5YR4/4シフレト (焼土 )
※本来、強変硬化面は上面全面にあつたものと思われるが、境乱により中央～北側で

は失われている カマ ドと思われるが住居全体が削平を受けてお り、不明である

炉 2 d‐ di
1 5YR4/4シ ル ト (焼土 )
※現地性のもの 平面形 ヒョウタン形 (だるま形 )

炉 3 e‐ el
1 5YR5/8シ ル ト (強変焼土)ガ リガリに硬化
2 5YR4/4シ ル ト (焼土 )
※強変焼土は中央が凹んで環状に形成されている 鍛冶炉 ?

土坑 2 ■P
l 10YR3μ暗褐色シル ト 地山黄褐色土プロックやや多  炭粒極微
2 111YR3/4暗 褐色粘土質シル ト 焼土ブロック点在

土坑 l g‐σ

づ
一

f
・-809m

カク乱 r

ｇ
一

炭片 地山ブロックの混合層

地山黄褐色土ブロック多量

その他    0
断面c・ d・ e O

1 :40
1 :20

2m
lm

B区上位面 住居跡・土坑

土坑 2

苅

d                     d'~808m              ~

ど1803m

1 10YR3/4暗 褐色シル ト 焼土ブロック
(2 3層 の混合層 攪乱 ?)

2 10YR4/4褐 色～10YR3/4暗褐色シル ト
3 焼土ブロック 炭片の混合層・二 809m

第27図
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3 B区上位面の調査

遭i807m

二 807m

0        1 :40       1m

Ｊ
一

凶

『
ロ

溝跡 1 径ど (B2区分 )
1 lllYR3/4暗 褐色シル ト

2 111YR3/4暗 褐色ンル ト

溝跡 l b‐ b'(Bl区 分 )
1(B区 中央分に同じ)
2(B区 中央分に同じ)

粘性やや有  締まり密
地山責褐色土ブロック (径 5 1dt前後 ) やや多 土Bか

lP20b
Bl区

310m望生

0         11200        8m

B区南壁断面 トパ
(B‐ i〉 1 10Ч駕ツg黒掲色シルト

(B‐ 11〉 2 1CIYR3/3暗 褐色シルト

3 10YR3/3暗 掲色シルト 下部に責褐色土プロック多量含む
(B‐‖〉4 10YR3/4暗 褐色砂質シルト

(B IV〉 5 111YR5/6黄 褐色シルト
6 10m/3黒 褐色粘土質シルト 責褐色土プロック上部にやや多
7 10YR3/4暗 褐色粘土質シルト 8と 5の漸移層

(B‐ V〉 8 1∝宝V3黒褐色粘土質シルト [弥生時代後期遺物包含層]
(8-VI〉 9 10N/2黒 褐色粘土質ンルト
※B区中央付近に3‐ V層の高まり有り この付近のみ弥生後期の遺物分布面が存在する
層位的には縄文晩期遺物包含層と同じだが、弥生遺物集中域においては縄文土器の主

体的な出土は見られない

o           l : 3          1 0cm

∇了

^

＼
(く

ここ』【Fξ身そ争

生文課試掘 トレ
ンチ
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Ⅳ 検出遺構と出上遺物

【出土遺物】 土器細片と礫が出上している。
【遺構の時期】 A区 溝跡 1に類似することからこれらと近い時期に構築されたものと推測される。
概ね平安時代～中世と考えたい。

(4)遺構外出土遺物 (第28図 103～ 105、 写真図版23)
土師器小形甕口縁部片 (103)・ 回転糸切痕をのこす土師器杯底部 (104)イま、上記遺構検出面から

出土したものである。住居跡はじめ上記の平安時代遺構に関連する遺物と考えられる。

105は中国産青磁である。9～ 10世紀頃の越州窯系の小碗または小杯とみられる。Bl区の東隣に接

する区域で表採されたものであり、調査範囲外での発見ではあるがここに報告することとする。

4 B区 下位面の調査

(1)調 査範囲の設定 と調査方法 (第 28・ 29図 )
①調査範囲の設定

B区 において上面が平安時代遺構の検出面となっている責褐色シルト層 (B―Ⅳ層)は、先述のとお

り、旧地形を被覆して遺跡周辺の地形を一変させた洪水堆積層である。本調査に先立ち実施された県

教育委員会による試掘調査では、この決水堆積層の下位に、弥生時代後期に相当する遺物の分布と焼

土遺構、炭化物が所在することが確認されていた。今回の調査で設定したトレンチでも下位の埋蔵文

化財分布面が再確認され、これらの取り扱いについて岩手県教育委員会生涯学習文化課と協議した結

果、調査原因であるほ場整備事業の施工設計では、Bl区の中央部を境界に南北別の田区となる計画

であり、北側田区の造成は下位面の埋蔵文化財に達しないことから開削せずにそのまま保存すること

とし、下位面まで掘削の及ぶ南恨1田区の範囲のみ下位面の調査を行うこととなった。

②調査方法

まず、南側田区の一部となる範囲のB―Ⅳ層を除去し、B―V層の上面をあらわした。ここで遺構検出

を試みたところ、土器片・石器剥片・炭化物等が散発的に出土しはじめたが、掘り込みを伴う遺構の

プランは確認できなかった。これらの遺物が仮に遺構内に位置するものであったとしても、遺構その

ものの範囲を識別できない可能性が高く、遺物の出土地点の記録はより精密に行う必要があると思わ

れた。そこで、今回の調査で設定した4m四方の小グリッドをさらに2m四方に4分割し、遺物の一

括取上げに用いるより小さい区割を設定した。この新たな小区画の呼称は、北西区を「_a」 、南西

区を「_b」 、南東区を「_c」 、北東区を「_d」 とし、従来の小グリッド名の後に連続させて「 I

B21e― a」 のように表言己することとした。

この小区画を元に、はじめは市松模様状に掘り下げ、遺物の分布が認められる範囲についてさらに

面的に広げるようにして精査を進めた。

(2)弥生時代後期の遺物分布域 (第29図、写真図版21。 2の

①地形と土層堆積状況

洪水堆積層 (B―Ⅳ層)被覆以前の調査地点付近の地形は、 I B21 d― b～ I B20 e― cグ リッド付近を

頂部とする南北に細長い微高地となっており、これを境に東側及び西側に向かって緩やかに傾斜し低

位面へと連続している。この微高地は北上川の流路に平行して形成された自然堤防の一つで、周辺は

同様の細長い微高地と低湿地がやや複雑に入り組んだ地形を呈していたものと推測される。一帯のガヽ
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1(白 粘土 )

4 B区下位面の調査

四1     母

B下位面白色粘土塊 a‐ゴ
1 10YR8/荻白色粘土  きめの整った精製された粘土塊
2 10YR3μ暗褐色シル ト 焼土粒 黄褐色土粒極微
3 10YR3/4暗 褐色ンル ト 炭粒・灰 白色粘土粒極微
4 10YR3μ暗褐色シル ト 炭粒極微  [B― V層下部 ]
5 10YR2/2黒 褐色シル ト [B―Ⅵ層 ]
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B調査区中央部断面 (下位面調査区北壁)洋B
l 10YR5/6黄 褐色シル ト 洪水堆積層
2 10YR3/4暗 褐色シル ト 下部に土器片 礫 炭含む 弥生後期包含層
3 75YR3/4暗 掲色粘土質シル ト (焼土) 上部は焼土ブロック層
現位置保っているものと思われるが、赤変弱 く不明瞭  平面では認識できなかった
4 10YR2/3黒 褐色シル ト 10YR4/3にぶい黄褐色シル トプロックやや多
5 111YR2/3黒 褐色シル ト 弥生時代遺物入 らない

I :50
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

規模な起伏は、後の洪水堆積層に覆われることによつて次第に平滑化され段丘状を呈する現況に至っ

たものと考えられる。

第29図左の断面図A中Bは B区下位面調査範囲の北辺における土層堆積状況を示 したもので、B― V層

に相当するのは2～ 4層である。遺物を包含するのは 2層の下部で、その下位に鈍い黄掲色シル トの

ブロックを含む黒褐色シル ト層の 4層 をはさみ、その下位の黒掲色シルト層 (5層 =B―Ⅵ層)へ と連

続する。 2層の下面は凹凸が顕著で、これらは4層上面においては径50cm前後の小規模で不整形な落

ち込みとして斑状に′点在するのが認められる。

②遺物出土状況 (第 9表 )

B区下位面の調査で確認されたのは、弥生時代後期に帰属すると思われる土器片と、これらに伴う

剥片石器類、礫、焼土・炭化物などである。

出土土器片の総重量は2,488gで 、全体量の 3分の 1強を出土した I B21 d― bグ リッドをピークに微

高地頂部に相当する範囲から集中的に出土している。完形またはそれに近い状況で出土した個体はな

いが、同一個体と思われる破片は近接した位置から集中して出土しており、遺棄地点の原位置をほぼ

保つているものと推測される。土器片が集中する I B21 d― bグ リッドに接する調査区北辺断面A―Bで

は、被熱変化の度合いが弱い焼上が確認され、付近には焼土ブロック及び災化物の分布も認められる。

石器類の分布範囲もまた土器片のそれとほぼ重複し、微高地頂部に集中する傾向にある。頁岩を母

材とする石核及び剥片は合計1,957g出上した。内訳は石核1,147g、 剥片類810gである。剥片出土重

量のピークは土器と同じくI B21 d… bグリッドにありこれに隣接する区画にかけて濃い分布を示す。

石核の分布もこれとほぼ重複するが、重量・個体数とも微高地頂部の西側 (I B20 d― c～ I B20 e― c

グリッド付近)に ピークをもち、剥片類のそれとは微妙なずれが看取される。

人為的に持ち込まれた可能性が高い自然礫も42イ固・9,409g出 上している。やはり土器片と同様 I

B21d― bグリッドを中心とした分布である。後掲したのはこれらのうち使用痕跡を残すもの及び使用

された可能性があるもの10個である。

このほか、個別の記載は後ろに譲るが、複数の石鍬が近接して出土しており、弥生時代後期土器に

共伴した出土例として特徴的といえる。出土地点は I B20 e中 d～ I B21 e― aグ リッド付近に集中して

いる。特に、他の遺物がBttV層の下部において水平方向への広がりを持って出土するのに対し、石鍬

は、包含層である2層 (第29図左 ;断面A―B)を掘り下げた後に、 4層上面に斑状にのこつた落ち込

みの中から顔を出す場合が多かった。

第29図右に示したのは、微高地を横断するA―C間 におけるB―V層下面ラインに、礫石器等の出土標

高を投影したものである。およそ80.3m付近に水平な分布が認められる一方、明らかにB―V層下面、

すなわちB―Ⅵ層上面を上から切り込み、さらに低い位置から出土したものも含まれていることがわか

る。石鍬にみられるように、B―V層下面の凹部に入り込んだ遺物を含むため、遺物出土標高は上下に

幅を持った状況となっている。

③不整形の清状掘り込みに伴う灰白色粘土塊 (第29図、写真図版22)

I B21 d― b～ I B21 e― aグリッドにおいて、長さ1.3m、 幅40cmほ どの不整形な溝状の掘り込みが検出

され、埋土上部から灰白色の粘土塊が出土した。精製された粘土のようにきめが整っており、下位に

置かれた拳大の礫を上から覆っていた。粘土塊と礫の下位に堆積した埋土には粘土塊と同様に灰白色

を呈する粘土粒と炭化物が含まれる。溝状掘り込みの底面は不整な凹凸が目立ち、プランも南側で不

明瞭となるなど、安定した形状の掘り込みを意図したものとは考えづらい。当遺構の機能・性格につ

いては不明であるが、検出面や埋上、周囲の遺物出土状況から弥生時代後期に帰属すると考えられる。
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4 B区下位面の調査

(3)出 土 遺 物

①土器 (第30図、写真図版23・ 24)

201～ 215の計15点を掲載した。

201は甕形土器で、胴上部で張 り頸部でややくびれ口縁部にかけてタト傾 して立ち上がる。最大径は

口縁部にもつ。口唇はナデによって平坦な面を形成し、口縁部下はわずかに肥厚する。胴部上半から

顎部にかけては、施文の前にヘラケズリ様の縦方向の調整が施されており、下方からナデ上げた工具

を回縁部下で止めることにより口縁の肥厚部と頸部との境界が際立たされている。さらに口縁部下に

はヘラ状工具先端の角で刺突した横長の列点文が全周し、頚部との区画を強調している。地文に用い

られている原体は縄文RLと 思われるが、特殊な表出 (「撚糸文」様・「附加状縄文」様)を見せて

いるため一見それとは思われない。これについては次章で改めて触れることとする。口縁部及び頸部

下端では、同縄文原体を横回転させて施文し、これにより上下を区画された顎部は無紋帯としてのこ

されている。胴部中央以下では下部ほど施文方向が右下がりになり、 1単位が数本の条の束となる表

出文様の向きも、胴中央部では右下がり、胴下部ではほぼ垂直方向となっている。よく精製された粘

上に粗砂をわずかに含んだ胎上であり、器壁は規模に比して薄く堅緻で焼成も良好である。内面は横

～斜めのナデにより調整されているが、外面ほど丁寧ではなく輪積痕をよく残している。これによれ

ば、積み上げられた粘土紐の太さは1.2～ 1.5cm程度と細いものであることがわかる。口縁部の肥厚部

や張り出した胴上部ではススの付着が顕著で、また内面にも胴部中央以下にコゲが付着することから、

煮沸具として利用されたことは明らかである。一対の補修孔が認められるが、一方が穿孔途中の状態

で放棄されている。

202も また奏形土器で、各種の調整や地文施文方法、スス・コゲの状況や補修孔をもつことなど、

201と の共通′点は多い。器形は2011こ 比して小振 り・細身で、胴上部の張 りは控えめである。最も異な

る点は、口縁部から顎部に施された沈線文である。日縁部と頸部の境界が横長の列点文によって区画

される点は同じだが、この刺突列の上位に沈線による連続山形文が全周 し、さらに山形文の頂部を区

画するように横走沈線力核Jま れている。言い換えれば、上を横走沈線、下を列点文に区画された連続

山形文が、口縁部下に全周しているのである。また、頚部無文帯の一部には、極めて細 く弱い沈線に

より、曲線主体の意匠不明な文様が描かれている。202の ほかにも、209。 210な ど顎部付近に沈線に

よる文様帯をもつものが認められ、直線 。曲線の組み合わせによる自由な沈線文が用いられているこ

とが理解される。

211～ 215は底部資料である。201・ 202な ど口縁や胴部が大きく張る土器の底部も含まれていると思

われるが、底径は 8～ 6 cmと小さい。これらの上器が胴下部から底部にかけて急激にすぼまり、小さ

い底部をもつものであることを示していると思われる。

このほか、頸部がやや強くすぼまって壺形に近い形態をとるもの (208)、 口唇面に刻みをもつも

の (207)、 底面に地文の施文が認められるもの (211・ 215)な どがあり、該期土器のバラエテイを

示している。

②石器 (第31～34図、写真図版25・ 26)

石鍬およびそれに類すると思われる石器 (216～ 222)

216～ 219は刃部と基部の境界が明瞭な分銅形の石鍬である。216・ 217は、両面加工によりほぼ全周

縁を整形され、刃部と基部の間に打ち欠きと敲打によって作 り出された扶 りをもつ。216・ 217は ほIF

同規模の基部を有するが、216の刃部が縦長の長方形～楕円形であるのに対 し、217は下端が直線的な

半円形を呈し著しく短い刃部となっている。本来216と 同様の形状であった217が、折損等によつて刃
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

部下半を失い、その後再調整を受けて現形状に至った可能性がある。218・ 219は全長が10cmに満たな

い小形のもので、刃部の上端に摘み状の小規模な基部をもつ。刃部下端や基部両側縁付近にわずかに

細部加工剥離が認められることから、目的的な整形加工を受けたものであることは明らかであるが、

全外の加工痕跡は極めて少なく素材の原形から大きく変化していないものと思われる。未成品や粗製

品、あるいは本来的に216・ 217と は性格を異にする石器であつた可能性がある。

220'221は 、216・ 217と 同様に周縁を両面剥離で整形された板状の石器である。長方形に近い形状

で一端を欠損している。221は両側縁の中央部が敲打による整形を受けていることから、216・ 217の

ような石鍬の基部であつた可能性が高いと思われる。222は 218・ 219イこ形態が類似する石片だが、細

部加工が認められない。素材として保持されていたものか。

以上は、いずれも板状に剥離するやや目の粗い頁岩を素材としている。

石鏃および未成品 ?(223・ 224)

223は有茎の凹基鏃である。幅広で下端が尖らない長方形の≧部が特徴的である。また、先端部に

は一単位の幅が l mm強程の極めて細かい細部加工剥離が集中している。加工具の細さ・鋭利さを示す

ものと思われる。この個体は、側縁の一部と脚部 (かえし)の一方を欠損しているが、側縁の欠損は

裏面 (図右面)の火ハネによって生じたものであり、また、脚部を失わせた剥離も側縁欠損部から発

したものであることから、両者は同一原因により同時的に生じた欠損であると考えられる。周囲にお

いて同一素材の石核・剥片類がまとまって出土していることから、製作途中あるいはその直後の段階

に位置づけられる遺物といえよう。224は石匙の摘みに似た突起をもつ石器であるが、細部加工は突

起部以外に認められず周縁に刃部の形成も無いことから石匙とは考えられない。223の茎部によく似

た突起を持つ点や、大きさが同程度であることなどから、石鏃の未成品である可能性をもつものとし

てここに掲載した。

石材はいずれも緻密な頁岩である。

石核 (225～ 232)

調査範囲からは先述のとおり緻密な頁岩を母材とする合計1,957gの 石核・剥片類が出土している。

これらのうちから石核を抜き出しここに示した。石核の剥離面を観察すると、まず、母岩の一端を打

撃して最初の剥離面を形成した後、順次、剥離面を打点として表裏両面に剥片の剥取を進めているも

のが多い。産出されるのは小形でやや厚みのある横長の剥片が中心である。

母岩とされているのは硬質で緻密な頁岩で、原形を残す個体がなく不確定ではあるが径10～ 15cmほ

どの大きさのものが選択・採用されているようである。

磨敲器およびそれに類する礫 (233～ 242)

調査範囲からは合計42個 。9 kg強の礫が出土している。これらのうち人為的作用の痕跡をのこす石

器、および形態等からそれに類すると思われる礫、計10点を掲載した。石器としたものの多くに共通

して認められるのは、礫表面の角張った部位に選択的に集中している敲打痕である (233～ 238)。 長

軸両端や表裏面中央部ではなく、面と面の変換点に生じた突端部を対象物に打ちつけることにより生

じた使用痕と考えられる。周囲の遺物出土状況等から、石器製作のハンマーとして用いられた可能性

を指摘しておきたい。また、使用痕は確認できないが、240・ 241のような均整のとれた楕円形礫もま

た、石器製作に用いる意図のもとに持ち込まれた可能性があろう。

このほか、楕円形礫の表裏中央に凹部が形成されたいわゆる凹石も出上している (242'243)。

用いられる母材としては、安山岩 。デイサイトなどの径10cm前後の河床礫である。
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第30図 B区下位面 出土土器



Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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第33図 B区下位面 出土石器 (3)
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

5 C 区

(1)土   坑
土坑は計16基検出された。内訳は縄文時代の上坑が6基、縄文時代の可能性のあるもの3基、時期

不明のものが 7基である。

土坑 1(第35図、写真図版27)

【位置・検出状況】 ⅡB3 q～ 3rグリッドに位置する。C―Ⅳ層においてC―Ⅲ層相当の不鮮明な円
形プランを検出した。

【規模・形状】 開口部径 197× 187cm、 検出面からの深さは45cm。 平面形は円形、断面形は逆台形
を呈する。

【埋土と堆積状況】 埋土は黒褐色シルトを主体とする。全ての層で炭化物を含む。 3層では礫を多

く含む。自然堆積によるものと判断される。 2層でほぼ完形の台付鉢 (301)が出土している。

【重  複】 陥し穴状遺構2と 陥し穴状遺構23が重複する。陥し穴状遺構 2の真上、陥し穴状遺構
23の北西隅に土坑 1は位置する。陥し穴状遺構23は C―V層上面で検出されたものであり、かつ本遺構

完掘後に陥し穴状遺構 2が検出されていることなどから、本遺構が陥し穴状遺構 2、 陥し穴状遺構23

を切つており、当該遺構間では一番新しいものと考えられる。

【出土遺物】 (第 51図301～ 312・ 第53図361～ 364・ 第54図 401、 写真図版42～ 46)

縄文土器 (301～ 312)、 石器剥片 (365)、 石核 (361～364)、 円盤状石製品 (401)、 礫 (366～ 372)

が出土している。

301は台付鉢である。口縁部内面に沈線、頸部外面に羊歯状文、高台接合部に刺突がある。高台接

合部と体部の縄文施文部の間にヘラで磨いたような削り跡がある。内面にミガキによる調整もある。

302は深鉢である。口縁部～体部にかけて残存する。摩耗が著しい。長石粒子を多く含んでいる。器

面に文様が認められないことから、粗製のものと考えられる。303は壷の体部片である。磨り消しの

施された文様と沈線が残っており、その下に単節LR横回転の縄文が施文される。内面にミガキ痕が

ある。304は鉢である。口縁部～体部にかけて残存する。口縁部に山形の突起があり、その下に羊歯

状文が施される。3051よ董または浅鉢の体部破片である。雲形文の可能性がある文様及び沈線が施文

されている。306は深鉢である。縄文のみが施文された粗製のものと考えられる。全体に施文した後、

口縁部のみを調整しているようである。3071よ深鉢体部である。縄文のみが施文された粗製のものと

考えられる。308は浅鉢か壷の体部破片である。x字文と考えられる文様、沈線、磨り消しによって

構成されている。内面にミガキが施されている。309は浅鉢か壼の容部破片である。雲形文あるいは

大腿骨文の可能性がある文様、沈線が施文されている。ミガキの痕跡はあるが、他のものに比べて磨

き方は雑である。単節LR横回転によって施文される。3101よ深鉢である。縄文のみが施文された粗製

のものと考えられる。311は鉢である。口縁部に山形の小突起があり、その下に羊歯状文が施される。

口縁部内面にも沈線が見られる。312は壷体部の破片である。文様として大腿骨文、沈線が施文され

ている。内面にはミガキが施されている。

361～ 364は石核である。全て奥羽山脈産の頁岩を素材としている。これらはいずれも剥片の一部が

接合しており、製品を作ることを意図して使用された石材と考えられる。365は石器剥片である。奥

羽山脈産の頁岩を素材としている。366～ 372は礫である。素材としている礫は北上山地産のホルンフ

ェルス及び奥羽山脈産のデイサイトである。367・ 369。 371'3721こ ついては、焼けた痕跡があり、近
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5  C

くで火を使っていたことが想定される。

401は 円盤状石製品である。形状は 1ま IF円形を呈する。素材としている礫は奥羽山脈産のデイサイ

トである。土坑 2で出土した円盤状石製品と比べると大きさ。厚さとも小ぶりである。

【遺構の時期】 出土遺物から縄文時代晩期中葉に属すると考えられる。

土坑2(第 35図、写真図版27)

【位置。検出状況】 ⅡB3 r～ 3sに位置する。C―Ⅲ層で遺物・礫等がやや密に分布する様子はあ
ったものの、プランとしてはっきり認識できなかった。そのため、C―Ⅳ～V層 まで掘り下げるために、

南半分を重機で掘り下げたところ、多くの遺物が出上し始めたことから、重機での掘り下げを中止し、

改めて精査したところ、C―Ⅲ層相当の円形プランを確認した。

【規模・形状】 開口部径200× 185cm、 検出面からの深さ50cm。 平面形は円形、断面形は逆台形を呈
する。

【埋土と堆積状況】 埋土は黒褐色シルトを主体とする。上部に土器片を含む。埋土上半には炭化物、
下半には地山ブロックをそれぞれ含む傾向がある。自然堆積によるものと判断される。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 (第51図313～ 323・ 第52図 3/～ 327・ 第53図373～ 375'第 54図402～ 405、 写真図版42・

43 '46)

縄文土器 (313～ 327)、 削器 (373、 374)、 石器剥片 (376～ 378)、 石核 (375)、 円盤状石製品 (402

～404)、 亀形土製品 (405)が出土 している。

313は深鉢の破片である。植物繊維が混じつており、縄文時代前期のものと考えられる。ただし、

1層からの出土であること、他の出土している遺物の時期が縄文時代晩期中葉のものが多いことを考

慮すると、流れ込みによって入つた可能性がある。314は深鉢の体部である。内部におこげの跡がある。

破片の上部に輪積み痕を残 している。315は鉢の体部である。文様帯の部分がないので、詳しい時期

は不明である。内面にはミガキをかけているが、摩耗などによってだいぶすり減っている。316・ 319

は鉢と考えられる容部の破片である。317・ 318は深鉢である。317は体部、318は 口縁部を残す。長石

や石英を多 く含んでいる。単節LR横回転の縄文が施文されているのみの粗製のものである。接合し

ないが同一個体の可能性がある。320は深鉢の底部である。内面におこげの跡がある。底部には木の

葉痕などの痕跡は認められない。321は鉢である。体部に単節RL横回転の縄文が施されているのみで

ある。口縁部が外反している。322は鉢と考えられるものである。日縁部に突起及び 4条の沈線が見

られる。このうち、上から1～ 2列 目及び3～ 4列目の間の隆帯の部分には刺突状の刻み目がある。

323は椀若しくは重である。体部破片の一部で内外面ともに磨きがかかっている。文様がないので、

具体的な時期の特定は困難である。324は壷の顎部である。地文原体等は不明であるが、表面及び内

面の一部に赤色顔料が付着している。325は台付鉢の底部及び高台部である。台部と鉢底部のつなぎ

目のところに沈線が入つている。なお、本遺構ではこの他に台付鉢の高台部が 2点出土している。

326は深鉢である。単節RL斜回転及び横回転の縄文のみが施文されている粗製のものである。3271よ

深鉢である。口縁部のみの残存であるが、326や 317・ 318の ように、口縁部に文様がなく、形状も類

似していることから、縄文のみが施文された粗製のものと考えられる。

373、 374は削器である。ともに埋土中から出土している。373は直線の部分、弧の部分双方に刃部

が作られているが、弧の部分は二次調整の際に粗い調整を行って刃部を作成している。さらに、裏面

に削器として使用するには必要以上の剥離面があり、最終的には縦型の石匙を作ることを考えていた
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可能性がある。3741よ片側のみに刃部がある。素材の礫は奥羽山脈産の頁岩を使用している。375は石

核、376～ 378は石器剥片である。素材の礫は奥羽山脈産の頁岩を使用している。

402～ 404は円盤状石製品である。402・ 403はほぼ円形を、404は楕円形を呈する。土坑 1の円盤状石

製品よりも大きさ。厚さともに一回り大きい。周囲を打ち欠いて円盤状に仕上げている。402は深く

入り込んだ打ち欠きが片面に集中している。素材の礫は全て奥羽山脈産のデイサイトを使用している。

405は亀形土製品である。形態はほぼ楕円形であり、正面の中央には正中線がある。2ケ所に穿孔

があるが、中実である。4対の足を模した切り込みがあり、体部には沈線が入っている。

【その他】 底面に焼土の痕跡がある。斑状に入っており、現地性ではないと考えられる。
なお、断面図を作成し、掘り上げる経過において、東側に遺構が広がることが明らかになったため、

一部空断面になっている (断面図 aの部分)。

【遺構の時期】 出土遺物から縄文時代晩期中葉に属すると考えられる。

土坑 3(第 35図、写真図版28)

【位置・検出状況】 ⅡB4 nグ リッドに位置する。c― V層でC―Ⅲ層相当の隅丸方形状の円形プラン
として検出された。

【規模・形状】 開口部130× 125cm、 検出面からの深さ10cm。 平面形は隅九方形、断面形は逆台形を
呈する。

【埋土と堆積状況】 黒褐色シルトを主体とする。炭化物粒子を少量含む。 2層で地山ブロックをや

や多く含む。一部攪乱が入るが、自然堆積と判断される。

【重  複】 近現代の柱穴と重複する。
【出土遺物】 (第52図 328、 写真図版42)

縄文土器が出上している。鉢の可能性が高い。施文方向は単節RL横回転である。器壁が薄く、ミ

ガキが施されている。

【遺構の時期】 出土した土器から、縄文時代の遺構と考えられる。土器が小破片のため、詳細な時
期については不明である。

土坑 4(第 35図、写真図版28)

【位置・検出状況】 ⅡB5 tグ リッドに位置する。C―V層でC―Ⅲ層相当の円形のプランとして検出
した。

【規模・形状】 開口部90× 87cm、 検出面からの深さ38cm。 平面形は円形、断面形は逆台形を呈する。
【埋土と堆積状況】 黒褐色シルトを主体とする。 2～ 3層 には地山ブロックを少量含む。上面に移

地性の焼上、 1層底面に礫がある。自然堆積と判断される。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 (第52図 329。 第54図 379、 写真図版42・ 46)

縄文土器 (329)が埋土中から、石核 (379)が 1層から出土している。

縄文土器は口縁部のみの残存であるが、326や 317・ 318の ように、口縁部に文様がなく、形状も類

似しており、縄文のみが施文された粗製の深鉢と考えられる。

石核は奥羽山脈産の頁岩を素材としている。

【遺構の時期】 出土遺物から、縄文時代晩期と考えられる。
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土坑 5(第 36図、写真図版28)

【位置・検出状況】 ⅡB5 t～ 5uグ リッドに位置する。c―Ⅳ層でC―Ⅲ層相当の円形のプランとし
て検出した。

【規模・形状】 開口部111× 106cm、 検出面からの深さ42cm。 平面形は円形、断面形は逆台形を呈す
る。

【埋土と堆積状況】 黒褐色シルトを主体とする。埋土上部に炭化物粒子 (径 l mm以下)をわずかに
含む。一部に攪乱が入るが、自然堆積によるものと判断される。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 (第52図 330、 写真図版42'46)

縄文土器片 (330)、 石器剥片 (380)が出土している。

縄文土器は鉢の体部と考えられる。器壁が薄く、植物繊維は含まれていない。内面は磨いている。

摩耗が著しい。

石器剥片は奥羽山脈産の頁岩を素材としている。

【遺構の時期】 出土遺物から、縄文時代に属するものと考えられる。詳細な時期については判断で
きない。

土坑6(第36図、写真図版29)

【位置。検出状況】 ⅡB6 o～ 6pグ リッドに位置する。C―V層でC―Ⅲ層相当の円形プランとして
検出した。

【規模・形状】 開口部151× 132cm、 検出面からの深さ26cm。 平面形は円形、断面形は不整方形であ
る。土坑内に2基、柱穴が狭られるようにある。

【埋土と堆積状況】 黒褐色シルトを主体とするが、一部に暗褐色及び掲色シルトを含む。埋土上部
に炭化物粒子をわずかに含む。自然堆積と判断される。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 (第52図 331～ 333・ 写真図版42)

縄文土器が出土している。

331は深鉢の胴部である。内面に著しいこげの跡が認められる。また、外面上部にもこげの跡が残

っている。施文原体は単節RL斜方向が主体を占めるが、下部に単節RL横回転の施文がある。装飾や

文様帯がないので、詳細な時期については不明であるが、縄文時代のものであることは確かである。

332は鉢である。口縁部に簡略化された突起状の高まりと1～ 2条の沈線があるのみである。植物繊

維は胎土中に含まれていない。333は深鉢である。326や 317、 318のように、口縁部に文様がなく、形

状も類似していることから、縄文のみが施文された粗製のものと考えられる。

土坑6内桂穴状土坑 1

【検出状況】 土坑 6断面観察時に柱穴状土坑の存在を確認した。

【規模・形状】 開口部45× 43cm、 検出面からの深さ35cm。 平面形は円形を呈する。土坑 6を狭るよ
うにある。

【埋土と堆積状況】 黒褐色シルト～暗褐色シルトを主体とする。自然堆積と判断される。土坑 6断
面の6～ 8層が柱穴状土坑の埋土と考えられる。

【出土遺物】 なし。
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土坑6内柱穴状土坑 2

【検出状況】 土坑 6完掘後に柱穴状土坑の存在を確認した。

【規模・形状】 開口部50× 40cm、 検出面からの深さ30cm。 平面形は円形を呈する。土坑 6を快るよ
うにある。

【埋土と堆積状況】 褐色シルトブロックを少量含んだ暗褐色シルトを主体とする。

【出土遺物】 なし。
【その他】 平面図へのセクションポイント記入を落としてしまったため、断面図のみを示している。
【遺構の時期】 出土遺物から、縄文時代の遺構と考えられる。

土坑 7(第 36図、写真図版29)

【位置。検出状況】 ⅡB5 oグ リッドに位置する。C― V層でC―Ⅲ層相当の楕円形プランとして検出
した。なお、大部分は生文課トレンチにより削平を受けており、完全に削平された部分、残りはした

が削平を受けている部分、 トレンチによって削平を受けなかった部分がある。また、断面図について
は、調査員のミスにより、一部カラ断面になっている。

【規模・形状】 開口部135× (86)cm、 検出面からの深さ15～ 20m。 平面形は楕円形、断面形は方
形を呈する。

【埋土と堆積状況】 黒褐色シルト及び暗褐色砂質シルトを主体とする。埋土上部では炭化物粒子を
わずかに含む。2層で地山ブロックをやや多く含む。自然堆積と判断される。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋上がⅢ層に類似するため、縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物がな

いことから、詳細な時期は不明とせざるを得ない。

上坑 8(第 36図、写真図版28)

【位置・検出状況】 ⅡB6 nグ リッドに位置する。C―Ⅳ～V層でC―Ⅲ層相当の半円形のプランとし
て検出した。なお、北側半分は生文課トレンチにより削平されていた。

【規模・形状】 開口部130× (78)cm、 検出面からの深さ17cm。 平面形は半円形、断面形は逆台形
を呈する。

【埋土と堆積状況】 黒褐色シルトを主体とする。地山ブロックをわずかに含む。自然堆積と判断さ

れる。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋土がⅢ層に類似するため、縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物がな

いことから、詳糸田な時期は不明とせざるを得ない。

土坑 9(第 37図、写真図版30)

【位置。検出状況】 ⅡB5 tグリッドに位置する。C―Ⅳ～V層でC―Ⅲ層相当の円形プランとして検
出した。

【規模。形状】 開口部86× 82cm、 検出面からの深さ30cm。 平面形は円形、断面形は半円形を呈する。
【埋土と堆積状況】 黒褐色シルトを主体とする。埋土全体に炭化物粒子 (径 l mll以下)をわずかに
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含んでいる。自然堆積によるものと判断される。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋上の特徴から、縄文時代のものと考えられるが、遺物が出上していないので、詳

細な時期については不明とせざるを得ない。

土坑10(第 37図、写真図版30)

【位置・検出状況】 ⅡB5 t～ 6tグリッドに位置する。C―V層で褐色シルトが斑状に入った暗掲
色上のプランとして検出した。

【規模。形状】 開口部130× 123cln、 検出面からの深さ77cm。 平面形は円形、断面形は方形を呈する。
【埋土と堆積状況】 黒褐色のシルトと暗褐色のシルト～砂を主体とする。炭化物を微量、小礫をわ
ずかに含む。埋土上半に地山ブロック (褐色シルト)を多く含んでいる。8層 に焼土状粒子をわずか

に含む。焼土は移動したものであり、土坑南西側にブロック状に入つている。北側にはほとんど含ま

れない。坦土下半は自然堆積によるものと判断されるが、上半については人為堆積の可能性がある。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋土の最上部がC―Ⅲまたはc―Ⅳ層相当の上でないことから、縄文時代の遺構ではな
い。近世以降の遺構と考えられるが、遺物が出土していないので、詳細な時期については不明である。

土坑11(第37図、写真図版30)

【位置。検出状況】 ⅡB6 kグ リッドに位置する。C―V層で暗褐色シルトブロックによる円形のプ
ランとして検出した。

【規模・形状】 開田部122× (66)cm、 検出面からの深さ12cm。 平面形は円形、断面形は逆台形を
呈する。

【埋土と堆積状況】 黒褐色シルトを主体とする。堆積は自然堆積と考えられる。
【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 時期の特定できる遺物が出上しておらず、不明である。

土坑12(第37図、写真図版30)

【位置。検出状況】 ⅡB6 mグリッドに位置する。C―V層でC―Ш層相当の不整形のプランを確認し
た。2本の農業用水のパイプによって攪乱を受けている。

【規模・形状】 開口部180× 117cm、 検出面からの深さ25cln。 平面形は不整楕円形、断面は逆台形を
呈する。

【埋土と堆積状況】 黒褐色シルトの単層である。堆積は自然堆積と考えられる。
【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 時期の特定できる遺物が出上しておらず、不明である。

土坑13(第38図、写真図版31)
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【位置・検出状況】 ⅡB6 oグ リッドに位置する。c― V層で暗褐色シルトブロックによる円形のプ
ランとして検出した。

【規模・形状】 開口部69× 66cm、 検出面からの深さ1lcm。 平面形は円形、断面形は逆台形を呈する。
【埋土と堆積状況】 暗褐色と褐色のシルトを主体とする。堆積は自然堆積と考えられる。
【重  複】 住居状遺構 2と重複する。重複関係から、住居状遺構 2が古く本遺構が新しいと考え
られる。

【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 時期の特定できる遺物が出土しておらず、不明である。

土坑14(第 38図、写真図版31)

【位置・検出状況】 Ⅱ B16 qグ リッドに位置する。C―V層で暗褐色シルトブロックによる円形のプ
ランとして検出した。

【規模・形状】 開口部47× 40cm、 検出面からの深さ10cm。 平面形は円形、断面形は逆台形を呈する。
【埋土と堆積状況】 暗褐色シルトを主体とする。堆積は自然堆積と考えられる。
【重  複】 陥し穴状遺構11と 重複する。重複関係から、陥し穴状遺構11が古く本遺構が新しいと
考えられる。

【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 時期の特定できる遺物が出土しておらず、不明である。

土坑15(第38図、写真図版31)

【位置・検出状況】 ⅡB9mグリッドに位置する。GV層でGШ層相当の円形のプランとして検出した。
【規模・形状】 開口部73× 66cm、 深さ20～ 27cm。 平面形は円形、断面形は不整形を呈する。
【埋土と堆積状況】 黒褐色シルトの単層である。堆積は自然堆積と考えられる。
【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 時期の特定できる遺物が出土しておらず、不明である。

土坑16(第38図、写真図版31)

【位置・検出状況】 ⅡBlllグ リッドに位置する。C―V層で暗掲色シルトブロックによる円形のプ
ランとして検出した。

【規模・形状】 開口部60× 40cm、 検出面からの深さ10cm。 平面形は円形、断面形は逆台形を呈する。
【埋土と推積状況】 暗褐色と褐色のシルトを主体とする。堆積は自然堆積と考えられる。
【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 時期の特定できる遺物が出土しておらず、不明である。

(2)陥 し穴 状 遺 構 (第 39～49図、写真図版32～40
これまでの他遺跡での調査成果から陥し穴としての用途が考えられることから、いわゆる「陥し穴

状遺構」と報告されているものである。以下、検出された陥し穴状遺構について詳述する。

なお、規模の計測値は開口部・底部ともに長軸×短軸としている。各陥し穴状遺構の規模・平面形
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などの計測値・特徴は第10表 陥し穴状遺構観察表 (p88)に 示しているので、併せて参照されたい。
①溝状の陥し穴状遺構

計21基が検出されている。この中には楕円形状の範疇に含まれるもの 2基 (陥 し穴状遣構 8と 9)

を含んでいる。また、瓢箪形をしたものも2基 (陥 し穴状遺構 5と 17)含まれている。拡張部分を含

めたc区全域に分布する。長軸方向はほぼ傾斜方向に沿っている。いくつか同時期に使われた組のも

のはあるが、規則性や連続性などの相関関係は原則的に認められない。検出面はC―V層、埋土の主体

はC―Ⅲ層相当の黒色上で、数次の堆積の間に壁崩落上が狭在する。具体的な構築時期は不明であるが、

陥し穴状遺構 2が土坑 1と 重複し、土坑 1が新しいことが重複関係で明らかなことから、縄文時代晩

期中葉よりは古いことは確かである。また、陥し穴状遺構 7が陥し穴状遺構 8と重複し、陥し穴状遺

構 7が新 しいことも明らかであるが、両方とも陥し穴状遺構であることから、具体的な時期の特定は

難しい。

陥し穴状遺構 1(第 39図、写真図版32)

【位置・検出状況】 ⅡB3 pグ リッドに位置する。c―V層 において、C―Ⅲ層相当の溝状のプランと
して検出した。

【規模・形状】 開口部345× 48cm、 中央部深さ65cm。 平面は溝状、断面はU字形を呈する。
【主軸方向】 N-62°―E。

【埋土と堆積状況】 埋土は褐色砂質シルト及び黒褐色～暗褐色シルトを主体とする。自然堆積と判
断される。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 坦土がC―Ⅲ層に類似するため縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物がな
いことから、詳細な時期は不明とせざるを得ない。

陥し穴状遺構 2(第 39図、写真図版32・ 46)

【位置・検出状況】 ⅡB3 rグリッドに位置する。土坑 1完掘後にC―Ⅲ層相当の溝状のプランとし
て検出した。

【規模・形状】 開田部177× 41cm、 中央部深さ72cm。 平面は溝状、断面はU字形を呈する。
【主軸方向】 N-85°―E。

【埋土と推積状況】 埋土は暗褐色シルトを主体とし、その上部にC―Ⅲ層相当の黒褐色シルトが入る。
自然堆積と判断される。中央付近に杭状の小穴を2個確認した。

【重  複】 土坑 1と重複する。土坑 l検出時には確認できず、精査後に検出されたものであるこ
とから、土坑 1が新しく、本遺構が古いものと考えられる。

【出土遺物】 石器剥片 (381)が出上している。
【遺構の時期】 埋土がc―Ⅲ層に類似するため縄文時代の遺構である可能性が高いが、時期を決定で
きる出土遺物がないことから、詳細な時期は不明とせざるを得ない。但し、土坑 1よ り古いことは明

らかなので、縄文時代晩期中葉より前であることは確実である。

陥し穴状遺構 3(第 39図、写真図版32)

【位置。検出状況】 ⅡB3 qグリッドに位置する。c―V層 において、C―Ⅲ層相当の溝状のプランと
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して検出した。

【規模・形状】 開口部幅35cm、 中央部深さ56cm。 平面は溝状、断面はV字形を呈する。
【主軸方向】 N-6°―W。

【埋土と堆積状況】 埋土は黒褐色～暗褐色シルトを主体とする。自然堆積と判断される。
(重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋土がC―Ⅲ層に類似するため縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物がな
いことから、詳細な時期は不明とせざるを得ない。

【その他】 詳細平面図の記録取り忘れがあり、1/40の平面図はない。

陥し穴状遺構 4(第 39・ 52図、写真図版32・ 43)

【位置。検出状況】 ⅡB4 tグ リッドに位置する。C―V層において、C―Ⅲ層相当の溝状のプランと
して検出した。

【規模・形状】 開口部176× 62cm、 中央部深さ95cm。 平面は溝状、断面はU字形を呈する。
【主軸方向】 N-70°―E。

【埋土と堆積状況】 埋土は暗掲色～褐色のシルト及び褐色の砂質シルトを主体とし、最上部に黒掲

色シルトが入る。自然堆積によるものと判断されるが、 1・ 4・ 7層 については植物の根として入り

込んだ可能性もある。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 縄文土器 (334)が出上している。胎土に植物繊維が混じつている。地文原体は峨 回
転であることははっきりしているが、摩耗が著しいことから文様の詳しい種類までははっきりしない。

【遺構の時期】 1層から出土した土器からは縄文時代前期前半になるが、前期の遺構になると考え
られる円形の陥し穴状遺構の埋土と異なる埋上の様相を呈しており、遺物は流れこみの可能性が高い。

このため、詳細な時期は不明とせざるを得ない。

陥し穴状遺構 5(第40図、写真図版33)

【位置。検出状況】 ⅡB4 oグ リッドに位置する。C―V層において、C―Ⅲ層相当の両端が広がった
ひょうたん形状のプランとして検出した。

【規模・形状】 開口部269× 65～ 108cm、 中央部深さ75m。 平面はひようたん形、断面は逆台形を呈
する。但し、縦断面でとつている。

【主軸方向】 N-79°―W。

【埋土と堆積状況】 埋土は黒褐色～暗褐色のシルトを主体とする。地山は中央部分が高く、両端に

向かうにつれて下がつている。東側で崩落があつたものの、自然堆積を基本とするものと判断される。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋土がC―Ⅲ層に類似するため、縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物が

ないことから、詳細な時期については不明である。

【その他】 逆茂木状の痕跡が2本見つかつたが、掘りすぎ及び担当者が当初2つの土坑と誤認し、

陥穴とすぐに認識できなかったことにより、平面にその様子を図化することができなかった。
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陥し穴状遺構 6(第40図、写真図版33)

【位置・検出状況】 ⅡB5 nグリッドに位置する。c― V層においてC―Ⅳ層相当の溝状のプランとし
て検出した。

【規模・形状】 開口部142× 65m、 中央部深さ65cm。 平面は溝状、断面はV字形を呈する。
【主軸方向】 N-82°―E。

【埋土と堆積状況】 埋土は暗褐色のシルト～砂質シルトを主体とする。6層の上が堆積後、地山が

崩落したが、その後は自然堆積したものと判断される。生文課試掘トレンチにより掘削され、検出面

が他の遺構と比べて低い位置にあることから、遺構本来の大きさは、今回検出された規模よりも大き

いものと考えられる。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋上の構成及び形態が、本遺跡内にある溝状の陥し穴に類似するため、縄文時代の
遺構である可能性が高いが、出土遺物がないことから、詳細な時期は不明とせざるを得ない。

陥し穴状遺構 7(第40図、写真図版33)

【位置・検出状況】 ⅡB4 qグリッドに位置する。C―V層において、C―Ⅲ層相当の溝状のプランと
して検出した。

【規模・形状】 開口部185cm以上×48cm、 中央部深さ70cm。 平面は溝状、断面はV字形を呈する。
【主軸方向】 N-45°…W。

【埋土と堆積状況】 埋土は暗褐色のシルト～砂質シルトを主体とし、上部及び底面に黒褐色シルト

が入る。自然堆積によるものと判断される。

【重  複】 陥し穴状遺構 8と重複する。平面では重複関係ははっきりしなかったが、断面観察か
ら陥し穴状遺構 8が古く、本遺構が新しい様子が観察される。上述した規模の開口部を185cm以上と

したのは、このためである。

【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋上がC―Ш層に類似するため、縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物が
ないことから、詳細な時期は不明である。但し、陥し穴状遺構 8よ りは新しい。

陥し穴状遺構 3(第40図、写真図版34)

【位置・検出状況】 ⅡB4 qグリッドに位置する。C― V層 において、C―Ⅲ層相当の楕円形状のプラ
ンとして検出した。

【規模・形状】 開口部172× 94cm、 中央部深さ103cm。 平面は楕円形、断面はV字形を呈する。底面
に杭状の穴の痕跡は認められない。

【主軸方向】 N-61°―E。

【埋土と堆積状況】 埋土は暗褐色～褐色のシルト～砂質シルトを主体とし、上部に黒褐色シルト、

底面に暗褐色砂が入る。自然堆積によるものと判断される。

【重  複】 陥し穴状遺構 7と 重複する。平面では重複関係ははっきりしなかったが、断面観察か
ら、陥し穴状遺構 7が新しく、本遺構が古い様子が観察される。

【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋土がC―Ш層に類似するため、縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物が
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ないことから、詳細な時期は不明である。ただし、陥し穴状遺構7よ りは古くなる。

陥し穴状遺構 9(第41・ 54図、写真図版34・ 46)

【位置・検出状況】 ⅡB5 qグ リッドに位置する。C―V層において、C―Ⅲ層相当の楕円形状のプラ
ンとして検出した。

【規模・形状】 開田部170× 108cm、 中央部深さ100cm。 平面は精円形、断面はV字形を呈する。底面
に杭状の穴の痕跡は認められない。

【埋土と堆積状況】 埋土は暗褐色シルトと褐色砂質シルトを主体とし、上部に黒褐色シルト、底面       .
に暗掲色砂質シルトが入る。壁面の崩落等があったものの、自然堆積によるものと判断される。

【重  複】 なし。
【主軸方向】 N-79°―W
【出土遺物】 石鏃 (382)、 石器剥片 (383)が出上している。石鏃の形状は二等辺三角形を呈し、
基部が直線的で中茎のない無茎鏃である。

【遺構の時期】 埋土がC―Ⅲ層に類似するため、縄文時代の遺構である可能性が高いが、時期を決定
できる出土遺物がないことから、詳細な時期は不明である。

陥し穴状遺構10(第41図、写真図版34)

【位置 。検出状況】 ⅡB6 oグ リッドに位置する。C―V層において、C―Ш層相当の溝状のプランと
して検出した。

【規模・形状】 開口部186× 40cm、 中央部深さ50cm。 平面は溝状、断面はV字形を呈する。
【主軸方向】 N-65イW。

【埋土と堆積状況】 埋土は暗褐色～褐色の砂質シルトを主体とし、上部に黒褐色シルトが入る。自

然堆積によるものと判断される。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋上がC―Ⅲ層に類似するため、縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物が
ないことから、詳細な時期は不明とせざるを得ない。

陥し穴状遺構11(第41図、写真図版35)

【位置・検出状況】 ⅡB16 qグ リッドに位置する。C―V層において、C―Ⅲ層相当の溝状のプランと
して検出した。

【規模・形状】 開口部279× 79cm、 中央部深さ73cln。 平面は溝状、断面はU字形を呈する。
【主軸方向】 N-73°中WO

【埋土と堆積状況】 埋土は黒褐色シルト、暗褐色～褐色の砂質シルトを主体とする。自然堆積と判

断される。

【重  複】 土坑14と 重複する。重複関係から、土坑14が新しく、本遺構が古い。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋上がC―Ⅲ層に類似するため、縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物が
ないことから、詳細な時期については不明である。
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陥し穴状遺構12(第 42図、写真図版35)

【位置。検出状況】 Ⅱ B12 pグ リッドに位置する。c― V層において、C―Ⅲ層相当の溝状のプランと
して検出した。

【規模・形状】 開口部312× 55cm、 中央部深さ79cm。 平面は溝状、断面はV字形を呈する。
【主軸方向】 N-73°―W。

【埋土と堆積状況】 埋土は、暗褐色のシルト～砂質シルトを主体とし、上部及び底面に黒褐色シル

トが入る。自然堆積によるものと判断される。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋土がC―Ⅲ層に類似するため、縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物が

ないことから、詳細な時期は不明である。

陥し穴状遺構13(第 42図、写真図版35)

【位置。検出状況】 ⅡB12 sグ リッドに位置する。C― V層において、C―Ⅲ層相当の溝状のプランと
して検出した。

【規模 。形状】 開口部297× 56cla、 中央部深さ84cln。 平面は溝状、断面はV字形を呈する。
【主軸方向】 N-71°―E。

【埋土と堆積状況】 黒褐色シルトと暗褐色砂質シルトを主体とし、上部に黒褐色シルトが入る。底
面以外の埋土には地山ブロックが含まれている。自然堆積によるものと判断される。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋上がC―Ⅲ層に類似するため、縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物が
ないことから、詳細な時期については不明である。

【その他】 本遺構は、当初調査予定範囲の最東端で検出されたものである。

陥し穴状遺構14(第 42図、写真図版35)

【位置・検出状況】 Ⅱ B15mグリッドに位置する。c―V層において、C―Ⅲ層相当の溝状のプランと
して検出した。

【規模・形状】 開口部357× 55cm、 中央部深さ78cm。 平面は溝状、断面はV字形を呈する。
【主軸方向】 N-57°中E。

【埋土と堆積状況】 埋土は、褐色シルト～砂質シルト及び黒褐色～暗褐色シルトを主体とし、最上

部に黒色～黒褐色のシルト、底部に暗褐色シルトが入る。堆積は自然堆積によるものと判断される。

1～ 3層 には、植物の根によるカクランが入つている。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋土力池―Ⅲ層に類似するため、縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物が
ないことから、詳細な時期については不明である。

陥し穴状遺構15(第 43図、写真図版36)

【位置。検出状況】 ⅡB15 qグ リッドに位置する。C―V層において、C―Ⅲ層相当の溝状のプランと
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して検出した。

【規模・形状】 開田部340× 67cm、 中央部深さ98cm。 平面は溝状、断面はU字形を呈する。
【主軸方向】 N-83°―W。

【埋土と推積状況】 埋土は黒掲色シルト及び暗褐色～褐色の砂質シルトを主体とし、最上部に黒褐
色シルト、底部に黒褐色砂質シルトが入る。自然堆積によるものと判断されるが、一部に植物根によ

るカクランがある。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋土がC―Ⅲ層に類似するため、縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物が

ないことから、詳細な時期については不明である。

陥し穴状遺構16(第43図、写真図版36)

【位置・検出状況】 Ⅱ B17mグリッドに位置する。C―V層 において、C―Ⅲ層相当の溝状のプランを
検出した。

【規模・形状】 開口部356× 45cm、 中央部深さ76cm。 平面は溝状、断面はV字形を呈する。
【主軸方向】 N-71°―W。

【埋土と堆積状況】 埋土は賠褐色シルト、褐色シルト～砂質シルトを主体とし、最上部に黒～黒褐

色シルト、底部に暗掲色シルトが入る。上部褐色砂質シルトより上については若千混じりがあるが、

自然堆積を基本とするものと考えられる。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋土がC―Ш層に類似するため、縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物が

ないことから、詳細な時期については不明である。

陥し穴状遺構17(第 44図、写真図版36)

【位置。検出状況】 IB16 rグリッドに位置する。C― V層 において、C―Ⅲ層相当のひょうたん形を

したプランとして検出した。

【規模・形状】 開口部341× 100～ 128cln、 深さ110～ 115cm。 平面はひょうたん形、断面は、西側はV
字形、東側はU字形を呈する。

【主軸方向】 N-88°一E。

【埋土と堆積状況】 上部は黒褐色～暗褐色のシルト、下部は褐色砂質シルトを主体とする。自然堆
積ではあるが、堆積に際しては、時間的に3段階に分かれる可能性がある。掘り直して再度陥し穴と

して使用した可能性もある。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋土がC―Ⅲ層に類似するため縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物がな

いことから、詳細な時期は不明とせぎるを得ない。

陥し穴状遺構18(第 43図、写真図版37)

【位置。検出状況】 ⅡB18tグリッドに位置する。C…V層 において、C―Ⅲ層相当の溝状のプランと
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して検出 した。

【規模・形状】 開口部309× 44cln、 中央部深さ80cm。 平面は溝状、断面はV字形を呈する。
【主軸方向】 N-86°一E。

【埋土と堆積状況】 埋土は黒色～暗褐色のシルトを主体とする。暗褐色シルトでは褐色シルトブロ
ックを含む。自然堆積によるものと判断される。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋土がC―Ш層に類似するため縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物がな
いことから、詳細な時期は不明とせざるを得ない。

陥し穴状遺構19(第 44図、写真図版37)

【位置。検出状況】 Ⅱ B20 tグ リッドに位置する。C―V層において、C―Ш層相当の溝状のプランと
して検出した。なお、北西側は南東側よりも広くなっている。

【規模・形状】 開口部344× 48～ 78cm、 中央部深さ96cm。 平面は溝状を呈するが若干北西側が広が
っている。断面はV字形を呈する。

【主軸方向】 N-42°―E。

【埋土と堆積状況】 埋土は黒褐色～褐色の砂質シルトを主体とする。自然堆積によるものと判断さ

れる。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋上がC―Ⅲ層に類似するため縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物がな
いことから、詳細な時期は不明とせざるを得ない。

陥し穴状遺構20(第44図、写真図版37)

【位置・検出状況】 ⅡB23jグリッドに位置する。C― V層 においてC―Ⅲ層相当の溝状のプランとし
て検出した。本遺構の東側が水路部分にかかることから、東半分のみ精査をし、西半分については平

面検出にとどめている。

【規模・形状】 開口部は283× 65cln、 中央部深さ87cm。 平面は溝状、断面はU字形を呈する。
【主軸方向】 N-85°―E。

【埋土と推積状況】 黒褐色シルトと暗褐色～褐色砂質シルトを主体とし、互層で堆積している。自

然堆積によるものと判断される。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋土がC―Ⅲ層に類似するため縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物がな

いことから、詳細な時期は不明とせざるを得ない。

陥し穴状遺構21(第44図、写真図版37)

【位置。検出状況】 Ⅱ B22 rグリッドに位置する。C―Ⅳ～V層においてC―Ⅲ層相当の溝状のプラン
として検出した。なお、水路部分に本遺構の東側がかかることから、東半分のみ精査をし、西半分に

ついては平面検出にとどめている。
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【規模・形状】 開口部は282m× 52m、 中央部深さ93m。 平面は溝状。断面はU字形。
【主軸方向】 N-66°―E。

【埋土と堆積状況】 埋土の主体は褐色の粘土～シルトと黒色シルトである。底面付近に褐色砂質シ

ルトがある。自然堆積によるものと判断される。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋土がC―Ш層に類似するため縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物がな

いことから、詳細な時期は不明とせざるを得ない。

②円形の陥し穴状遺構

計11基が検出されている。当初調査予定範囲内のみに分布し、拡張部分には分布しない。調査区西

側の洪水堆積層堆積前の段丘崖から緩斜面の部分にまとまって分布する傾向がある。検出面はC― V層、

埋上の主体はC―Ⅳ層相当の暗褐色土で、数次の堆積の間に壁崩落上が狭在する。具体的な構築時期は

不明であるが、陥し穴状遺構23が土坑 1と 重複し、土坑 1が新しいことは明らかである。また、出土

炭化材による放射性炭素年代測定を実施した結果、おおよそ6000年前に陥し穴状遺構は既に存在して

いた可能性が出てきている。なお、規模・形状の計測値について、括弧書きしているものは、残存部

分の数値である。

陥し穴状遺構22(第46・ 52図、写真図版38'43)

【位置・検出状況】 ⅡB3 qグリッドに位置する。c…V層でC―Ⅳ層相当の不明瞭な円形プランを検
出した。

【規模・形状】 開口部幅113cln、 底部幅8Ct14、 中央部深さ83cln。 平面は円形、断面は逆台形を呈する。
【埋土と堆積状況】 埋土上部は暗褐色シルト、下部は褐色シルト～砂質シルトを主体とする。 2～

3層で縄文土器が見つかつている。自然堆積によるものと判断される。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 縄文土器 (335)が出土している。胴部の破片であるが、胎土に植物繊維が混じって
いる。底部が尖底になる可能性がある。地文原体は摩耗が著しく詳細は不明であるが、単節RLの要

素があることは確認できる。

【遺構の時期】 出土した土器からは早期～前期前半になるが、陥し穴の性格上、作られたのはそれ
と同時期かそれよりも前になる。

【その他】 詳細平面図の記録取り忘れがあり、1/40の平面図はない。

陥し穴状遺構23(第46図、写真図版38)

【位置・検出状況】 ⅡB6 oグ リッドに位置する。c―V層でC―Ⅳ層相当の不明瞭な円形プランとして
検出した。

【規模・形状】 開口部134× 130cm、 中央部深さ90cm。 平面は円形、断面は逆台形を呈する。
【埋土と堆積状況】 暗褐色～褐色のシルトを主体とする。掘られてからしばらくは堆積しなかった
が、堆積は自然堆積と考えられる。

【重  複】 土坑 1と重複する。土坑 1を精査してC―Ⅳ層を除去した後に確認された遺構であるこ
とから、土坑 1が新しく本遺構が古いと考えられる。

【出土遺物】 なし。
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【遺構の時期】 放射性炭素年代測定や重複関係等から、縄文時代前期の遺構と考えられる。
【その他】 中央付近に杭穴状の穴が 1個見つかっている。また、埋土中より炭化物を検出したこと
から、放射性炭素年代測定 (AMS法 )を実施している。対象は6層及び8層である。年代は6層出土

試料が5,840± 40yrBP、 8層出土試料が5,890± 40yrBPを示している。 (附編3参照。)

陥し穴状遺構24(第46・ 52図、写真図版38・ 43・ 46)

【位置・検出状況】 ⅡB4 sグリッドに位置する。c―V層でC―Ⅳ層相当の不明瞭な円形のプランと
して検出した。

【規模・形状】 開口部134× 120m、 中央部深さ115cm。 平面は円形、断面は逆台形を呈する。
【埋土と堆積状況】 暗褐色と褐色の砂質シルトを主体とし、その上に1層が堆積している。 1層 に
は土器片を含んでいる。自然堆積であると判断される。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 縄文土器 (336)、 石器剥片 (384～ 386)が出上している。縄文土器は胴部の破片で

ある。胎土に植物繊維を含んでいる。

【遺構の時期】 出土した土器からは前期前半になるが、陥し穴の性格上、作られたのはそれと同時
期かそれよりも前になる。

陥し穴状遺構25(第47図、写真図版38)

【位置・検出状況】 ⅡB3 tグリッドに位置する。C‐V層でC―Ⅳ層相当の不明瞭な円形のプランと
して検出した。

【規模・形状】 開口部140× 122cm、 中央部深さ116cm。 平面は円形、断面は不整方形であるが、断
面のもとは逆台形と推定される。

【埋土と堆積状況】 暗掲色のシルト～砂質シルトと褐色砂質シルトを主体とする。自然堆積である
と判断される。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋土がC―Ⅳ層に類似するため縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物がな
いことから、詳細な時期は不明とせざるを得ない。

陥し穴状遺構26(第47図、写真図版39)

【位置・検出状況】 ⅡB4 uグリッドに位置する。C―V層でC―Ⅳ層相当の不明瞭な円形のプランと
して検出した。

【規模・形状】 開口部143× H9cm、 中央部深さ109cm。 平面は円形、断面は逆台形を呈する。
【埋土と堆積状況】 暗褐色～褐色のシルトを主体とする。堆積状況から、自然堆積であると判断さ
れる。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋土がcいⅣ層に類似するため縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物がな

いことから、詳細な時期は不明とせざるを得ない。
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陥し穴状遺構27(第47図、写真図版39)

【位置・検出状況】 ⅡB6 pグ リッドに位置する。c―V層でC―Ⅳ層相当の不明瞭な円形のプランと
して検出した。

【規模・形状】 開口部138× 129cm、 中央部深さ120cm。 平面は円形、断面は逆台形を呈する。
【埋土と堆積状況】 暗褐色シルトと褐色のシルト～砂質シルトを主体とする。自然堆積の様相を呈
する。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋土がC―Ⅳ層に類似するため縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物がな
いことから、詳細な時期は不明とせざるを得ない。

陥し穴状遺構28(第48図、写真図版39・ 46)

【位置・検出状況】 ⅡB6 sグ リッドに位置する。C―V層でC―Ⅳ層相当の不鮮明な円形のプランと
して検出した。

【規模・形状】 開口部128× 125cn、 中央部深さ106cm。 平面は円形、断面は方形を呈する。
【埋土と堆積状況】 暗褐色シルトと褐色砂質シルトを主体とする。 1、 2層では少量小礫を含んで
いる。5層 には砂が入っており、8層の崩落土を含んでいるものと考えられる。堆積は自然堆積と判

断される。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 石器剥片 (387)が出土している。
【遺構の時期】 埋土がc―Ⅳ層に類似するため縄文時代の遺構である可能性が高いが、時期を決定で
きる出土遺物がないことから、詳細な時期は不明とせざるを得ない。

陥し穴状遺構29(第48図、写真図版39)

【位置・検出状況】 ⅡB8 pグ リッドに位置する。C―V層でC―Ⅳ層相当の不鮮明な円形のプランと
して検出した。

【規模 。形状】 開口部117× H7cm、 深さ92cm。 平面は円形、断面は逆台形を呈する。
【埋土と堆積状況】 暗褐色シルト及び褐色砂質シルトを主体とする。自然堆積と判断される。
【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋土がC―Ⅳ層に類似するため縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物がな

いことから、詳細な時期は不明とせざるを得ない。

陥し穴状遺構30(第48図、写真図版40)

【位置・検出状況】 ⅡB7 tグ リッドに位置する。c― V層でC―Ⅳ層相当の不鮮明な円形のプランと
して検出した。なお、円形プランの中央部にC―Ⅲ層相当の上が小円状に入っている。

【規模・形状】 開口部 (65)× 114cm、 中央部深さ120cm。 平面は円形、断面は不整方形だが、断面
イよもともと逆台形と推定される。

【埋土と堆積状況】 暗褐色シルト～砂質シルトを主体とする。ほぼ自然堆積と判断される。なお、
5層 は3層の崩落により堆積した可能性がある。
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【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋上がC―Ⅳ層に類似するため縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物がな
いことから、詳糸田な時期は不明とせざるを得ない。

陥し穴状遺構31(第49図、写真図版40)

【位置。検出状況】 ⅡB8 uグ リッドに位置する。C―V層でC―Ⅳ層相当の不鮮明な円形のプランとし
て検出した。

【規模・形状】 開田部124× 1 16cln、 中央部深さ120cln。 平面は円形、断面は逆台形を呈する。
【埋土と堆積状況】 暗褐色及び褐色のシルト～砂質シルトを主体とする。堆積は自然堆積と判断さ
れる。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋上がC―Ⅳ層に類似するため縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物がな
いことから、詳細な時期は不明とせざるを得ない。

陥し穴状遺構32(第49図、写真図版40)

【位置 。検出状況】 ⅡB9 tグリッドに位置する。C―V層でC―Ⅳ層相当の不鮮明な円形のプランと
して検出した。

【規模・形状】 開口部110× 109cm、 中央部深さ1 1 lcln。 平面は円形、断面は不整方形だが、断面は
もともと逆台形と推定される。

【埋土と堆積状況】 暗褐色シルト及び褐色砂質シルトを主体とする。自然堆積と判断される。南側

は壁が崩落している可能性がある。

【重  複】 なし。
【出土遺物】 なし。
【遺構の時期】 埋上がC―Ⅳ層に類似するため縄文時代の遺構である可能性が高いが、出土遺物がな
いことから、詳細な時期は不明とせざるを得ない。

(3)そ の 他 の 遺 構
掘立柱建物跡 (第 50図、写真図版41)

ⅡB7 1・ 81・ 7m・ 8mグリッド付近に小屋状の建物跡を構成すると考えられる柱穴群がある。

一辺2.4～ 2.5mの 1× l間の規模である。埋土はloYR2/3～ 3/3黒褐色～暗褐色のシルトを主体とし、

地山ブロックを混入するものもある。C―V層上面で検出され、プランも明瞭である。埋上の特徴から、

縄文時代の遺構とは区別される。埋土からは帰属年代を示す遺物は出土していない。時期は近世～近

現代のものと考えられる。

住居状遺構 1(第50・ 52図、写真図版41・ 43)

【位置 。検出状況】 ⅡB6 oグリッドに位置する。C― V層で、褐色砂質シルトブロックを多く含ん
だ黒褐色シルトを主体とする円形状のプランとして検出した。なお、西側は風倒木によって切られて

いる。
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【規模・形状】 開口部長軸304×短軸158cm、 中央部深さ17cm。 平面は円形を呈する。
【埋土と堆積状況】 褐色砂質シルトブロックを多く含んだ黒褐色シルトを主体とする。堆積は自然
堆積と考えられる。

【重  複】 西側を風倒木痕により切られている。
【出土遺物】 土器 (337・ 338)が出土している。337、 338と もに口縁部である。337に は口縁部に
刻み及び 2条の沈線が入つている。3381ま粘土紐を貼り付けた後に刻みを入れている。縄文時代のも

のと思われるが、時期についてははっきりしない。

【遺構の時期】 埋土中から縄文土器が見つかつているが、縄文時代に帰属すると思われる他遺構の
埋土と状況が異なっていることから、新しい時期の遺構の可能性がある。

住居状遺構 2(第49・ 52図、写真図版41・ 43)

【位置・検出状況】 ⅡB6 oグリッドに位置する。C― V層 において、掲色シルトブロックを多く含
んだ黒褐色シルトによる隅九方形のプランとして検出した。

【規模・形状】 長軸240cm× 短軸160cm、 深さ23cm。 平面は隅丸方形である。
【埋土と推積状況】 褐色シルトブロックを多く含んだ黒褐色シルトを主体とする。堆積は自然堆積
と考えられる。

【重  複】 土坑13と 重複する。重複関係から、土坑13が新しく本遣構が古いと考えられる。
【出土遺物】 土器 (339)が出土している。壷の口縁部と考えられるが、文様帯などの特徴がなく、
時期については不明である。

【遺構の時期】 埋土中から土器片が見つかっているが、時期を特定できるような特徴がない。さら
に縄文時代に帰属すると思われる他遺構の埋土と状況が異なっていることから、新しい時期の遺構の

可能性がある。

(4)遺 構外出土遺物
C区の遺構外から出上した遺物には以下のものがある。多くはⅢ層にあたる縄文時代遺物包含層か

ら出土しているが、試掘段階で見つかつているものもある。

縄文土器 (第 52図、写真図版43)

340～ 349と して登録したものである。

340は深鉢の底部である。胎土には植物繊維が含まれていないことから、少なくとも縄文時代前期

前半以降のものである。本遺跡の性格や土坑 2で出上した同様の上器 (320)な どを考慮すると、縄

文時代晩期の可能性がある。341は深鉢である。胎上に植物繊維を混ぜていること、地文原体の撚り

方などから、縄文時代前期前半 (大木 1式)頃のものと考えられる。342は注目土器である。口縁部

に装飾的な突起があり、さらに体部の縄文には磨り消しがあることなどから、縄文時代晩期中葉 (大

洞Cl式期)の ものと考えられる。343、 344は注口土器の口縁部分である。口縁部分に施文された文様

の特徴 (雲形文か)か ら、縄文時代晩期中葉 (大洞Cl式期)の ものと考えられる。345は深鉢である。

口縁及び体部に全く文様は認めらないものの、胎土に植物繊維を混ぜていることから、縄文時代前期

前半頃のものと考えられる。346は壼である。口縁部に小さい突起及び切り込みが連続し、直下に2

条の沈線が見られる。肩の部分が著しく張り出している。形態などから、縄文時代晩期のものと考え

られる。347・ 348は鉢と考えられる。口縁部に突起及び4条の沈線が見られる。このうち、上から 1

～2列 目及び3～ 4列 目の間の隆帯には刺突状の刻み目がある。いずれも縄文時代晩期中葉 (大洞C
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5 C   区

2式期)の ものと考えられる。349は深鉢の底部である。胎土には植物繊維が含まれていないことから、

少なくとも縄文時代前期前半以降のものである。本遺跡の性格や土坑 2で出上した同様の上器 (320)

などを考慮すると、縄文時代晩期の可能性がある。

石器 (第54図、写真図版46)

388～ 390と して登録したものである。

388は石器製作の際に生じた剥片である。389イよ石匙である。形状は縦長で、長軸の両側縁に刃部を

もつ。390は石器製作の際の母岩になる石核である。388～390いずれも奥羽山脈で産出された頁岩を

使用している。

陶器 (第52図、写真図版43)

350と して登録したものである。外側に折 り返す口縁をもち、段を持つ。形状から橋鉢の回縁部分

と考えられる。時期は19世紀、産地は東北地方産のものと考えられる。

第10表 C区 陥し穴状遺構一覧
溝状陥し穴

(注 1)滞状陥し穴の断面形状については、底部の幅のあるものをU字形、ないものをV字形としている。断面形状については、恣意的に分類している部分もある。
(注 2)陥 し穴状遺構5の断面形態は縦断面でとつているため、他のものと形態が変わつている。
(注 3)計測値部分の一については、平面図取り忘れや掘り過ぎ等により、計測できないこと、括弧書きについては、残存値を示している。

新遺構名 登録遺構 平面形態 断面形態 位置
開口部 底画 深さ

(cm)
主軸方向 備考

長さ(cm) 幅(cm) 長さ(cm) 幅(cm)

陥し穴状遺構 1 SK 49 溝状 U字形 I B3p 1 Ч-62°  一E

陥し穴状遺構 2 SK50 溝状 U字形 工B3q 17二 Ч-60° 一E 百器剥片出土。
陥し穴状遺構 3 溝状 V字形 I B3q Ч-6° 一W 平面なし。

陥し穴状遺構 4 SK 37 溝状 U字形 6 N-70° 一E 土器出土。
陥し穴状遺構 5 SK 28 溝状 (瓢掌 ) 逆台形(注2) IB4。 65-10( N-79° 一VV

陥し穴状遺構 6 溝状 V字形 I B5n N-32° 一E

陥し穴状遺構 7 SK 12 溝状 V字形 I B4q 1 N-45° 一W SK14より新しい。
陥し穴状遺構 8 SK 14 溝状 (楕円形 V字形 ミー61 ― E SK12よ り古い。

陥し穴状遺構 9 SK 16 溝状 (楕円形 V字形 I B5q -79° 一W 石鏃・石器剥片出土
陥し穴状遺構 10 溝状 V字形 I B6。 1 Ч-65° ― W

陥し穴状遺構 11 SK 32 溝状 U字形 I B16q I( -73° ― w

陥し穴状遺構 12 SK 13 溝状 V字形 I B12p 1 一ワ3° ― w

陥し穴状遺構 13 SK 27 溝状 V字形 I B12s -71・ 一E
陥し穴状遺構 14 SK 42 溝状 V字形 I B1 5rr 1 涎-57° 一E

陥し六状遺構 15 SK 41 溝状 U字形 I B15q 1( N-33° 一W
陥し穴状遺構 16 溝状 V字形 IB17m N-71 ― w
陥し穴状遺構 17 溝状 (瓢寧) 西 :V字 東 U学 I B16r 100´ψ12t 285 10～ 1〔 110-11 N-88° 一E
陥し穴状遺構 18 溝状 V字形 I B18t 30( Ч-86° 一E

陥し六状遺構 19 溝状 V字形 I B20t 48-7〔 Ч-42° 一W
陥し穴状遺構 20 拡SK2 溝状 U字形 I B23J Ч-85°  一E 東半分のみ精査。

陥し穴状遺構 21 拡SKl 濤 状 U字形 I B22r Ч-66° 一E 東半分のみ精査。

円形状陥し穴

新遺構名 登録遺構 平面形態 断面形態 位置
開口部 底面 深さ

(cm)
備考

長さ(cm) 幅(cm) 長さ(cm) 幅(cm)

陥し穴状遺構 22 円形 逆台形 I B3q 平画なし。上器出上。

陥し穴状遺構 23 円形 逆台形 I B3r

陥し六状遺構 24 円形 方 形 I B4s 土器・石器剥片出上。

陥し穴状遺構 25 円形 逆台形 工B3t 14(

陥し穴状遺構 26 円形 不整方形 I B4u

陥し穴状遺構 27 円形 逆台形 I B6p

陥し穴状遺構 28 円形 方 形 I B6s 石器剥片出土。

陥し穴状遺構 29 円形 逆台形 IB8p

陥し穴状遺構 30 SK23 円形 不警方形

陥し六状遺構 31 SK25 円形 逆台形 I B8u

陥し穴状遺構 32 円形 不整方形 I B91
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▲ 812m

土坑 1

1 10YR2/22/3 黒褐色ンル ト。締まりやや強。粘性あり。炭化物粒子を少量含む。

土器片を含む。地山ブロックを少量含む。 3層 と比べて色調は明るい。

2 10YR2/2 黒褐色シル ト。締まりやや弱。粘性あ り。炭化物粒子を多 く含む。

完形土器 (301)1ま この層から。

3 10YR2/2‐ 2/3 黒褐色シル ト。締まりやや弱。粘性あり。

炭化物を僅かに含むが、 3層 中ではいちばん少ない。礫を多 く含む。

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

土坑 2

1 10YR2/3 黒掲色シル ト。締まり強。粘性あ り。

上器片、炭化物粒子 (径～ l mm)を僅かに含む。

2 10YR2/2 黒褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

炭化物粒子 (径 l cH前後)を多 く合む。土器片をやや多 く含む。

10YR2/2‐2/3 黒褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

炭化物粒子 (径～ l IIla)を 僅かに含む。

10YR2/3 黒褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。

地山ブロックをやや多 く含む。

10YR22 2/3 黒褐色ンル ト。締まりやや強。粘性あ り。

地山プロックを僅かに合む。

10YR3/3 暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

地山ブロックをやや多 く含む。

10YR2/3-3/3 黒褐色～暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

※ aの部分は広がつたことによって追加された部分。注記なし。

土坑 4

為B3年b

Ａ
一

Ｂ３

Ａ
一

ギ

陥し穴状

遺構 2

Ａ
一

題
ギ

■｀

塩 m 端

土坑 3

1 10YR2/2 黒褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

炭化物粒子 (径～ l ldm)微 量混入。

2 10YR2/3 黒褐色シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

地山ブロツク (径 2～ 3m)を 20%程度含む。
3 10YR4/6 褐色シル ト。締まり強。粘性ややあり。根攪乱状に入る。

土坑 4

1 10YR2/2 黒褐色ンル ト。締まり強。粘性強。炭化物粒子を少量含む。

2 1oYR3/33/4 暗褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

地山ブロックをやや多 く含む。

3 10YR3/3 暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

地山ブロックを少量含む。

※上面に焼土 (現地性ではない。プロック状に入る。)、 炭化物を含む。

o                  l :40                 2m

第35図 C区 土坑 (1)
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土坑 5

IB6u

生 816m

土坑 5

1 10YR2/1 黒色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

炭化物粒子 (径～ l II)を少量含む。地山ブロックを少量含む。

2

3

lllYR2/3 黒褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

10YR2/1 黒色シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

地山ブロック (径05～ 2 clll)を 少量含む。

10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まり強。粘性なし。

10YR29 黒褐色 シル ト。締まりやや強。粘性あり。地山プロックを少量含む。

4

5

荒B5o
ペ

掘りすぎ

▲ 817m

土坑 6・ 土坑 6内柱穴状土坑 1

1 10YR2/1 黒色シル ト。締まり強。粘性あまりなし。

炭化物粒子を僅かに含む。loYRa/4暗褐色シル トブロックを少量含む。

2 1oYR3/4 暗褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

炭化物粒子を僅かに含む。黒褐色シル トブロックを多 く含む。

掲色シル トブロックを少量含む。

3 10YR2/3 黒褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。

10YR4/6褐色砂質シル トブロックを多量に含む。

4 1oYR4/4 掲色シル ト。締まり強。粘性あ り。
一部に黒褐色シル ト (植物の根か)を含む。

4‐ 1 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締まり強。粘性ややあ り。

5 10YR2/1 黒色シル ト。締まり強。粘性あ り。

地山プロックを僅かに含む。

6 10YR2/3 黒褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

炭化物粒子を僅かに含む。lllYR3μ暗褐色シル トプロックを少量含む。

7 10YR3/4 暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性ややあり。

黒褐色シル トをまだら状にやや多 く含む。

8 7 5YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

下部を中心にして暗褐色ンル トが混 じる。

※ 1 杭状のものは土質は地山を呈するが、僅かしか残らない。
※ 2 6～ 8層は土抗 6内柱穴状土抗 1の埋土。

上坑 6内柱穴状土坑 2

1 10YR2/2 黒褐色シル ト。締まり弱。粘性あ り。

炭化物粒子 (径 1～ 2 mm)を 少量含む。

10YR3/4暗褐色シル トプロック (径 l clll前 後)をやや多 く含む。

2 1oYR3/3 暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

10YR4/4褐色シル トプロックを多 く含む。

3 10YR2/3 黒褐色ンル ト。締まり弱。粘性あ り。

10YR4/4掲色シル トプロックを少量含む。

土坑 8

1 10YR2/2 黒褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。

地山ブロックを僅かに合む。両端に地山崩落土あり。

2 10YR2/2 黒掲色シル ト。締まりやや強。粘性ややあり。

地山プロックを僅かに含む。

0                  1 :40                 2m

+

パ
一

ヾ

生文課
トレンチ

土坑 7

.生 816m       笙・

・二 816m

土航 7

1 10YR2/2～ 2/3 黒褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

炭化物粒子を微量含む。小円礫を僅かに含む。

地山プロック (lllYR4/40色 砂質シル ト)をやや多 く含む。

2 10YR3/3 暗褐色シル ト～砂質ンル ト。締まりやや強。粘性ややあり。

地山プロックを少量含む。

3 10YR3/4 暗褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あり。

鵠 B6o

登ヽ

柱穴状土坑 2

。332  ●333

土坑 6内柱穴状土坑 2

土坑 6, 土抗 6内柱穴状土坑 1 断面

生 816m
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1 10YR2/2 黒褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あり。炭化物粒子 (径～ l aun)を

僅かに含む。

2 10YR2/3 黒褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

炭化物粒子 (径～ l lal)を 僅かに含む。

焼土状ブロックを僅かに含む。 loYR4/4掲色砂質シル トの地山塊を僅かに含む。

3 10YR2/3 黒褐色ンル ト。締 まり強。粘性あ り。炭化物粒子を僅かに、10YR2/2

黒褐色シル トブロックを少量、褐色 シル トプロックをやや多 く合む。

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

A Al

生 816m

土坑10

A'

掘 りすぎ

掘 りすぎ

土坑 10

1 10YR3/4 暗褐色シル ト。締まり強。粘性あまりなし。

10YR4/6褐色シル トブロックを多 く含む。人為堆積。小礫を僅かに含む。

2 10YR2/3 黒褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。

炭化物粒子 を僅かに含む。褐色シル トブロック、小礫を僅かに含む。

3 10YR3/3 暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性ややあり。砂が混 じる。

褐色シル トプロックを多 く含む。

4 10YR2/2 黒褐色ンル ト。締まり強。粘性あ り。

小礫を僅かに合む。層の上部に褐色シル トブロックをやや多 く含む。

5

6

7

10YR3/4 暗掲色砂質シル ト。締まりやや弱。粘性なし。

10YR2/2 黒褐色シル ト。締 まり弱。粘性あり。

10YR3/3 暗褐色砂。締まり弱。粘性なし。小礫をやや多 く含む。

黒褐色～褐色シル トを少量含む。

10YR2/3 黒帽色シル ト。締まりやや弱。粘性あり。

焼土状粒子 を僅かに含む。暗褐色 シル トブロック少畳含む。

※ 8層 に推積する焼土は移動 したものである。土坑の南西側に

面的にブロック状に入つている。北側にはほとんど合まれない。

荒B6n

▲ 816m

o                  l :40                 2m

4｀

‐十Ｗ
〕い

4｀

生 816m
A'

ギ49

荒B7k
A'

土坑11

,生 816m

土坑 11

1 lllYR2/2 黒褐色シル ト。締 まりやや強。粘性ややあり。

地山プロツクを僅かに含む。

2 1oYR3/3 暗褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あまりなし。

Ａ
ヽ

”
ケ

‘

フ

ン

Ａ
一
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‐

‐

‐

”

ｒｌ

Ц

ヽ

‐

‐

土坑 12

1 2 10YR2/2 黒褐色シル ト。
10YR4/40色 シル トの地山プロ

締 まりやや強。粘性ややあ り。

ックを 1 2の 層の境界付近に僅かに合む。

第37図 C区 土坑 (3)
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土琥i3

1 10YR3B 暗褐色シルト。締なケ強,活性あま,Ⅲし。
2 10YR4/6褐●シルト.締

=切
4年 粘性あまりをし。

10YR3/4暗褐色シルトガロジタ・をやや多くetr,

上坑 14

1 10YR22‐ 2/3 黒褐色シルト。締
=ヶ
やや強9粘性射

'。
2 10YR3/4 購 害ンルト.締言,強。鵜世ありo

鴇色ンルトプロンイをやや多く含む。

パ

土坑15
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.生 sl血

土崩1-0

1 40N/3 嘉褐とシルト_綺まりやや強ょ絹とおまりをしゃ
増

“

暗綺色少がデロフオ珠に撮じる。
? 10YR3/3 暗縛色砂。締

=,な
し。粘性とし。

な2唇部分は掘|りす誉●

!Q言
6

生
=1,6m 
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fIB12n

土坑16

1 10YR3/2 黒桐tシルト.締まり盛 粘性あまう奮R/。

2 10YR3/4 睡 砂質ンルト●締まり強.活こあ
=り
強レす

栄 2層部分は掘,すき。

0          1140         2m
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

陥 し穴状遺橿 1

1 10YR2/3 黒褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。
褐色シル トブロックをやや多 く含む。

2 7 5YR4/4 掲色砂～砂質シル ト。締 まり強。粘性あまりなし。

1層 の上が僅かに混 じる。

3 10YR3/4 暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性あ り。
4 10YR3/33/4 暗褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

5 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締まり強。粘性ややあ り。
6 10YR3/44/4 暗褐色～褐色砂質シル ト。締まり強。粘性あ り。

7 10YR"33/3 黒褐色～暗褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あ り。
8 10YR3114 暗褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性ややあり。

9 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あ り。
Ю 10YR4/6 褐色シル ト。締 まり強。粘性あ り。

H 10YR3/4 暗褐色砂。締まり強。粘性なし。
12 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まり強。粘性あ り。

13 H層 と同じ。
14 10YR3μ  暗帽色ンル ト。締まり強。粘性あり。
※10～ 14層 は地山。

陥 し穴状違構 2

1 10YR2/2‐ 2/3 黒褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。

2 10YR3/3 暗褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。
褐色シル トブロック塊をやや多 く含む。。

3 10YR2/33/3 黒掲色～暗褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あり。

褐色シル トブロックを少量含む。

4 10YR3/3 暗褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あ り。
褐色シル トブロック塊を少量含む。

5 10YR3/3 暗褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あ り。
4層 と違って混 じりものはなし。

6 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや弱。粘性あり。
暗褐色シル ト塊が僅かに入る。

10YR3/3 暗褐色シル ト。締まり弱。粘性あ り。

褐色シル ト塊を少量含む。

10YR3/4 暗褐色シル ト。締まりやや弱。粘性あり。

掲色シル トブロックをやや多 く含む。

10YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あまりなし。

暗褐色シル トブロックを少量含む。

陥 し穴状遺構 3

1 10YR2/22/3 黒褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

褐色シル トブロック、晴褐色シル トブロックをやや多 く含む。

2 10YR3/3 暗褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あ り。
3 10YR3/4 暗褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。
褐色シル トブロックを僅かに含む。

4 10YR4/4 褐色シル ト～砂質シル ト。締 まりやや強。粘性あり。
5 10YR3/44/4 暗褐色～褐色シル ト。締 まりやや弱。粘性あ り。

6 10YR2/33/3 黒褐色～暗褐色ンル ト。締 まりやや弱。粘性あ り。

褐色シル トブロックを少量含む。

※平面図取 り忘れ。

陥 し穴状遺構 4

1 10YR2/2 黒褐色シル ト。締 まり強。粘性あり。
2 10YR3/4 暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。
褐色シル トブロックを少量含む。

3 10YR3/4 暗褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。

褐色ンル トプロックを少量含む。

10YR3/4 暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

10YR4/4 褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あ り。

10YR4/4 褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。

lllYR3/3 暗褐色シル ト。締まりやや弱。粘性あり。

10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

10YR4/4‐4/6 褐色砂質シル ト。締 まりやや強。粘性あり。

lllYR3/4‐4/4 暗褐色～褐色砂質シル ト。締まり弱。粘性あ り。

10YR2/3 黒褐色シル ト。締まりやや弱。粘性あ り。

10YR3/4-4/4 暗褐色～褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あり。

10YR守6 褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。
10YR4/6 褐色砂～砂質シル ト。締 まり強。粘性あり。

lllYR4/6 褐色シル ト。締 まり強。粘性あ り。

1鋭R4/6 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あり。

10YR4/4‐4/6 褐色砂質シル ト。

※13～ 17層 は地山。
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陥 し穴状遺構 5
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陥 し穴状遺構 5

1 10YR2/2 黒掲色シル ト。締まり強。粘性あ り。
地山ブロックを少量含む。

2 1oYRη3 3/3 黒褐色～暗掲色シル ト。締まり強。粘性あり。
10YR2/3と 3rr3が混 じり気味に入る。

3 10YR2/3‐ 3/3 黒褐色～暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

地山塊が混 じる。10YR2/3と 3/3が混 じり気味に入る。

4 ЮYR4/44/6 褐色砂質シル ト。締まり強。粘性なし。
黒褐色シル トが少量混 じる。

5 ЮYR3/44/4 暗褐色～褐色シル ト。締まりやや強。粘性ややあ り。
10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あまりなし。
10YR3/3暗褐色シル トが混合する。

10YR2/2 黒褐色シル ト。締まりやや弱。粘性あ り。根攪乱か。
10YR4/4 褐色 シル ト。締 まり強。粘性あ り。
10YR2/3 黒褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

地山ブロックを少量含む。

10YR3/4 暗褐色シル ト。締まり強。粘性ややあ り。

東側に10YR4/6褐色細砂、西側に10YR2/2黒褐色シル トが混じる。

10YR3/4 暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性ややあ り。
10YR4/4褐色砂質シル トブロックをやや多 く含む。

10YR2/2‐ 2/3 黒褐色シル ト。締まりやや強。粘性あ り。
10YR2/2 黒褐色シル ト。締まり弱。粘性あ り。逆茂本痕か。
10YR272 黒掲色シル ト。締まり弱。粘性あ り。

地山ブロックを少量混 じる。攪乱か。

10YR4/6 褐色シル ト。締 まり強。粘性ややあり。
10YR4/4 掲色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あまりなし。
10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まり強。粘性なし。
10YR4/6 褐色ンル ト。締まり強。粘性あ り。
10YR4/4 褐色粗砂。締まり弱。粘性なし。
10YR4/6 褐色砂～シル ト。締まり強。粘性ややあ り。
※16～ 20層 は地山。
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陥し穴状遺構 8

陥 し穴状遺構 6

1 10YR3/3 暗褐色シル ト。締まり強。粘性ややあ り。
2 1oYR3/4 暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性あ り。
北側に地山崩落土 (loYR3/4暗楊色砂)あ り。炭化物粒子を僅かに含む。
3 111YR3/3 暗褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性ややあり。

小礫を僅かに合む。

4 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あ り。
5 10YR3/4 暗掲色砂。締 まりなし。粘性なし。地山崩落土。
6 10YR"8 黒褐色砂質シル ト。締まりやや弱。粘性あまりなし。

陥 し穴状遺構 7

1 10YR2/3 黒褐色シル ト。締まり強。粘性ややあ り。
2 1oYR3/3 暗褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。
3 111YR3/3 暗掲色シル ト。締まりやや強。粘性あ り。
4 10YR3/4 暗褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性ややあり。
5 10YR3/4 暗褐色砂質シル ト。締まり弱。粘性ややあり。
6 10YR2/3 黒褐色シル ト。締まり弱。粘性あ り。

陥 し穴状遺構 8

1 10YR2/3 黒褐色シル ト。締 まり強。粘性ややあり。
10YR4/6褐色砂質シル ト塊を僅かに含む。

2 1oYR3/4 暗掲色シル ト。締まり強。粘性あまりなし。
褐色砂質ンル トブロックを少量含む。

3 10YR3/4 暗掲色シル ト。締まり強。粘性ややあり。
黒褐色シル トブロックを少量含む。

4 1oYR2/3 黒褐色シル ト。締まりやや強。粘性あ り。
5 10YR4/4 掲色 シル ト。締 まり強。粘性あまりなし。
7 5YR4/4褐 色砂質シル トブロックを少量含む。

6 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あまりなし。
7 1oYR3/4 暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。
褐色シル トブロックやや多 く含む。

8 10YR4/6 褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あ り。
9 10YR3/3 暗掲色砂。締まり弱。粘性なし。
10 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まり強。粘性なし。
11 10YR4/6 褐色砂。締まり強。粘性なし。
12 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性ややあり。
※10～ 12層 は地山。
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陥し穴状遺構11

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

陥 し穴状遺橋 9

1 lllYR2/2 黒褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あ り。

lllYR3/4暗 褐色ンル トブロック (径 l ldm前後)を少量含む。

2 10YR2/3 黒褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あ り。

3 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締 まりやや強。粘性あまりなし。

4 10YR3/4 暗褐色シル ト。締 まり強。粘性ややあり。

5 10YR3/4 暗褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あ り。

6 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締 まり強。粘性ややあ り。

7 10YR3/4 暗褐色シル ト。締 まりやや強。粘性ややあ り。

南側に一部砂層混 じりの部分あ り。

8 10YR4/6 褐色砂質ンル ト。締まりやや強。粘性あ り。

9 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締 まりやや強。粘性ややあり。

10 10YR4/6 褐色砂。締まり弱。粘性なし。

11 10YR3/4 暗褐色砂質シル ト。締まり弱。粘性あまりなし。

12 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締 まり強。粘性ややあ り。

13 10YR4/6 褐色砂。締まりやや強。粘性なし。

14 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締 まりやや強。粘性ややあり。

15 10YR4/6 褐色砂。締まりやや強。粘性なし。

16 10YR4/6 褐色砂。締まりやや強。粘性なし。礫を含む。

15層 と比べて砂の粒子が粗い。

17 10YR4/6 掲色砂質シル ト。締 まりやや強。粘性ややあ り。

※12～ 17層 は地山。

陥 し穴状遺構10

1 lllYR2/2 黒褐色シル ト。締 まり強。粘性あり。

僅かに地山プロツクを含む。

2 10YR4/6 褐色砂質ンル ト。締 まり強。粘性なし。

僅かに炭化物粒子を含む。

3 111YR3/4 暗褐色砂質ンル ト。締まりやや強。粘性なし。

地山 (lllYR4/6褐 色砂質ンル ト)プロックをやや多 く含む。

4 10YR3/3 暗褐色シル ト。締 まりやや強。粘性ややあ り。

陥 し穴状遺構11

1 10N/2 黒褐色シル ト。締 まり強。粘性あり。

根攪乱に伴う褐色砂質シル トプロックを含む。

2 111YR2/3 黒褐色シル ト。締 まり強。粘性あり。

根攪乱に伴 う褐色砂質シル トブロックを含む。

3 10YR4/6 褐色砂質ンル ト。締 まり強。粘性ややあり。

4 10YR3/4 暗褐色砂質シル ト。締まり弱。粘性ややあ り。

5 10YR2/3 黒褐色砂質シル ト。締まり弱。粘性あまりなし。

6 10YR4/6 褐色砂質シル ト。結まり強。粘性ややあ り。

7 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性ややあり。

9層 より砂つけが強い。

8 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締 まりやや強。粘性ややあ り。

9 10YR4/4 掲色粗砂。締 まり弱。粘性なし。

※ 6～ 9層 は地山。
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陥し穴状遺構13
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陥 し穴状遺構 12

1 lllYR2/2 黒褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あり。

10YR4/4褐色シル ト～砂質シル トブロックをやや多 く含む。

2 1oYR3/4 暗褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性ややあ り。
10YR4/6tB色砂質シル トブロックを多 く含む。

3 10YR3/3 暗褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あり。
10YR4/6褐色砂質シル トプロックが主体になる。

4 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締 まりやや強。粘性あり。
5 10YR2/3 黒褐色シル ト。締まり弱。粘性あ り。
10YR4/4掲色砂質シル トブロックを少量含む。

6 10YR4/4 褐色砂。締まり強。粘性なし。
7 10YR4/4 褐色シル ト。締まり強。粘性あり。
8 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あ り。
9 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まり強。粘性ややあ り。
10 10YR4/6 褐色砂。締まり弱。粘性なし。

11 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性なし。

※ 6～ 11層 は地山。

陥 し穴状遺構 13

1 10YR2/2 黒褐色ンル ト。締まり強。粘性あ り。

暗掲色シル トブロックを僅かに含む。

10YR2/3 黒褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性ややあ り。

褐色砂質シル トブロックを少量含む。

ЮYR3/3 暗掲色砂質シル ト。締 まりやや強。粘性ややあり。

褐色砂及び砂質シル トブロックをやや多 く含む。

10Ⅵ98 黒褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。
掲色シル トプロックを少量含む。

10YR3/3 暗褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性ややあ り。

地山プロックを少量含む。

10YR2/33/3 黒褐色～暗褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

7 10YR4/4 褐色細砂。

8 10YR4/6 褐色シル ト。

9 10YR4/6 褐色砂質シル ト。
10 10YR4/4 褐色細砂。

11 10YR4/6 褐色シル ト。

12 10YR4/4 褐色粗砂。

※ 7～ 12層 は地山。

陥 し穴状遺構 14

1 10YR2/12/2 黒色～黒褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

2 10YR3/33/4 暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

中央部に根攪乱あ り。

7 5YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや弱。粘性あり。

中央上部に根攪乱あ り。

10YR2/3 黒褐色シル ト。締まり弱。粘性あり。

7 5YR4/4 褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

10YR4/6 褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

10YR3/34/6 暗褐色シル ト。締まり弱。粘性あり。
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

陥 し穴状遺構 15

1 10YR2/2 黒褐色シル ト。締まり強。粘性あり。
2 111YR2/3 黒褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

3 111YR2/2 黒褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

暗褐色シル トが混じる。

4 10YR3/3 暗褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

褐色砂少量混 じる。

5 7 5YR4/4 掲色砂質シル ト。締まりやや強。

粘性あまりなし。

6 10YR4/6 褐色砂質ンル ト。締まり強。粘性ややあ り。

7 10YR4/4 褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。
8 10YR2/3 黒褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あ り。

9 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや弱。

粘性ややあ り。北側に根攪乱状に暗褐色シル トが入る。

10 10YR3/4‐4/4 暗褐色～褐色砂質ンル ト。締まりやや弱。

粘性ややあり。

11 10YR4/4‐4/6 褐色細砂。締まり弱。粘性あまりなし。

12 10-/3 黒褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

陥 し穴状遺構 16

1 10YR2/1‐ 2/2 黒色～黒褐色シル ト。締 まりやや強。

陥し穴状遺構15

陥し穴状遺構16
3

4

5

6

粘性あ り。壁寄 りに地山ブロックを少量合む。

10YR2/2 黒褐色シル ト。締 まりやや弱。粘性あり。

根攪乱に伴 う掲色砂質シル トブロック (5 clll程 度)を

やや多 く含む。

10YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや弱。粘性あ り。

10YR3/3 暗褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あり。

lllYR3/4 暗褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

7 5YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや強。

粘性ややあ り。暗褐色シル トを少量合む。

10YR2/3 黒褐色シル ト。締まりやや弱。粘性あ り。

褐色 シル トブロック (径～ 2 cm)少 量含む。

10YR4/4 掲色シル ト。Irま り強。粘性あり。

10YR3/4 暗褐色 シル ト。締 まりやや弱。粘性あ り。

k'

8

9

陥 し穴状遺構 18

1 10YR2/1212 黒色～黒褐色シル ト。締まりやや強。

粘性あ り。褐色シル トプロック (径 5 alm前後)を

僅かに含む。

2 111-/33/3 黒褐色～暗褐色シル ト。締まりやや弱。

粘性あ り。

3 10YR3お  暗褐色シル ト。締まりやや弱。粘性あ り。
掲色 シル トプロックを少量含む。

5

6

10YR3/44/4 暗褐色～褐色砂質シル ト。締まりやや弱。

粘性あ り。

10YR2/3 黒褐色シル ト。締まり弱。粘性あり。

10YR3/4 暗褐色砂質シル ト。締まり弱。粘性あり。

褐色 シル トプロック (径 1～ 5 Dul前後)を多 く含む。

10YR2/2 黒褐色シル ト。締まり弱。粘性あり。

0                 1 :40                2m
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陥 し穴状遺構17 BB'
1 10YR2/2 黒褐色シル ト。締まり強。粘性あり。
2 10YR2/2‐ 2/3 黒褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

僅かに褐色土プロックが入る。

3 10YR2/3 黒褐色ンル ト。締まりやや強。粘性あ り。
褐色土プロック、暗褐色土ブロックを僅かに含む。

4 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締 まり強。粘性あ り。
暗掲色土プロックをやや多 く含む。

5 10YR2/3‐ 3/3 黒褐色～暗褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

掲色土ブロックを僅かに含む。

6 10YR3/3 暗掲色シル ト。締まりやや強。粘性あり。
褐色土ブロックを僅かに含む。

7 10YR2/2‐ 2/3 黒褐色シル ト。締 まりやや弱。粘性あり。

褐色土プロックを僅かに含む。

8 10YR2/3‐ 3/3 黒褐色～暗褐色シル ト。締まりやや弱。粘性あり。

褐色土プロックを僅かに含む。暗褐色土ブロックをやや多 く含む。

9 111YR3/3 暗褐色砂質シル ト。締まりやや弱。粘性あり。

褐色土塊を僅かに含む。

10 1CIYR4/44/6 褐色シル ト～砂質シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

北側下部に暗褐色土が入る。中央部分に根状の黒褐色～暗褐色上が入る。

11 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや弱。粘性あり。
北側上部に褐色砂、南側下部に黒褐色～暗褐色上が入る。

12 10YR4/4 褐色砂～砂質シル ト。締まりやや強。粘性ややあ り。
埋没の際の崩落土か。

13 10YR勿8 黒褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あり。
褐色土ブロック、塊をやや多 く含む。暗褐色土ブロックをやや多 く含む。

14 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや弱。粘性ややあり。15層 と一連か。
15 10YR4/44/6 褐色砂～砂質シル ト。締まりやや強。粘性ややあ り。

地山崩落土。

16 10YR4/4-4/6 褐色砂～砂質シル ト。締まりやや弱。粘性あまりなし。

砂つ気強い。

17 111YR2/3-3/3 黒褐色～暗褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性ややあ り。

18 10YR2/3-3/3 黒褐色～暗褐色シル ト。締まり強。粘性ややあり。

19 111YR3/38μ  暗褐色砂質シル ト。締まり強。粘性あり。
褐色土塊を少量含む。

20 10YRa/4 暗褐色砂質シル ト。締まり強。粘性あ り。
褐色土ブロックを僅かに含む。

陥 し穴状遺構17

陥 し穴状選構 17 C‐ C'

1 10YR1/2‐ 2/2 黒色～黒褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。
2 よOn/22/3 黒褐色ンル ト。締まり強。粘性あり。
暗褐色土ブロック、褐色土ブロックを少量ずつ含む。

3 10YR3/3 暗褐色シル ト。締まり強。粘性あり。
褐色土ブロックをやや多 く含む。黒褐色土プロックを僅かに含む。

4 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締 まり強。粘性ややあり。
中央部に黒褐色シル トプロックをやや多 く含む (植物の根か)。

暗褐色ンル トを少量含む。

5 10YR4/6 褐色シル ト。締まりやや弱。粘性あり。
中央部に黒褐色シル トブロックをやや多 く含む。

暗褐色シル トを少量含む。

6 10Ⅵ聰″ 黒掲色シル ト。締まりやや弱。粘性あり。
7 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締 まり強。粘性あり。
8 10YR1/22/2 黒色～黒褐色シル ト。締まりやや強。粘性あ り。
9 10YR3/4‐ 4/4 暗褐色～褐色砂質シル ト。締まり弱。粘性あまりなし。

砂つ気強い。

10 10YR2/33/3 黒褐色～暗褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あり。
北側下部に暗褐色土が入る。中央部分に根状の黒褐色～暗褐色土が入る

11 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締 まりやや弱。粘性あまりなし。砂つ気強い。
12 10N/2 黒褐色砂質シル ト。締まりやや弱。粘性あり。
13 10YR4/6 褐色砂質ンル ト。締 まり強。粘性あまりなし。
14 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まり強。粘性あり。
15 10YR4/6 褐色砂質ンル ト。締 まり強。粘性あまりなし。砂つ気強い。
16 10YR4/6 褐色砂～砂質ンル ト。締まりやや強。粘性ややあ り。
下部に 8層 の上が僅かに入る。
17 111YR4/6 褐色砂。締まり弱。粘性なし。

0                1 :40               2m
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

陥 し穴状遇構 19

1 10YR2/12/2 黒色～黒褐色シル ト。締まりやや強。

粘性あ り。

2 7 5YR3/3 暗褐色シル ト。締まりやや弱。粘性あ り。

褐色砂質シル トプロック (径～ 5 Dua)を やや多 く含む。

3 10YR2/3 黒褐色シル ト。締まりやや弱。粘性あり。

地山ブロック (径～ 2 11ua)を やや多 く含む。

10YR3/3 暗褐色砂質シル トも締まりやや強。粘性あ り。

7 5YR3/4 暗褐色砂。締まり弱。粘性なし。

10YR2/2 黒褐色シル ト。締まり弱。粘性あ り。

厚 さ l mmの褐色砂質ンル トの薄い層あり。

暗褐色シル トを少量含む。

4

5

6

世二813m

生 813m

A'

陥し穴状遺構20

陥し穴状遺構21

7 111YR3/2 黒褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

7■  10YR2/2 黒褐色砂質ンル ト。締まりやや弱。粘性あ り。
8 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締まり強。粘性あり。

褐色砂質シル トブロック (径～ 2141)を少量含む。

9 10YR3/4-4/4 暗褐色～褐色砂質シル ト。締まり強。

粘性あ り。

褐色砂質シル トプロック (径～ 2 cm)を少量含む。

10 10YR2/33/3 黒掲色～暗褐色シル ト。締まりやや弱。

粘性あ り。

陥 し穴状遺構20

1 llJYR2/2 黒褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

2 111YR3/33μ  暗褐色砂質シル ト。締まりやや強。
粘性あ り。根攪乱あ り。

3 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや弱。粘性あ り。

根攪乱あ り。

4 ЮYR2/22/3 黒褐色 ンル ト。締まりやや弱。粘性あ り。
5 10Ⅵ望/4 褐色シル ト。締まりやや強。粘性あ り。
6 111YR3/3 暗褐色シル ト。締まりやや弱。粘性あり。

7 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや弱。粘性ややあ り。
8 10YR2/3 黒褐色シル ト。締まりやや弱。粘性あ り。
9 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや強。

粘性あまりなし。砂の比率高い。13層 に比べて暗い。

10 10YR4/4 褐色シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

11 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性ややあ り。

12 10YR4/4 褐色粘土。締 まり強。粘性あ り。

13 10YR4/6 掲色砂質シル ト。締まりやや強。粘性ややあ り。

9層 に比べて明るい。

※10～ 13層 は地山。

陥 し穴状遺構21

1 10YR2/1 黒色シル ト。締まりやや弱。粘性あ り。

両側に根攪乱あり。

2 10YR4/4 褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

両側に根攪乱が著 しく入る。

3 7 5YR4/4 褐色粘土。締まり強。粘性あり。

南 lFlに 根攪乱が入る。

4 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まりやや弱。粘性あまりなし。
5 10YR2/3 黒掲色シル ト。締まり弱。粘性あ り。
6 10YR4/6 褐色細砂～砂質シル ト。締まり弱。粘性ややあ り。
7 10YR3/33/4 黒褐色シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

8 10YR4/4 褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

9 10YR4/44/6 褐色砂質シル ト。締まりやや弱。粘性ややあ り。
10 10YR4/6 褐色シル トと砂の互層。締まり強。粘性あ り。

H 10YR4/4 褐色粗砂。締まり弱。粘性なし。
※ 7～ H層 は地山。

0          1:40          2m
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陥 し穴状通構22
陥し穴状遺構22

1 10YR3/3 暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

2 111YR3/33/4 暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

褐色シル トブロック (径～ 2 clll)少量含む。

3 75YR3/4 暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。
4 75YR4/4 褐色ンル ト。締まり強。粘性あ り。

下層寄 りは若干暗褐色に近い色を呈する。

暗褐色 シル トブロックを僅かに含む。

5 75YR4/4 褐色シル ト～砂質シル ト。締まりやや弱。粘性あ り。

暗褐色シル トブロックを僅かに含む。

6 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あり。

4、 5層 と比べて若干色調が暗い。下部に土器片入る。

7 10YR4/44/6 褐色砂質ンル ト～ンル ト。締まりやや弱。粘性あり。

暗褐色シル トプロックを少量合む。

8 10YR3/4 暗褐色ンル ト。締まりやや弱。粘性あり。

僅かに褐色土ブロックを含む。

※平面図取 り忘れ。

IIBttЪ

ド

陥し穴状遺構24

A'

陥し穴状遺構24

1 10YR2/3 黒褐色シルト～砂質シルト。締まり強。粘性あり。

暗褐色シルトをやや多く含む。土器片を含む。

4

5

6

7

8

lllYR3/4 暗褐色シル ト～砂質シル ト。締まり強。粘性あり。

砂質シル トとシル トは互層を形成 している。褐色シル トを多 く含む。

10YR4/4 褐色シル ト～砂質シル ト。締まりやや強。粘性あり。

シル トを主体 とする。暗褐色砂～ンル トを少量含む。

10YR4/44/6 掲色砂質ンル ト。締まりやや弱。粘性あ り。

lllYR3/4 暗褐色砂質シル ト。締まり弱。粘性あり。

10YR4/4 褐色シル ト。締まり強q粘性あ り。

10YR4/6 褐色砂質ンル ト。締まりやや強。粘性ややあり。

10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あり。

4層 よりも砂つ気が強い。 7層 と比べてンル ト分が多い。

10YR4/4 褐色粗砂。締 まりなし。粘性なし。

※ 6～ 9層は地山。

駕
′

陥し穴状遺構23

,生 809m

13

陥 し穴状遺構23

1 10YR3/3 暗褐色シル ト。締まり強。粘性ややあり。

2 10YR3/4 暗褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

3 10YR3/4-4/4 暗褐色～褐色シル ト。締まりやや強。粘性ややあ り。

掲色シル トプロック僅かに含む。

4 10YR4/4 褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あり。

5 ЮYR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あり。砂つ気が強い。
6 10YR3/44/4 暗褐色～褐色シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

褐色シル トブロック主体。炭化物を微量含む。炭化物サンプル採取。

7 10YR4/6 褐色ンル ト。締まりやや強。粘性あり。

暗褐色シル トを少量含む。

8 10YR4/4 褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あり。

炭化物を微量含む。炭化物サンプル採取。

9 10YR4/6 褐色 ンル ト。締まり強。粘性あり。

Ю 10YR3/4 暗掲色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

褐色シル トブロックをやや多 く含む。

11 10YR4/6 褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

12 10YR4/4 褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

13 10YR3/4 暗褐色砂質シル ト。締まり強。粘性あり。

0                  1 :40                  2m
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陥 し穴状遺構25

1 10YR3/3 暗褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。
2 1oYR3/4 暗掲色シル ト。締まりやや強。粘性あり。
3 75YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あ り。
4 10YR4/4 褐色ンル ト。4Tま りやや弱。粘性あ り。
5 10VR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや弱。粘性あ り。
6 111YR3β  3/4 暗褐色砂質シル ト。締まりやや弱。粘性あ り。

7 75YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや弱。粘性あ り。
8 10YR3/4 暗褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あ り。
9 10YR3/4 暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性あ り。
10 10YR4/4‐ 4/6 褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。

11 10YR4/4 褐色砂。締まりやや強。粘性なし。

12 10YR4/6 褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

13 11層 と同じ。

14 12層 と同じ。

15 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

16 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まりやや弱。粘性あ り。

砂っ気が 15層 に比べて強い。

17 10YR4/6 褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

18 10YR4/6 褐色砂質ンル ト。締まりやや強。粘性あまりなし。砂つ気が強い。

19 10YR4/6 褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。

20 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あまりなし。

21 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

※10～ 21層 は地山。

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

陥し穴状遺構26

生 809m

陥 し穴状遺構26

1 10YR3/3 暗褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。
2 10YR3/4 暗褐色ンル ト。締まり強。粘性あり。
1層 の上が少量入る。

3 111YR3/4 暗褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あり。

褐色シル トブロックを少量含む。

4 10YR4/4 掲色シル ト。締 まりやや強。粘性あ り。
5 10YR3/44/4 暗褐色～掲色砂質シル ト。締まり強。粘性あり。

10YR4/4シ ル トと互層を形成する (3回分 )。

6 111YR3/4 暗褐色シル ト。締まりやや弱。粘性あり。

7 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締まり強。粘性なし。砂つ気強い。
8 10YR4/4 掲色シル ト。締まり強。粘性あ り。
9 10YR4/6 褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。一部に砂が入る。
10 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あり。砂っ気強い。

※ 7～ 10層 は地山。

陥 し穴状遺構27

1 lllYR3/3 暗褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あ り。

小～中の礫を少量含む。

2

3

7 5YR4/4 褐色シル ト。締まりやや弱。粘性あ り。

ЮYR4/4 褐色砂質シル ト。締まり弱。粘性あり。

2層 に比べて褐色がかる。

lllYR3/4 暗褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あ り。

褐色シル トプロックを少量含む。

10YR4/4褐 色シル ト。締まり強。粘性あ り。

10YR4/6 褐色砂質ンル ト。締まりやや強。粘性ややあり。

10YR4/6 褐色fm砂。締まりやや弱。粘性なし。

東側に一部粗砂が混 じる。

10YR4/6 掲色砂質ンル ト。締まりやや強。粘性あ り。

10YR4/4 褐色粗砂。締まりなし。粘性なし。

※ 5～ 9層は地山。

5

6

7

8

9

0                  1 :40                  2m

計

〕
３

μ

一

Ａ
一

卜
一

生 809m

し穴状遺構25

A'

計
Ｉ

17
~三
8~｀

19

20｀ ｀~21~｀

12

13

14

15

16

A

荒 B6q

A'

陥し穴状遺構27

生 816m

第47図 C区 陥し穴状遺構 (9)
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5  C

3

4

5

6

7

8

9

区

荒B偽

A

▲ 8171n
A'

陥 し穴状遺構28

1 lllYR3/3 暗褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。小礫を少量含む。

2 10YR3/4 暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

褐色シル トプロック、小礫を少量含む。

10YR3/44/4 暗褐色～褐色シル ト。締まりやや弱。粘性あり。

10YR4/4 褐色シル ト～砂質シル ト。締 まりやや弱。粘性あり。

10YR4/44/6 褐色砂～砂質シル ト。締まり弱。粘性ややあり。

8層 の崩落土を含む。

10YR3/4 暗褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

10YR4/6 褐色シル ト。締まり強。粘性ややあ り。

10YR4/6 掲色細砂。締まりやや強。粘性なし。

10YR4/6 掲色粗砂。締まり弱。粘性なし。

※ 7～ 9層 は地山。

A'

し穴状遺構28

陥し穴状遺構30

A'

10

lL´

12

、1亀

生 817m

陥し穴状遺構29

A'

陥 し穴状進構29

1 10YR2/3 黒掲色シル ト。締まり強。粘性あり。

2 1CIYR3/4 暗褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

8 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性なし。

4層 より砂の入 りが多い。

4 7 5YR4/4 褐色砂質ンル ト。締まりやや強。粘性あ り。

5 7 5YR4/4 褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

陥 し穴状遺構30

1 10YR2/3 黒褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。

2 10YR3/4 暗褐色砂質シル ト。締まり強。粘性あり。

3 10YR3/4 暗褐色シル ト。締まりやや強。粘性あり。

北側に褐色シル ト (地山崩落土)部分あり。

4 10YR3/4 暗掲色シル ト～砂質シル ト。締まりやや強。粘性ややあ り。

5 10YR4/4 掲色細砂。締まり弱。粘性なし。

6 10YR4/4 掲色砂質シル ト。締まりやや強。粘性ややあ り。

7 10YR3/4 暗褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。

8 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まり強。粘性なし。

9 10YR4/44/6 褐色シル ト。粘性あり。

10 10YR4/6 褐色細砂。粘性あまりなし。

11 10YR4/4 褐色粗砂。粘性あまりなし。

12 10YR4/6 褐色細砂。締まり弱。粘性なし。

13 10YR4/4 褐色粗砂。締まり弱。粘性なし。

14 10YR4/4 褐色粗砂。締まり弱。粘性なし。

13層 に比べて粒子は細かい。

15 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まり弱。粘性ややあ り。

16 10YR4/4 褐色粗砂。締まり弱。粘性なし。

13層 と同じくらいの砂の粗さか。

※ 9～ 16層 は地山。

0                  1 :40                  2m

くヽ

荒腑

く |

'坐
と817m

10

11

12

13-■ i=
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第48図 C区 陥し穴状遺構 (刊 0)



11

陥 し穴状遺構31

1 10YR3/33/4 暗褐色シル ト。締まり強。粘性ややあ り。小礫を少量含む。

褐色シル トブロックを少量含む。

2 75YR4/4 褐色シル ト。締まりやや弱。粘性あ り。
3 10YR4/4-4/6 褐色 シル ト～砂質シル ト。締まり弱。粘性ややあり。

4層 と比べて若千色調が暗い。

4 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まり弱。粘性ややあり。
3層 と比べて若千色調が明るい。

5 10YR3/33/4 暗褐色砂質ンル ト。締まり弱。粘性ややあり。

砂が少量混 じつている。

6 10YR4/6 掲色シル ト。締 まり強。粘性あ り。
7 10YR4/6 褐色細砂。締まりやや強。粘性なし。
8 10YR4/4 掲色粗砂。締 まり弱。粘性なし。
9 10YR4/6 褐色細砂。締まりやや弱。粘性あまりなし。
10 10YR4/4 掲色粗砂。締 まり弱。粘性なし。

11 10YR4/6 褐色細砂。締 まり弱。粘性なし。

※ 6～ H層 は地山。

住居状遺構 2

1 10YR2/3 黒褐色シル ト。締まり強。粘性あ り。
10YR4/6の 褐色シル ト粒子～プロックを多 く含む。

炭化物粒子を僅かに含む。

2 111YR2/3 黒褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

10YR4/6褐色ンル トプロックを主体 とする。

3 10YR2/2 黒褐色シル ト。締 まりやや強。粘性あり。植物根か。

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

荒B9u
陥し穴状遺構32

A'生 816m

掘 りす ぎ

陥 し穴状進構32

1 10YR3/3 暗褐色シル ト。締まり強。粘性あり。
褐色シル トブロックを僅かに合む。

2 10YR3/33/4 暗褐色シル ト。締まり強。粘性あり。

3 7 5YR4/4 褐色砂質シル ト。締まり強。粘性あり。
4 7 5YR4/4 掲色砂～砂質シル ト。締まりやや強。粘性あまりなし。

5 10YR3/4 褐色砂質ンル ト。締まりやや強。粘性あり。
褐色シル トプロックを少量含む。

6 10YR4/4 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あ り。
7 10YR4/6 褐色細砂～砂質シル ト。締まりやや弱。粘性あまりなし。
8 10YR4/6 褐色砂質シル ト。締まり弱。粘性ややあり。
9 10YR4/4 褐色砂。締 まり弱。粘性あまりなし。地山崩落層か。
10 7 5YR4/4 褐色砂～砂質シル ト。締まり強。粘性あり。地山崩落層か。

11 10YR4/4望/6 褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あり。

12 10YR3/4‐ 4/4 暗褐色～褐色砂質シル ト。締まりやや強。粘性あ り。

住居状遺構 2

0                  1 :40                 2m

。住居状遺構 (1)

・
I B8u

・マ

A
A'

陥し穴状遺橋31

7

8

9｀
~

10  ｀

＞
ｉ
ｌ

留

６
ｇ

菌

５
群

叫

第49図 C区 陥し穴状遺構 (11)
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5 C

―佳居状違構 1

1 10YR2/3 黒褐色シルト。締まり強。粘性あり。

褐色砂質シルト (通山ブロッタ)(径 3輌 )少量含む心
2 10P/33/3.― 黒褐色～暗褐色シルト。綺まり強。XtLあ り。

地中ブロツク (毎～ユlm)多貴に含む.

0                 1 :40                2m

・ 据立桂建物跡

-104-

第50図 C区 住居状遺構 (2)



Ⅳ 検出遺構と出土遺物

羅劇 05

Ⅷ 09

轟ペ
311

土坑 1

機 、1韓鷲 303

鰍ザ

翻
3け

土坑 2

0             1 : 3            1 0cm鵞
意懲

gg息

喜

gョ

ョ
iサ

)323

第51図 C区 出土土器 (1)
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5 C

(笙ど:Z::」きさ道卜 324

327

土坑 2(つづき) 土坑 5

・
郵 |

フ

３

諄職
337

義 R
338

住居状遺構 1

罐

~こ

339

住居状遺構 2

翻
334

陥し穴状遺構 4

駅  343

纂  344

恥

洗鱒欝鱒暫ｗ

Ⅷ
28

与ξ
:急
::ξ
:ヨ
:自
事:gξ
il1329

土坑 4

纏 7330

333

土坑 6

遺構外

0      1:3     1 0cm
i

*1:4         20cm

陥し穴状遺構22 陥し穴状遺構24
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C区  出土土器 (2)



土坑 1

徹
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Ｎ

Ｗ

／
0                 1 : 2                1 0cm
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ピ
３７４

１
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ハ

第53図 C区 出土石器 (1)
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第
11
表
 C
区
 
出
土
上
器
観
察
表
(1
)

― ド ｏ Ю Ｉ

掲
載
番
号
仮
No

新
遺
構
名
登
録
遺
構

層
位
等

器
種
残
存
部
仕

文
様

地
紋
原
体

内
画
調
整

胎
土

時
期

口
径

(c
m)
降 ぐｃｍ
ナ

器
高

(c
m)

備
考

版 号
図 番

写
真
図

版
番
号

土
坑
1

!層
P'

台
付
鉢
ま
ば
完
形
口
縁
部
内
面
に
沈
線
、
頸
部
に
羊
歯
状
文
、

高
台
接
合
部
に
末
I突

単
節
LR
横
回
転

ミ
ガ
キ

竹
期
(大
洞
Cl
)

日
縁
部
に
刻
み
あ
り
。

土
坑
1

!層
P2

梁
鉢

コ
縁
体
部

単
節
LR
横
回
転

長
石
を
多
く
含
む
。

金
雲
母
、
石
英
を
少
量
含
む
。

摩
耗
著
し
い
。
粗
製
。

土
坑
ヽ

!層
P3

本
部

沈
線
、
磨
消

単
節
LR
横
回
転

ミ
ガ
キ

免
期

)層
鉢

コ
縁
体
部
羊
歯
状
文
、
沈
線

単
節
RL
積
回
転

ミ
ガ
キ

免
期
(大
洞
Cl
)

口
縁
部
に
刻
み
あ
り
。

L坑
1

里
土

置
か
鉢

本
部

雲
形
文
?、
沈
線

単
節
LR
横
回
転

ミ
ガ
キ

免
期

埋
土

栞
鉢

口
縁

単
節
Rじ
横
回
転

長
石
を
多
く 含
む

lH
製
。

t坑
1

,居
果
鉢

体
部

櫨
節
LR
横
回
転
、

登
節
LR
斜
回
転

長
石
、
石
英
を
多
く

含
む
。
金
雲
母
を
少
量
含
む
。

粗
製
。

1層
党
鉢
か
壷
本
部

x字
文
?、
沈
線

婁
節
LR
横
回
転

ミ ガ
キ

免
期
(大
洞
Cl
?)

L坑
1

1層
第
鉢
か
壷
本
部

大
腿
骨
文
?、
沈
線

君
節
LR
積
回
転

ミガ
キ

兜
期

C-
44
と
坑
1

SK
40

里
土

梁
鉢

ヨ
縁

常
節
LR
横
回
転

長
石
を
多
く
含
む

粗
製
。

土
坑
1

里
主

コ
縁

羊
歯
状
文
、
沈
線

内
面
頸
部
に
沈
線
。

晩
期
(大
洞
Cl
)

口
縁
部
に
刻
み
あ
り
。

土
坑
1

里
上
、
13
層

本
部

大
腿
骨
文
、
沈
線

華
節
Rビ
横
回
転

ミ
ガ
キ

晩
期
(大
洞
Cl
)

土
坑
2

層
梁
鉢

本
部

単
節
R醸
回
転

長
石
を
多
く
含
む
。

植
物
繊
維
が
混
じ
る
。

前
期
前
半

粗
製
。
流
れ
込
み

に
よ
る
も
の
か
。

土
坑
2

1層
案
鉢

本
部

上
部
単
節
LR
横
回
転
、

下
部
単
飾
RL
横
回
転

粗
製
。
内
面
に
焦
げ
跡

あ
り
。
上
部
は
輪
積
み
痕
残
。

土
坑
2

1層
、
埋
上

本
部

単
飾
LR
横
回
転

ミ
ガ
キ

晩
期

i坑
2

1層
宋
鉢

本
部

単
節
RL
横
回
転

長
石
を
多
く
含
む

と
坑
2

1層
梁
鉢

本
部

単
飾
LR
横
回
転

長
石
、
石
英
を
多
く
含
む
。

金
雲
母
を
少
量
含
む
。

31
8と
同
一
個
体
の

可
能
性
あ
り

土
坑
2

1層
深
鉢

コ
縁

単
節
LR
横
回
転

長
石
、
石
英
を
多
く
含
む
。

金
雲
母
を
少
量
含
む
。

31
7と
同
一
個
体
の

可
能
性
あ
り

土
坑
2

,層
沐

本
部

単
飾
RL
積
回
転

長
石
、
石
英
を
や
や

多
く
含
む
。

庫
耗
著
し
い

土
坑
2

深
鉢

自
部

営
節
RL
横
回
転

長
石
、
石
英
を
多
く
含
む
。

粗
製
。

土
坑
2

埋
土

沐
ヨ
縁
体
部

営
節
Rじ
横
回
転

長
石
、
石
英
を
多
く
含
む
。

金
雲
母
少
量
含
む
。

(9
8)

上
坑
2

埋
土

鉢
口
縁

沈
線
、
刺
突
文

Ht
tR
し
横
回
転

免
期
(大
洞
C2
)

口
縁
に
山
型
突
起
。

土
坑
2

埋
土

椀
?、
壷
?
本
部

積
文
、
研
磨

ミガ
キ

器
壁
薄
い
。

摩
耗
し
て
い
る
。

土
坑
2

埋
土

張 霞
畷
部

沈
線

免
期

内
外
面
に
一
部

赤
色
顔
料
あ
り

上
坑
2

埋
土

台
付
鉢
底
部
高
台
部
九
線
、
刺
突
文

章
節
LR
横
回
転

魔
期

豪
耗
著
し
い
。
同
遺
構
に

言
台
部
破
片
他
に
2点
あ

と
坑
2

埋
上
、
2～
4層
梁
鉢

口
縁
体
部

本
部
単
師
RL
斜
回
転
、

コ
縁
部
単
節
RL
横
回
転

(2
80
)

粗
製
。

二
坑
2

埋
上
、
5層

案
鉢

口
縁

整
節
RL
横
回
転

長
石
を
多
く
含
む
。

粗
製
。

土
坑
3

!層
休
部

華
節
Rビ
横
回
転

ミ
ガ
キ

土
坑
4

埋
土

梁
鉢

口
縁

単
節
R醸
回
転

長
石
を
多
く
含
む
。

金
雲
母
を
少
量
含
む
。

粗
製
。

土
坑
5

層
本
部

単
節
LR
横
回
転

器
壁
薄
い
。
摩
耗
著
し
い
。

と
坑
6

梁
鉢

本
部

著
節
Rビ
懐
回
転
、

辞
回
転

長
石
を
多
く
含
む
。

内
面
に
焦
げ
跡
。

粗
製
。

土
坑
6

to
 4
、
1,
3層

完
鉢

コ
縁

磨
消

沈
線
の
み

宝 　 郡 臣 磁 蔀 偕 巨 肝 肺 導
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表
 C
区
 
出
土
土
器
観
察
表
(2
)

仮
N。

新
遺
構
名

登
録
遺
構

層
位
等

器
種
残
存
部
位

文
様

地
紋
原
体

内
面
調
整

胎
土

時
期

口
径
(枷
)

底
径

(c
m)

器
高

(c
m)

備
考

版 号
図 番

図 号

真 番
写 版

土
坑
6

埋
上
、
黒
色
■
上
面
西

側
、
No
 3

深
鉢

口
縁
～
体
部

口
縁
部
単
節
RL
横
回
転
、

体
部
単
節
RL
斜
回
転

長
石
を
多
く
含
む
。

(1
34
)

粗
製
。

陥
穴
状
遺
構
4

1層
梁
鉢

本
部

単
節
Rじ
横
回
転

檀
物
繊
維
が
混
じ
る
。

前
期
前
半

陥
穴
状
遺
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22
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梁
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本
部

単
節
Rビ
横
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転

植
物
繊
維
が
混
じ
る
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早
期
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陥
穴
状
遺
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ミ
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口
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上
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陛
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不
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遺
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埋
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コ
縁

石
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含
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。

案
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単
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長
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転
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。
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。
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期
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検
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磨
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単
節
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ミ
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Cl
)
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土
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洞
Cl
)

黒
色
土
上
面
暗
褐
色
土
主
口
土
器
コ
縁

霞
形
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磨
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洞
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色
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晴
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コ
縁
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文

植
物
繊
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じ
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。

―
括
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括

黒
色
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中

案
鉢

コ
縁
頸
部
沈
線

単
節
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転
?

長
石
を
多
く 含
む
。

兜
期

日
縁
に
突
起
。
刻
み
あ
り
。

―
括

―
括

黒
色
土
中

コ
縁

沈
線
、
刺
突
文

免
期
(大
洞
C2
)

口
縁
に
山
型
突
起
。

摩
耗
し
て
い
る
。

―
括

―
括

黒
色
土
中
表
土
除
去
時

コ
縁

沈
線
、
剰
実
文

単
節
Rビ
横
回
転

免
期
(大
洞
C2
)

口
縁
に
山
型
実
起
。

摩
耗
し
て
い
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。
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高
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位
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ー
括

楽
鉢

主
部

単
節
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横
回
転
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含
む
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期
?

粗
製
。
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V 考 察

l    A 区

(1)遺 構 に つ い て
ここではA区で検出された遺構について若子のまとめを行いたい。

まず竪穴住居跡について。検出数は計 6棟である。規模に着目すると長辺の長さには5.5～ 3.3mと

大きな開きがあり、床面積も最大25∬近くのものから10∬足らずのものがあるなどばらつきが目立つ。

カマドは半数の3棟で東壁南部に設置されているが、北壁東部にもつものが 2棟、南壁東部が 1棟と

やはり統一性を欠いている。

その一方、 5棟の藍穴住居跡においてカマドとは別に床面中央部に炉が設けられていることは、本

遺跡の集落を特徴づける注目すべき共通点といえよう。炉跡の燃焼部は中央部の明褐色強変焼土とそ

の外周の赤褐色弱変焼土で同心円状に形成されている場合が多く、このことは炉壁を持った屋内炉で

あったことを暗に示しているものと思われる。また、住居跡 2・ 4・ 5の炉跡には、燃焼部焼上の一

端に小さな赤変部が瘤状に付属して、平面形が雪グルマ形を呈している。これは、部分的に炉壁の外

に火熱が及ぶ構造であつたことを示している。これらの事実を満たす形態としては、送風口をもち炉

壁が立ち上がる小規模な鍛冶炉が想定される。

精査では鍛冶作業を実証する遺物等は確認されなかったが、多量の鉄製品の出上が際立っている本

集落において、各戸が鉄製品の軽微な加工や修繕のための屋内鍛冶炉を有していたとしても何ら不自

然ではない。内陸部の該期遺跡で多量の鉄製品をもつ集落はそう多くない。多量の鉄製品の出土や後

述の灰釉陶器の搬入にもみられるように、本遺跡の特殊性は、人的 。物的流通において利がある立地

にその根本が求められよう。

さて、複数の竪穴住居が集まる居住域であった時期を経て、その後、当区は方形周溝や溝が配置さ

れる区域へと変化している (注 1)。 方形周溝はA区の西縁部に位置しており、 5区画が複合した形

態となっている。周溝堆積上の断面を観察すると2～ 3度の「掘り返しJの痕跡が看取されることか

ら、これらが一度に作られたものではなく幾度かの掘削により区画を増設したものであることは明ら

かであろう。しかし、今回の調査では、これらの新旧関係を確認・復元することはできなかった。

水沢市仙人東遺跡では、まず核となる 1基の方形周溝が造られたのち、その 1辺を借用するように

して新たな区画が増設されていく過程が復元されている ((財)岩手県埋文センター 1996)。 本遺

跡でも西側に開口するコ字状の溝が東に向かって連結し (区画①～③)、 さらに①～③の南辺を借用

して区画④・⑤が増設されたものと考えるのが妥当であろう。ただし、②・③は区画内部の面積が他

に比して小さく、独立した区画として機能したとは考えづらい。②と③は本来 1つの区画であつたも

のが、後の再区画により分断された可能性が高いと思われる。

方形周溝の性格については埋葬施設と考えるのが一般的となっており、区画①の中央部に位置した

であろう地点から出上した人骨は被葬者のものである可能性が高い。検出された埋葬部 (主体部)は

掘り込みの底面付近が辛うじて残存したものであり、本来の掘り込み面は検出面よりも相当程度高い

はずである。周溝から掘り上げられた土砂が区画内部にマウンド状に盛り上げられ、その上面が掘り

込み面とされたならば、現検出面にのこされた掘り込みがわずかであったことも理解できる。他の区
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l A

画で埋葬部の掘 り込みが検出されなかった理由もここに求められるかも知れない。

さてA区では、上記の遺構の検出面であるA‐Ⅳ層の下位に、縄文時代～弥生時代の遺物包含層が存

在することが確認されている。B区下位面 (弥生時代後期)。 C区遺構検出面 (縄文時代晩期)か ら

連続する面であり、洪水堆積層のA―Ⅳ層に厚 く被覆されている。A―Ⅳ層の下位の堆積層は、方形周溝

や溝跡の壁面、竪穴住居跡の床面などで部分的に露出していたため、縄文時代晩期の土器片等、下位

面の遺物が古代の遣構埋土にも散見された。この包含層は、調査原因であるほ場整備の計画標高と照

らし合わせた結果、掘削を免れることが確認されたため、発掘調査は行わず現状保存されている。

(注 1)時間的な断絶も想定されるので、竪穴住居の居住者による連続的な土地利用の上での変化を意味するものではない。

(村上)

(2)灰釉陶器について
A区からは灰釉陶器が 3点出上している。住居跡 4・ 5・ 6から各 1点である。いずれも碗の破片

であり、口縁から体部の残存である。胎上の色調は灰白色を呈し、密度は非常に緻密である。口縁か

ら体部の途中までに波状の白色に近い光沢があつた。

灰釉陶器は9世紀のはじめに愛知県の猿投窯で創出されたものである。施釉方法は、平安時代初期

段階では刷毛塗りによって内面全面または内外面全面に釉薬を塗っていたが、平安時代後期に入ると

口縁のみを釉薬に浸して施釉する漬け掛けに変わってゆく。大西遺跡出土の灰釉陶器は内外面に施釉

されているが、全体にまで及んでいないこと、波状の痕跡があることなどから漬け掛けによるものと

見られる。

次に産地についてであるが、 3点 とも胎上が白く、非常に緻密で、長石などの混じり物がない。釉

薬は白く薄い銀化したような光沢で見えることから、本遺跡で出上している灰釉陶器はすべて東濃窯・

大原 2号窯期のものであり、 3点 とも同一個体の可能性があると見られる。東濃窯は現在の岐阜県多

治見・土岐・可児 。中津川の各市周辺に点在する灰釉陶器窯跡群の総称であり、大原 2号窯は多治見

市に所在する。東濃窯は東山道沿いにあるため、本遺跡で出土した灰釉陶器も東山道を経由して入つ

てきた可能性がある (注 2)。

岩手県における東濃窯大原 2号窯期の類例は、平泉町本町Ⅱ遣跡の7号竪穴住居跡から出土した (四

耳 ?)壷片 ((財)岩手県埋文センター 2002)、 江刺市宮地Ⅱ遺跡のSX412焼土跡から出土した高

台付の碗 (江刺市教委 2004)がある。

ただし、本遺跡の場合、灰釉陶器をもつ一方、当時一般的に使用していただろうと考えられる須恵

器が見つかっていない。一方、周辺で調査された稲荷遺跡や貝の淵 I遺跡などでは須恵器と土師器が

セットで見つかっており、周辺遺跡とは様相を異にしている。

(注 2)愛知県陶磁資料館主任学芸員 井上喜久男氏のご教示による。

(戸根 )

(3)鉄 製品について
A区からは前述の灰釉陶器のほかに26点 もの鉄製品が出土している。主要なものとしては、刀子が

6点、穂摘具・鈷が各 2′点、短刀・紡錘車・袋状鉄斧・鍋が各 1点出土している。

刀子は6点出土しているが、うち2点 (51・ 52)に は木質も残存している。52に ついては割れ回の

様子から鞘に入つていた様子も窺える。

鈷については、 2本が 1組になった状態で出上した。岩手県内における出土事例としては、久慈市
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V 考

中長内遺跡RA516竪穴住居跡 (久慈市教委ほか 1995)と 西根町子飼沢山遺跡 5号住居跡 (福島大学

行政社会学部考古学研究室 2000)、 盛岡市堰根遣跡出土例がある。中長内 。子飼沢山例はいずれも

2個体を組み合わせた状態で出土しており、本遣跡出上の錯も本来 2個体を組み合わせていた可能性

が高い。

短刀については、柄の部分に一部赤色塗料の塗布があった。岩手県立博物館へこの顔料の成分分析

を依頼したところ、酸化第二鉄 (ベ ンガラ)と いう結果が出た。赤色塗料の塗布という点では、住居

跡 6で出土している土師器甕 (34)イこも赤色塗料の塗布が認められ、やはり酸化第二鉄 (ベ ンガラ)

との分析結果が出ている。

出土した鉄製品の組成を見ると、農具あり、漁携具あり、とバラエテイに富んでいる。しかも、こ

れらのものがまとまって出上している。鉄製品が良好な状態で出土し、かつ一般的な同時期の集落遺

跡から出土することが少ないことを考えると、大西遺跡で今回出土した鉄製品は、当時の集落におけ

る鉄製品の使用状況を示す一例になると思われる。

(戸根 )

2 B 区

(1)下位面出土の弥生土器 について
B区の下位面で出土した土器は、弥生時代後期のいわゆる天王山式及びそれに後続する時期に位置

づけられるものである。甕形土器をみると、日縁部が肥厚して複合口縁状を呈し、口縁部下端には列

点文が全周し頸部との境界を区画、頸部は無紋帯となり胴部には「顎部や底部近くで条の末端が交叉

状を示す (小田野 1987)」 附加条縄文・撚糸文のような地文が施文されている。連続山形文をはじ

めとする沈線文による加飾もいくつかの個体に認められ、該期の上器の特徴とされる要素が認められ

る。ここで、これらの土器に特徴的な地文について少し詳しく観察してみたい。

以下に、201の奏形土器にみられる地文の特徴を抽出してみよう (第55図 a)。

a.条の上端を結んだライン (施文単位の上辺)に対し、条の流れは約45° の傾きをもつ。

b.頸部下端では、条の上端が釣状 (U字状)に表出される箇所が認められる。条を折り返した

側の「閉端」を回転させた痕跡であることを示す。

c.条は一段の糸邑Lの圧痕で、節が細長く0段多条の可能性が高い。

d.平行して表出される条の間にほぼ等間隔の隙間が生じており、撚糸文や附加条によるものに

似る。

e.条 と条の間に、条の流れと交叉する方向に走行する無節の条が見える箇所がある。特に胴部

上半に集中する。

f.条は上端から中程までは直線的に整然と平行するが、中央付近で「く」の字状に弱く折れ、

下半部は毛筆の「はらい」のように流れて、条同士の間隔にも乱れが生じている。

a～ cは、この原体が条同士を撚り合わせた「縄文」であることを示している。 cから想定される

のは0段多条の縄文RLで、bは閉端を上にして頸部下端に沿って横回転させた結果と思われる。し

かしdは、「一段の糸亀L」 を何らかの軸に巻き付けた原体である可能性を示唆し、さらにeは、その

軸が何らかの繊維の東であることを示している。

そこで、 eの無節の条を細かく観察すると、一段の糸亀Lを横回転させることで表出される無節縄文

であることがわかった。つまり「一段の糸毛L」 を折り返してさらに正の撚りを加えた「単節縄文」の
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※上図のように、長い方を左側に垂

らし、短い方に回転を加えるよう

に撚ると、短い方を軸として自然

と長い方がからみついてくる。

a 表出文様の特徴 (201)
第55図 大西遺跡B区出土弥生土器の地文

原体であることには相違ないが、一方の条を軸として他方が巻き付いた状態のものであることが半」明

したのである (第 55図 b)。 この原体を横回転で施文した場合、巻き付いている方の条は「一段の縄

LJの側面圧痕列を右下がりに表出し、器壁の張り出しに伴い強く押圧される胴上部などに限り、軸

となった「一段の縄L」 の回転文である右上がりの無節縄文が、前者の条の隙間に交叉方向に表出さ

れるのである。この一見複雑な原体は、第55図 cの ように片手で撚り合わせることにより容易に作る

ことができる。「閉端」側に近いほど撚りが強く、表出される条の間隔は整つているが、逆に閉端か

ら離れるほど撚りは弱まり、さらに軸からはみ出して余った部分は回転方向と平行するように引きず

られることとなる。条が中央で屈曲し下半部が流れるfの現象はこのように理解することができた。

「顎部や底部近くで条の末端が交叉状を示す」という該期土器の特徴も、顎部無文帯や底部の下端

に沿わせて施文するため水平方向に原体を回転させる必要がある部位と、胴部中央の広い面に効率的

に施文するため斜回転で施文された部分が重複した結果生じたものと解釈することができるだろう。

(村上)

(2)弥生時代後期土器に伴 う石器について
今回調査を行ったB区下位面の範囲は極めて限定的であったが、その狭い区域の中に集中して石鍬

の出土がみられたことは特記に値するだろう。出土状況に着目すると、これらの石鍬のうちいくつか

は遺物包含層の下面が斑状に落ち込んだところから出土している。この種の石器が土掘り具として用

いられ、柄から外れた個体が地中にのこされた可能性もあろう。基部と刃部の区別が明瞭な撥形・分

銅形の大形石鍬 (打製石斧)の出土は、縄文時代後晩期から弥生時代にかけての農耕・栽培と関連づ

けて議論されることが多い。本遺跡では何らの栽培痕跡も確認されていないが、北上川によって形成

された自然堤防と後背湿地が入り組む本遺跡付近において、何らかの栽培活動が行われた可能性は十

分あったと考えたい。

このほか、煮沸痕跡を残す土器の出土範囲と重複して複数の石核と忌1片、敲打痕をもつ礫石器が出

土したことは、調査地点が石器製作の場としても利用されていたことを示し、日常的な生活空間の一

部であつたことを示唆している。火ハネによって欠損した石鏃の出土は炉の周囲における石器製作を
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想像させ、付近に住居跡が存在する可能性を強く示唆している。

北上川流域では近年、厚い洪水堆積層の下位に縄文時代晩期～弥生時代の生活面が検出される例が

急増している。今後、同様の立地における該期遺跡の調査例が蓄積されることにより、該期の人間活

動がより詳細に復元されることを期待したい。

(村上 )

3 C 区

(1)陥 し穴状遺構 について
陥し穴状遺構は計32基確認された。形態は円形、溝状の2種類に大別されるが、溝状は溝状と楕円

形状に細分される。ここでは溝状と楕円形状、円形の 3つに細分して、陥し穴状遺構について述べる

ことにする。

一般的に陥し穴状遺構からは遺物が出上しないことが多い。従って、新旧関係や年代を把握するに

は遺構間の切り合いや自然科学分析などに頼らざるを得ない場合が多い。大西遺跡の陥し穴状遺構に

ついても、単独存在のため、時期を判断することが困難な陥し穴状遺構が多かったが、新旧関係や年

代把握するのに使用できる陥し穴状遺構があること、さらにいくつの傾向が認められるので、ここで

記述する。

①陥し穴状遺構の帰属時期及び形状の変化

大西遺跡で確認された陥し穴状遺構のうち、重複関係や自然科学分析によって帰属時期や形状の変

化について分析可能な遺構は4基ある。

a遺構間の重複関係にみる陥し穴状遺構の新旧関係

遺構間で重複関係を捉えることができる陥し穴状遺構は溝状の陥し穴状遺構 2と 7、 楕円形状の陥

し穴状遣構 8、 円形の陥し穴状遺構23の 4つである。

陥し穴状遺構 2は縄文時代晩期の土坑である土坑 1と重複関係がある。重複関係は、深さ45cmあ る

土坑 1の底面で陥し穴状遺構 2の平面を確認している。土坑 1検出の段階では陥し穴状遺構 2は検出

できず、土坑 1完掘後に陥し穴状遺構 2を確認していること、陥し穴状遺構 2上部の上坑 1埋土中に

礫などの遺物があることなどから、新旧関係は土坑 1が新しく、陥し穴状遺構 2が古いことは明白で

ある。さらに、土坑 1からは縄文時代晩期中葉の土器が出上しており、このことから、溝状の陥し穴

状遺構が形成された時期は縄文時代晩期中葉より前であるといえよう。

陥し穴状遺構 7と 陥し穴状遺構 8は、相互に重複関係がある。陥し穴状遺構 7は溝状の陥し穴状遺

構、陥し穴状遺構 8は楕円形の陥し穴状遺構である。平面検出の段階で重複関係が認められたものの、

埋土が非常に類似しており、新旧関係を把握することはできなかった。そこで陥し穴状遺構 7を長軸

方向に縦に半裁したところ、断面の観察で陥し穴状遺構 7の埋土が陥し穴状遺構 8の埋土を壊してい

る様子が観察された。このことは、溝状の陥し穴状遺構が新しく、楕円形の陥し穴状遺構が古いこと

を示すといえよう。陥し穴状遺構 8に火山灰や杭跡は認められなかった。

最後に陥し穴状遺構23について述べる。陥し穴状遺構23も 陥し穴状遺構2と 同様に土坑 1と重複関

係がある。土坑 1の検出面がC―Ⅳ層であつたことから、土坑 1完掘後、C―V層 まで検出面を下げたと

ころ、C―V層の上面で陥し穴状遺構23の平面を確認した。検出された平面の形状から土坑 1と 重複関

係が認められる可能性が出てきたことから、半裁し断面を観察したところ、陥し穴状遺構23が土坑 1

の下にもぐり込んでいる様子が確認された。このことから、新旧関係は土坑 1が新しく、陥し穴状遺

察
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構23が古いこと、円形陥し穴状遺構の形成時期は縄文時代晩期中葉より前であることが明らかになっ

た。

以上のことから、本遺跡における陥し穴状遺構の構築年代の下限は、まず縄文時代晩期中葉である

ということができる。

b円形陥し穴状遺構の年代

陥し穴状遺構23では埋上下部の 6層及び 8層から炭化物が見つかつたことから、放射性炭素年代測

定を実施した。その結果、 6層 出土試料が5,840± 40yrBP、 8層出土試料が5,890± 40yrBPと いう値が

算出された。このことは、縄文時代前期にはすでに陥し穴状遺構23は埋まり始めていたと考えられる。

同じ円形陥し穴と考えられる陥し穴状遺H22からは尖底になると見られる繊維の混じった縄文土器 (335)

も見つかっており、円形陥し穴は縄文時代前期にはすでにあったものと考えられる。

②遺構の分布及び軸方向について

陥し穴状遺構を形態別に見ると、次のような傾向が認められる。

a溝状の陥し穴状遺構

調査区全域に分布する。東西方向に長軸をもつものが多く、これは地形の傾斜方向にほぼ合致する。

長軸方向が一致するため、同時使用の可能性があるものも見受けられるが (陥 し穴状遺構10と 陥し穴

状遺構 7、 陥し穴状遺構 1と 陥し穴状遺構 2な ど)、 調査区域内における配置の規則性は認められな

い。開口部長は1.5～ 3.5m、 開口部幅は0.4～ 0.7mの ものが主体を占める。ただし、ひょうたん形に近

い形をした陥し穴状遺構 5や 17の場合、開口部幅はかなり広がり、 lm前後になることもある。
b楕円形状の陥し穴状遺構

調査区東側に分布する。断面形状はV字形を呈している。開田部長はいずれも1.7m前後、幅、深さ

は lm前後である。杭状の穴や火山灰が入つている様子は認められない。 2基のみであるので、一概

に言えない部分はあるが、 2基はほぼ並んで位置し、長軸方向もほぼ一致することから、同時使用の

可能性がある。

c円形状の陥し穴状遺構

調査区西側に分布する。断面形状は方形あるいは逆台形を呈する。開口部の径は1.2m前後を測る

ものがほとんどである。洪水堆積層である黄褐色土堆積前の段丘崖から斜面にかけて、基数はまちま

ちだが、ほぼ並行に並ぶ様子が見られる。

③陥し穴の埋上について

大西遺跡で確認された陥し穴状遺構を、埋上の観点から見ていくことにする。

最上層の埋土は、円形陥し穴の場合、暗褐色シルトを主体とする。一方、精円形陥し穴及び溝状陥

し穴については、黒褐色シルトを主体とする。最上層以下の埋土を見ても、円形陥し穴の場合、黒掲

色シルトが入ることはない。一方、溝状及び楕円形陥し穴の場合、堆積過程はほぼ同じだが、最下層

の上質に違いが見られる。溝状陥し穴の場合、最下層が黒褐色上である傾向が強いが、楕円形の場合、

黒褐色にならないようである。

④まとめ

田村壮一氏の研究によると縄文時代前期初頭以前に円形が現れ、中期末から後期初頭の溝状を経て

(注 3)、 晩期中葉から平安時代まで楕円形が存在したと指摘している (田村 1987)(注 4)。

今回の大西遣跡の場合、縄文時代前期に円形の陥し穴状遺構が現れ、溝状の陥し穴は縄文時代晩期

中葉以前に出現することが明らかになった。これは田村氏の指摘している大きな流れから外れてはい

ない。
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しかし、精円形については検討の余地が残されよう。大西遺跡の場合、 1例のみであるが、楕円形

の陥し穴状遺構が溝状の陥し穴状遺構に切 られている様子が観察されているものがある (陥 し穴状遺

構 7と 8)。 どちらも遺物が出上しておらず、具体的な時期については不明である。

灰白色の火山灰が入っていない例としては、本し幌市S239遺跡やS255遺跡で、埋土中から縄文時代中

期土器片が出土している例がある (札幌市教委 1975、 札幌市教委 1979)。

一方、底面に十和田aと みられる火山灰が入る例としては、胆沢町宮沢原下遺跡の例がある ((財 )

岩手県埋文センター 2005)。

以上のことから、おおよその形態変遷は田村氏の述べているとおりであるが、精円形の陥し穴状遺

構については、十和田 a火山灰の有無や構築方法によって時期が大きく変わる可能性があると思われ

る。

陥し穴状遺構の場合、田村氏も地域的相違や年代について相互の関係を今後より検討しなくてはな

らないと述べられているが、まさにその通 りであり、陥し穴状遺構の年代を推定する場合には、形態

ばかりでなく、埋土など複数の視点から検討すべきであろう。

(戸根 )

(注 3)溝状陥し穴については後期初頭以降にも残っていた可能性を留保している。

(注 4)晩 期中葉から平安時代まで楕円形が存在したというのは、杭状の穴の痕跡があるBl型のみであり、灰白色火山灰が

入っていない楕円形の陥し穴については縄文時代のものであるという捉え方にとどまっている。

(2)亀形土製品について
土坑 2で 1点出土している。平面形態はほぼ楕円形で、正中線が認められる。左右 4対の足を模し

た切り込みがあり、胴部には両面に沈線が入つている。顔面は突起状に表現している。2ヶ所に穿孔
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第56図 陥し穴状遺構の形態分類模式図 (田村 1987を 一部改変 )
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があるものの、中実のものである。

日下和寿の報告によると、亀形土製品は岩手県内では,遺跡で60M体分出上しており、縄文時代後

期～晩期にかけて出土する傾1向があることが詣舗されている こ日下 1998).工調査の濃密の影響は多

分にあるが、石鳥谷町周辺では、稗貫川沿いに所在する小田遺跡 (大迫貯亀ヶ森)や、大西遺跡の約

3�南東にある安堵屋敷遺跡 (石鳥谷町八重畑字五大量)をはじ―めとした16.遺跡で13個体が出上して

いる。―概に言うこ―とはできないものの、岩手県内で出土している1亀形土製品の約1/4を占めており、

集中する傾向がある。

(戸根)
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今回の調査では、広い遺跡範囲のうちの 3地点を対象とし、その結果、それぞれの調査区で時期の

異なる遺構・遺物が検出された。

はじめて大西遺跡周辺の土地が不U用 され、人の気配が感じられることが確実になるのは縄文時代前

期のことである。この頃はC区のエリアを狩り場として使用している。狩り場としての利用は縄文時

代後期まで続くことになる。

縄文時代晩期になるとC区西側からB区にかけての範囲で人々が生活をし始めるようになる。土器、

石器、石製品、土製品、焼けた礫などがまとまって土坑から出土している。土坑は不要品を廃棄する

ために使用したのだろうか。今回の調査では竪穴住居跡は見つからなかったものの、付近に集落跡が

存在した可能性が高いと考えて良さそうである。

大西遺跡周辺での人々の生活は弥生時代まで続くが、その後大西遺跡周辺での人の生活痕跡はぷつ

つりと途切れてしまう。北上川の洪水等によって地形が劇的に変化したからである。A～B区で確認

された約 lmに も及ぶ洪水堆積層は、古墳時代以降洪水等によって本遺跡周辺が生活するのに適さな

かったことを如実に示している。

洪水等の発生が減少して地盤が安定し、再び大西遺跡周辺で人が暮らし始めるのは平安時代に入つ

てからである。しかし、大西遺跡の集落は当時の一般的な集落とは少し様相が違うようである。多く

の鉄製品や現在の岐阜県で生産された灰釉陶器をもつ一方、当時一般的に使用していた須恵器をもっ

ていないのである。周辺で調査された稲荷遺跡や貝の淵 I遺跡などでは須恵器と土師器がセットで見

つかっている。北上川を挟んだ対岸には官衡・駅家の可能性を指摘されている方八丁遺跡がある。大

西遺跡の集落は方八丁遺跡と関係があるのだろうか。今後の検討課題である。

さて、北上川は、洪水などによって付近の地形を度々変えてきた。今回の調査ではそれがA区～B

区にて確認された洪水堆積層という形で示されている。しかしながら、度々洪水に襲われながらも、

人々が断続的にこの付近の土地を利用してきたことが今回の調査では明らかになった。

このように、大西遺跡周辺の人々は良きに付け悪しきに付け、北上川とともに暮らしてきたと言え

るだろう。

(戸根 )
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編附

1 大西遺跡の炭化種実同定
パリノ・サーヴェイ株式会社

は じ め に
大西遺跡は、岩手県稗貫郡石鳥谷町に所在し、北上川が形成した沖積段丘古期面の段丘崖縁辺付近

に立地している。本遺跡の発掘調査の結果、縄文時代の上坑や平安時代の住居跡や溝状遺構などが確

認されている。

本報告では、平安時代の住居跡 (A区住居跡 1)内から検出された災化種実遺体の同定を行い、当

時の植物利用を検証する。

(1)試   料
試料は、住居跡 (A区住居跡 1)内のほぼ中央部の焼土直上より、密集して検出された炭化種実遺

体数百点である。試料は、土壌毎取上げられと考えられ、濡れた泥が付着した状態であった。

(2)分 析 方 法

試料を常温で 3昼夜乾燥させる。その後、肉眼及び双眼実体顕微鏡下で観察し、種実遺体の表面に

付着する泥を除去する。種実遺体の形態的特徴を、現生標本および原色日本植物種子写真図鑑 (石川,

1994)、 日本植物種子図鑑 (中山ほか,2000)等と比較して種類を同定して重量を求め、1/2個以上残

存する完形個体の個数を数える。分析後の種実遺体等は、種類毎にビンおよびタッパーに入れ、乾燥

剤を入れて保管する。

(3)結   果
結果を表 1に示す。種実遺体は、 トチノキ (Aesculus turbintta Blumeト チノキ科 トチノキ属)の種
子に同定された。この他に、炭化材が約4.8g検出された。トチノキの種子は、1/2個以上残存する完

形個体47個 と、破片個体が多量に確認され、全重量は251。lgを量る。以下に、種実の形態的特徴等を

記す。

表 1 種実同定結果
試料名 分類群 学 名 部位 状態 董量 (g) 備 考
A区住居跡 1 トチノキ Aescutus turbinata BIume 種子 炭化 251 1 完形固体47個を含む

炭化材 山灰 43

注)重量には付着する上の重量も含まれる。

・ トチノキ (Aesculus turbintta Blume)ト チノキ科 トチノキ属

完形及び破片の種子が検出された。全個体とも炭化し、黒色を呈す。偏球体で径20～ 3011Hl程度。種

皮は薄く硬く、表面にはほぼ赤道面を蛇行して一周する特徴的なカーブを境に、流理状の微細な網目

模様があり光沢の強い黒色の上部と、粗面で光沢のない灰褐色の下部の着点に別れる。種子内に残存

する胚は本質で粗面。破片個体は、種皮、胚共に不規則に割れている。
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1 大西遺跡の炭化種実同定

(4)考   察
平安時代の住居跡 (A区住居跡 1)内から検出された種実遺体は、すべてトチノキの種子であった。

トチノキは、種子はアク抜きを必要とするが、食用 。長期保存が可能で収量も多く、古くから里山で

保護されてきた有用植物である。また、 トチノキは、河川沿いなどの適湿の地に自生する落葉高木で
あり、現存植生図や薄在自然植生図によれば、現在の遺跡周辺の山地にも普通にみられる (宮脇編著 ,

1989)。 したがって、本遺跡の立地やトチノキの植生等を考慮すると、遺跡周辺で入手可能な可食植

物であったと考えられる。

ところで、 トチノキの種子の観察結果では、完形個体や直接の可食部である胚が残存する個体 (例
えば、図版 1-3a・ 3b, 4a・ 4bな ど)が多数認められた。このことから、利用前の状況が窺
われ、発掘調査所見によれば焼失住居の可能性が示唆されることから、植物質食糧資源として貯蔵さ

れていたものが被熱・炭化したと推測される。

引用文献

石川茂雄 1994 原色日本植物種子写真図鑑.石川茂雄図鑑干U行委員会 328P.

中山至大・井之口希秀・南谷忠志 2000 日本植物種子図鑑.東北大学出版会 642p.

宮脇昭編 1989 日本植生誌 東北 至文堂 605p.
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附

図版 1 種実遺体
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トチノキ種子 (A区住居跡 1)

トチノキ種子 (A区住居跡 1)

トチノキ種子 (A区住居跡 1)

トチノキ種子 (A区住居跡 1)

トチノキ種子 (A区住居跡 1)
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2 大西遺跡出土土器および小刀残存赤色系色材料の自然科学的調査結果

岩手県立博物館 赤 沼 英 男

(1)1ま じ め に
平成16年度に行われた岩手県石鳥谷町大西遺跡の発掘調査によって、茎部に赤色系色材料が残存し

た小刀と、口縁、胴部から底部にいたる部位、および底部に赤色系色材料が残存した土師器 (奏)が

検出された。小刀と土師器に同じ組成の赤色系色材料が使用された可能性がある。赤色系色材料の発

色剤を明らかにし、小刀と土師器それぞれの発色剤の形状と組成を比較することを目的として、自然

科学的調査を行った。以下に調査結果を報告する。

(2)調 査 資 料

調査資料は岩手県石′鳥谷町大西遺跡から出土した小刀 (No.1)、 土師器 (No,2:甕 )の 2点であ

る。調査資料の概要を表 1に示す。

(3)調 査 方 法

カッターナイフを使い、それぞれの資料から赤色系色材料を少量摘出した。摘出した試料をエポキ

シ樹脂で包埋処理し、エメリー紙で荒研磨、ダイヤモンドペーストで仕上げ研磨した。このようにし

て得られた研磨面をEPNIAで 分析した。

(4)調 査 結 果

No.1か ら摘出した試料には、粘土状物質の中に直径 lμ m以下の金属光沢を呈する微細粒子 (Ю )

が観察される。EPMAに よる分析の結果、鉄 (Fe)と 酸素 (0)を主成分とする。赤色という色調を

考慮すると、発色剤は酸化第二鉄 (ベンガラ)とみることができる (図 1)。

No.2の 口縁 (Sa l)、 胴部から底部 (Sa 2)にいたる部位、および底部 (Sa3)か ら摘出した試

料にも、No.1同様、直径 lμ m以下の金属光沢を呈する微細粒子 (Ю)が認められる。EPhLAに よる

分析によってFe、 Oを主成分とすることが確かめられた。赤色の発色剤はNo。 1同様酸化第二鉄と判定

される。なお、Sa lおよびsa 2からは、ケイ素 (Si)、 アルミニウム (Al)、 およびマグネシウム (wlg)

が検出されているが、これは周囲の粘土状物質による影響と思われる (図 2)。

摘出した試料の自然科学的調査の結果、No.1、 No.2と もに赤色の発色剤は酸化第二鉄で、粒子形

状もほぼ同じである。No.1お よひ珀O.2に は同一の赤色系色材料が用いられた可能性が高い。なお、

小刀、土師器ともに下地調整材料の使用はみられなかった。

表 1 調査資料の概要
No. 資料名 検出遺構

1 月ヽ刀 A区住居跡 5

土師器 (甕 ) A区住居跡 6
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0             10 Cm

図 l No lの外観 と摘出 した赤色顔料のEPMAに よる分析結果
ali外観。
bl:赤色顔料残存部分の拡大写真、矢印は試料摘出位置。
Cl― C3:赤色顔料のEPMAに よる組成像 (CONIP)と 定性チャー ト。
C2は Clの枠内部を拡大。
IOは酸化鉄粒子。
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2 大西遺跡出土土器および小刀残存赤色系色材料の自然科学的調査結果
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図 2 No.2の外観と摘出した赤色顔料のEPMAによる分析結果
外観の矢印は試料摘出。 IOは酸化鉄粒子。
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附   編

3 放射性炭素年代測定の結果
辮 :加速器分析研究所

1)年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用しています。

2)BP年代値は、1950年からさかのぼること何年前かを表しています。

3)付記した誤差は、標準偏差 (lσ )に相当する年代で、次のように算出しています。

複数回 (通常は4回 )の測定値についてχ2検定を行い、沢1定値のばらつきが小さい場合には測

定値の統計誤差から求めた値を用い、ばらつきが大きい場合には不偏分散の平方根 (標準偏差)

と統計誤差から求めた値を比較して大きい方を誤差としています。

4)δ 13cの値は、通常は質量分析計を用いて測定しますが、AMS測定の場合に同時に測定されるδ
13cの値を用いることもあります。

δ13c補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載しておきます。

同位体は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。 ;パーミル)で表したものです。

δ14c=[(14As-14AR)/14AR]× 1000  (1)

δ13c=[(13As-13APDB)/13APDB]× 1000(2)

ここで、μAsi試料炭素のИC濃度 :(ИC/12c)sま たは (MC/13c)s
μAR I標準現代炭素のИC濃度 :(14c/12c)Rま たは (ИC/13c)R

δ13cは 、質量分析計を用いて試料炭素の13c濃度 (13As=13cμ 2c)を測定し、PDB(白 亜紀のベレ

ムナイト (矢石)類の化石)の値を基準として、それからのずれを計算します。

但し、IAAで は加速器により測定中に同時に13cμ2cも 測定していますので、標準試料の測定値との

比較から算出したδ13cを 用いることもあります。この場合には表中に 〔加速器〕と注記します。

また、△14cは、試料炭素が δ ttC=-25.0(%。 )であるとしたときの14c濃度 (MAN)に換算 した上で

計算した値です。 (1)式のИC濃度を、δ13cの測定値をもとに次式のように換算します。
14AN=14As×

(0。 975/(1+δ 13c/1000))2(14Asと して14c/12cを 使用するとき)

または

=14As× (0。 975/(1+δ 13c/1000))(14Asと してμc/13cを使用するとき)

A14c=[(ИAN μAR)μ 4AR]× 1000(%。 )

貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガ

ス中の濃度と異なるため、同位体補正のみを行なった年代値は実際の年代との差が大きくなります。

多 くの場合、同位体補正をしない δ14cに相当するBP年代値が比較的よくその貝と同一時代のものと

考えられる木片や木炭などの年代値と一致します。

ИC濃度の現代炭素に対する害J合のもう一つの表記として、pMc(percent Modern Carbon)が よく使

われており、△ИCと の関係は次のようになります。
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3 放射性炭素年代測定の結果

△μC=(pMC/100-1)× 1000

pMc=△ 14c/10+100(%)

国際的な取 り決めにより、この △14cぁ るいはpMCに より、放射性炭素年代 (ConventiOnal
Radiocarbon Age;yrBP)が 次のように計算されまづ。

T=-8033× ln[△ 14c/1000+1]

=-8033× ln(pMC/100)

(%。 )

辮

IAAA-40988 取場所 :岩手県稗貫郡石鳥谷町大西遺跡

試料形態 :炭化物

Libby Age(yrBP)  :  5,890± 40
δ13c(%)、 (カロ速器)=-26.45± 0.85
△
14c(%)    =-519.7± 2.3
(%)     = 48.03± 0.23

(参考)δ
13cの
補正無し

δ
14c(%) =-521.1± 2.2
pMC(%)     = 47.89± 0.22
(yrBP)      :  5,910± 40

所 :岩手県稗貫郡石鳥谷町大西遺跡

試料形態 :炭化物
:ON040809 C区 陥し穴状遺構23 6

Libby Age(yrBP)  :  5,890± 40
δ
13c(%)、

(加速器)=-25.64± 0.94
△
14c(%)    =-516.4± 2.4
(%)     = 48.36± 0.24

(参考)δ
13cの
補正無し

δ14c(%)    =-517.0± 2.2
pMC(%)     = 48.30± 0.22
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写真図版 6 A区 住居跡 1
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写真図版 8 A区 住居跡 4

埋土断面 (東 から)
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写真図版司O A区
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写真図版14 A区 出土土器 (1)
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写真図版15 A区 出土土器 (2)
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写真図版17 A区 出土鉄製品 (2)
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写真図版19 B区上位面 住居跡 1
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写真図版20 B区上位面 上坑・清跡



B区上位面 終了全景 (南西から)

B区下位面 遺物出土状況 (西から)

写真図版21 B区上位面 全景・下位面 (1)
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同上断面 (南から) B区下位面 終了全景 (西から)
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写真図版22 B区下位面 (2)
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写真図版23 B区上位面 出土遺物・ B区下位面 出土土器 (1)
-155-



壼顧臨
206          207

殻 0
ゞ 弊 鍼 3金

14212

-156-

写真図版24 B区下位面 出土土器 (2)



写真図版25 B区下位面 出土石器 (1)
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写真図版26 B区下位面 出土石器 (2)
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土坑 2(南から) 土坑 2 断面 (南から)
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写真図版27 C区  土坑 (1)
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写真図版28 C区  土坑 (2)
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写真図版29 C区  土坑 (3)
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写真図版30 C区  土坑 (4)
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写真図版31 C区  土坑 (5)
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陥し穴状遺構 4

写真図版32 C区  陥し穴状遺構 (1)



陥し穴状遺構 5(南から) 陥し穴状遺構 5 断面 (南から)

陥し穴状遺構 6(西から) 陥し穴状遺構 6 断面 (1)(東から)
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し穴状遺構 (2)

陥し穴状遺構 6 断面 (2)(西から) 作業風景

陥し穴状遺構 7(南東から)

写真図版33 C区  陥
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写真図版34 C区  陥し穴状遺構 (3)
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写真図版35 C区
-167-



陥し穴状遺構15

陥 し穴状遺構16

陥し穴状遺構15 断面 (東から)

陥し穴状遺構16 断面 (東から)

陥し穴状遺構17 断面 (東から)

陥し穴状遺構17 断面 (西から)
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写真図版36
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陥 し穴状遺構 (6)写真図版37 C区
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写真図版38 C区



陥し穴状遺構26(東から) 陥し穴状遺構26 断面 (東から)

陥し穴状遺構27(北から) 陥し穴状遺構27 断面 (南から)

陥し穴状遺構28(東から) 陥し穴状遺構28 断面 (南から)

陥し穴状遺構29(東から) 陥し穴状遺構29 断面 (南から)

し穴状遺構 (8)写真図版39 C区  陥
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写真図版40 C区  陥



住居状遺構 1(東 から) 住居状遺構 1 断面 (北から)

住居状遺構 1 断面 (東から) 住居状遺構 2(東から)

住居状遺構 2 断面 (北から) 住居状遺構 2 断面 (東から)

八重畑小学校校外学習の様子

その他の遺構

掘立柱建物跡 (南から)

写真図版41 C区
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写真図版42 C区 出土土器 (1)
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写真図版43 C区 出土土器 (2)、 石製品、土製品
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写真図版44 C区 出土石器・礫 (1)
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写真図版45 C区 出土石器・礫 (2)
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写真図版46 C区 出土石器・礫 (3)
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ふ りが な

所収遺跡名

ふ りが な

所 在 地
コ ド 】ヒ 糸革 東  経

調 査 期 間 調査面積 調 査 原 因

市町村 遺跡番号

大 西 遺 跡 岩手県

稗貫郡

石鳥谷町

字八重畑

15地害121-1

ほか

03342 ME06-
2345

度

分

秒

９

６

２

３

２

３

度

分

秒

１

９

０

４

０

０

2004.04.09

2004.08.18

5,300コN 経営体育成

基盤整備事

業 (八重畑地

区)に伴う事

前調査

所収遺跡名 種
口
〃 主 な 時 代 主  な 遺 構 主 な 遺 物 特  記  事  項

大 西 遺 跡 集 落 跡

遺物包含層

集落跡・狩

場跡

平 安 時代

弥 生 時 代

縄 文 時 代

(前～中、

晩期 )

時 期 不 明

竪穴住居跡 7棟

溝跡 1条

方形周溝 5基

土坑 6基

土坑 6基

陥し穴状遺構32基

土坑10基

住居状遺構 2基

掘立柱建物跡 1棟

土師器 (杯 。奏)

灰釉陶器 (碗 )

鉄製品 (鈷、斧

短刀など)

青磁小碗 (越州窯

系)

弥生土器 (後期 )

石器 (鍬状石器、

石鏃など)

縄文土器 (晩期)

石器 (石匙など)

円盤】犬石製品

亀形土製品

。竪穴住居跡に伴う

鉄製品が多数出土し

ている。

。東濃窯産灰釉陶器

碗が出土している。

・越州窯系の小碗を

表採している。

・弥生時代から平安

時代までの間に、洪

水堆積による著しい

地形変化が明瞭に確

認される。

・縄文時代の陥し穴

状遺構がまとまって

確認されている。
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